
平成27年度薬学生涯研修講座
医療制度改革と薬剤師のあり方を考える

主　催／静岡県立大学薬学部同窓会（静薬学友会）・静岡県立大学薬学部
日　時／平成28年２月21日（日）　13：30～16：30
会　場／静岡労政会館6階 大ホール　 〒420-0851　静岡市葵区黒金町5-1　TEL 054-221-6280
参加費／500円（卒業生以外の参加も受け付けます）

　医療介護サービス体制の改革である「地域包括ケアシステム」構築では、「健康情報拠点薬局」の
整備をはじめ、今後の薬局のあり方や薬局・病院薬剤師のあり方・職能発揮に新たな期待が寄せられ
ています。
　平成28年度診療報酬・調剤報酬改定の概要と改定に込められた、薬局・病院薬剤師への評価と期待
あり方を、日本薬剤師会常務理事、日本病院薬剤師会常務理事・医療政策部長としてご活躍中の 
川上純一先生の基調講演から学び、様々な職域の薬剤師で医療制度改革と薬剤師のあり方を討論し

「静薬創立100周年」を迎える静岡から、薬剤師の今後のあり方を提言する機会とします。

問い合わせ・お申し込み／平成27年度薬学生涯研修講座運営委員会
〒422-8526 静岡市駿河区谷田52-1 静岡県立大学薬学部同窓会
・ＴＥＬ：（054）265-8763　・ＦＡＸ：（054）265-8769
・メール：shizuyak@u-shizuoka-ken.ac.jp　・ホームページ：http://www.shizuyaku.jp
・申込期限：平成28年１月21日（木） 

※p72の平成27年度薬学生涯研修講座FAX用参加申込用紙をご利用ください 

静岡県立大学薬学部同窓会報
2015年（平成27年）№82号

特集　研究室は今

「長崎グラバー邸」（油彩・Ｆ10号）　堀川　武　画（昭和43年卒）

プログラム
13：00 受付開始
13：30 開会挨拶　 静岡県立大学薬学部同窓会 会長　横倉　輝男
  静岡県立大学薬学部長　賀川　義之
13：40 新薬紹介
14：10 基調講演　 浜松医科大学附属病院薬剤部教授・薬剤部長
  静岡県立大学客員教授　　川上　純一先生
 　　演題：「医療制度改革と薬局・薬剤師のあり方　
 ～平成28年度診療報酬・調剤報酬改定を見据えて～（仮）」
15：10 休憩15分
15：25 パネルディスカッション「医療制度改革と薬剤師のあり方を考える」　
　　　　　　司 会 進 行；若林　敬二（静岡県立大学食品環境研究センター特任教授）
　　　　　　コメンテーター；川上　純一（浜松医科大学附属病院薬剤部教授・薬剤部長）
　　　　　　パ ネ リ ス ト；杉井　邦好（静岡県健康福祉部生活衛生局薬事課課長）
　　　　　　　　　　　　　　安倍　道治（中外製薬顧問）
　　　　　　　　　　　　　　高橋千恵子（わかくさ薬局代表取締役）
　　　　　　　　　　　　　　原田　晴司（静岡市立清水病院薬剤部長）
　　　　　　　　　　　　　　賀川　義之（静岡県立大学薬学部教授・薬学部長）
16：25 閉会挨拶　　　　　薬学生涯研修講座運営委員長　若林　敬二 
16：30 終了

　※日本薬剤師研修センター研修認定薬剤師制度１単位
　後援；　静岡県薬剤師会（予定）、静岡県病院薬剤師会（予定）
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今
回
の
表
紙
絵
の
作
品
は
「
長
崎
グ
ラ
バ
ー
邸
」
に
し
ま
し
た
。

　

長
崎
グ
ラ
バ
ー
邸
周
辺
は
風
景
画
を
描
く
に
は
絶
好
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
、

歴
史
の
ロ
マ
ン
も
あ
り
、
ま
た
、
高
名
な
画
家
達
に
も
多
く
描
か
れ
て
お
り
、

い
つ
か
自
分
も
一
度
は
描
い
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
た
場
所
で
す
。

　

そ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
4
月
中
頃
に
数
名
の
絵
画
友
達
を
誘
い
、
こ
の
地

に
取
材
旅
行
に
出
か
け
ま
し
た
。
当
日
は
天
気
も
良
く
絶
好
の
写
生
日
和
で
し

た
。
皆
、
思
い
思
い
の
場
所
で
数
点
描
き
、
満
足
し
て
帰
り
ま
し
た
。

　

帰
っ
て
か
ら
、
画
室
で
絵
を
仕
上
げ
ま
し
た
と
こ
ろ
、
こ
こ
数
年
中
で
も
特

に
気
に
入
っ
た
作
品
に
仕
上
が
り
ま
し
た
。

　

丁
度
こ
の
場
所
が
、
今
回
、
世
界
文
化
遺
産
の
一
つ
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
の

で
今
号
に
掲
載
さ
せ
て
頂
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

長
崎
県
、
九
州
出
身
の
同
窓
生
の
方
々
に
も
喜
ん
で
頂
け
る
の
で
は
思
っ
て

い
ま
す
。

　

ど
う
か
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

静
薬
昭
和
43
年
卒
生
の
同
窓
会
は
、
こ
こ
数
年
は
毎
年
開
催
し
て
お
り
、
今

年
は
11
月
14
日（
土
）～
15
日（
日
）
に
村
松
鐸
治
君
達
の
お
世
話
に
よ
り
掛
川

市
で
開
催
の
予
定
で
す
。

　

昨
年
は
私
が
お
世
話
し
て
高
松
市
で
開
催
し
、
大
勢
の
方
々
に
参
加
し
て
頂

い
た
の
で
返
礼
の
意
味
も
込
め
今
回
は
ぜ
ひ
と
も
参
加
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　

こ
れ
に
便
乗
し
、
母
校
の
あ
る
静
岡
県
内
の
絵
の
作
品
が
な
い
の
で
、
こ
の

機
会
に
絵
画
材
料
を
取
材
出
来
た
ら
と
、
欲
張
り
な
事
も
考
え
て
い
ま
す
。

　

前
回
も
ご
案
内
し
ま
し
た
が
、
私
の
絵
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

今
号
の
作
品
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

内
容
は
順
次
更
新
し
、
新
作
を
追
加
掲
載
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　
　

U
RL　

http://w
w

w
b.pikara.ne.jp/horitake   

　
「
ア
ト
リ
エ
堀
川
」
又
は
「
堀
川
武
」
…　

で
検
索
す
れ
ば
出
て
き
ま
す
。

�

堀
　
川
　
　
　
武
（
昭
和
43
年
卒
）

表
紙
絵
掲
載
作
品
、
近
況
に
つ
い
て
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２
０
１
５
年
４
月
か
ら
薬
学
部
長
を
拝
命

し
ま
し
た
賀
川
で
す
。
こ
の
歴
史
豊
か
な
薬

学
部
の
重
責
を
担
う
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
で

緊
張
し
た
日
々
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。
私
は

卒
業
生
が
本
学
の
出
身
で
あ
る
こ
と
を
今
ま

で
以
上
に
誇
れ
る
よ
う
な
薬
学
部
に
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
私
は
本
学
の
前
身
で
あ
る
静
岡
薬

科
大
学
を
１
９
８
３
年
に
卒
業
し
ま
し
た
。

当
時
、
林
栄
一
教
授
が
主
催
さ
れ
て
い
た
薬

理
学
教
室
で
、
山
田
静
雄
先
生
（
現 

本
学

特
任
教
授
）
か
ら
指
導
を
受
け
、
４
年
次
お

よ
び
大
学
院
修
士
課
程
で
ニ
コ
チ
ン
性
ア
セ

チ
ル
コ
リ
ン
受
容
体
の
結
合
実
験
に
取
り
組

み
ま
し
た
。
実
験
に
用
い
た
ニ
コ
チ
ン
性
ア

セ
チ
ル
コ
リ
ン
受
容
体
遮
断
薬
の
ネ
オ
ス
ル

ガ
ト
キ
シ
ン
は
、
辻
邦
郎
先
生
（
元 

本
学

副
学
長
）
が
発
見
・
精
製
さ
れ
た
も
の
で
し

た
。
１
９
８
５
年
に
大
学
院
を
修
了
後
は
、

三
重
大
学
医
学
部
附
属
病
院
に
就
職
し
、
病

院
薬
剤
師
と
し
て
勤
務
し
ま
し
た
。
三
重
大

学
で
は
医
学
部
小
児
科
学
教
室
の
櫻
井
實
教

授
お
よ
び
薬
剤
部
の
小
島
康
雄
教
授
の
ご
指

導
を
受
け
、
代
謝
拮
抗
剤
の
バ
イ
オ
メ
デ
ィ

カ
ル
モ
ジ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
博
士
（
医
学
）

の
学
位
を
取
得
し
ま
し
た
。
１
９
９
０
年
代

は
病
院
薬
剤
師
の
業
務
が
計
数
・
計
量
調
剤

か
ら
個
別
化
薬
剤
業
務
に
大
き
く
替
わ
る
頃

で
あ
り
、
免
疫
抑
制
薬
お
よ
び
Ｍ
Ｒ
Ｓ
Ａ
治

療
薬
な
ど
の
薬
物
治
療
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
（
Ｔ

Ｄ
Ｍ
）
や
血
液
内
科
病
棟
で
の
病
棟
薬
剤
業

務
で
充
実
し
た
毎
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。
血

液
内
科
で
の
病
棟
業
務
で
は
、
自
分
の
得
意

分
野
の
Ｔ
Ｄ
Ｍ
や
院
内
製
剤
調
製
を
組
み
合

わ
せ
て
病
棟
ス
タ
ッ
フ
の
信
頼
を
得
な
が
ら

骨
髄
移
植
時
の
フ
ァ
ー
マ
シ
ュ
ー
テ
ィ
カ

ル
・
ケ
ア
に
重
点
的
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

２
０
０
５
年
に
本
学
に
赴
任
し
て
か
ら
は
、

6
年
制
薬
学
教
育
で
特
に
臨
床
薬
学
領
域
に

比
重
を
置
い
た
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
本
学

薬
学
部
の
特
色
に
教
育
お
よ
び
研
究
活
動
に

お
い
て
、
静
岡
県
立
総
合
病
院
と
の
密
接
な

連
携
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
私
の
所
属
す
る
臨

床
薬
剤
学
教
室
は
大
学
の
あ
る
谷
田
キ
ャ
ン

パ
ス
と
県
立
総
合
病
院
の
双
方
に
研
究
室
を

有
し
、
病
院
実
務
実
習
や
臨
床
薬
学
研
究
で

県
立
総
合
病
院
の
協
力
を
得
な
が
ら
連
携
し

て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

薬
学
部
は
来
年
（
２
０
１
６
年
）
に
開
学

１
０
０
周
年
を
迎
え
ま
す
。
7
月
に
は
記
念

事
業
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
多
く
の
卒
業
生

に
来
学
し
て
い
た
だ
き
、
皆
様
と
一
緒
に
お

祝
い
し
、
次
の
１
０
０
年
へ
つ
な
げ
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
静
岡
県
立
大

学
薬
学
部
へ
の
温
か
い
ご
支
援
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

薬
学
部
長
就
任
挨
拶

 

静
岡
県
立
大
学
薬
学
部
長　

賀
　
川
　
義
　
之 

 

（
昭
和
58
年
卒
）
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静
薬
学
友
会
報
の
発
行
に
あ
た
り
、
本
年

度
よ
り
大
学
院
薬
学
研
究
院
長
を
拝
命
致
し

ま
し
た
の
で
、
一
言
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま

す
。
静
薬
学
友
会
の
皆
様
に
は
、
平
素
よ
り

後
進
の
教
育
へ
の
支
援
を
含
め
、
多
大
な
ご

協
力
を
賜
り
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

本
学
が
１
９
１
６
年
の
静
岡
女
子
薬
学
校
創

立
以
来
、
明
年
で
創
基
１
０
０
周
年
を
迎
え

る
こ
と
は
、
大
変
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
り
ま

す
。
静
岡
薬
科
大
学
の
輝
か
し
い
伝
統
を
継

承
し
、
県
立
大
学
と
な
っ
て
か
ら
早
や
30
年

弱
を
経
過
い
た
し
ま
し
た
が
、
薬
学
部
・
薬

学
研
究
院
の
さ
ら
な
る
発
展
に
貢
献
し
な
け

れ
ば
と
い
う
重
責
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。
創

基
１
０
０
周
年
に
関
し
ま
し
て
は
静
薬
学
友

会
と
本
学
薬
学
部
が
一
体
と
な
り
、
次
年
度

に
予
定
さ
れ
て
い
る
記
念
事
業
等
に
向
け
た

準
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
皆
様
の
ご
協
力

と
、
次
年
度
に
予
定
さ
れ
て
い
る
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
・
祝
賀
会
へ
の
ご
参
加
を
お
願
い
い
た

し
た
く
存
じ
ま
す
。

　

本
学
は
、
21
世
紀
Ｃ
Ｏ
Ｅ
・
グ
ロ
ー
バ
ル

Ｃ
Ｏ
Ｅ
で
形
成
さ
れ
た
「
先
導
的
健
康
長
寿

学
術
研
究
推
進
拠
点
」
と
し
て
、
健
康
長
寿

科
学
を
牽
引
で
き
る
人
材
育
成
の
た
め
に
、

大
学
院
に
薬
食
生
命
科
学
専
攻
を
創
設
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
２
０
１
２

年
に
教
員
組
織
か
ら
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
独

立
さ
せ
る
と
い
う
大
学
院
組
織
改
革
を
行
い

ま
し
た
。
具
体
的
に
は
薬
学
研
究
科
を
、
研

究
を
主
体
と
す
る
教
員
組
織
に
基
づ
く
薬
学

研
究
院
と
し
、
同
時
期
に
改
組
さ
れ
た
食
品

栄
養
環
境
科
学
研
究
院
と
と
も
に
、
教
育
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
遂
行
す
る
薬
食
生
命
科
学
総
合

学
府
を
設
置
し
ま
し
た
。
本
学
府
に
は
、
6

年
制
薬
学
科
の
卒
業
生
を
受
け
入
れ
る
薬
学

専
攻
（
4
年
制
博
士
課
程
）、
主
に
4
年
制

薬
科
学
科
よ
り
進
学
す
る
学
生
を
受
け
入
れ

る
薬
科
学
専
攻
（
博
士
前
・
後
期
課
程
）、

健
康
長
寿
科
学
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
行

す
る
薬
食
生
命
科
学
専
攻
（
博
士
後
期
課

程
）
を
要
し
て
お
り
ま
す
。
薬
学
教
育
改
革

に
よ
り
全
国
の
薬
系
大
学
に
お
き
ま
し
て
も
、

各
講
座
が
2
専
攻
（
本
学
で
は
3
専
攻
ま

で
）
の
大
学
院
学
生
の
研
究
指
導
に
当
た
る

こ
と
が
平
常
化
し
て
お
り
、
実
質
的
に
は
こ

れ
ま
で
通
り
の
研
究
体
制
を
継
続
す
る
こ
と

が
可
能
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

本
学
は
、
長
年
に
渡
り
多
大
な
貢
献
を
さ

れ
た
木
苗
直
秀
先
生
が
、
学
長
任
期
を
今
春

終
え
ら
れ
一
抹
の
寂
し
さ
を
覚
え
て
お
り
ま

す
が
、
鬼
頭
宏
新
学
長
の
も
と
で
新
た
な
発

展
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
２
０
１
４
年
に
は

地
方
創
生
事
業
の
一
環
で
あ
る
文
部
科
学
省

の
「
地
（
知
）
の
拠
点
整
備
事
業
」
に
採
択

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
薬
学
研
究
院
で
は
、
創

薬
探
索
セ
ン
タ
ー
に
次
い
で
第
2
の
大
学
院

附
置
セ
ン
タ
ー
と
し
て
、
２
０
１
３
年
に
薬

食
研
究
推
進
セ
ン
タ
ー
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　

さ
て
、
6
年
制
の
医
歯
薬
系
学
部
で
は
教

育
モ
デ
ル
・
コ
ア
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
制
定
さ

れ
て
お
り
、
質
保
障
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

現
在
文
系
・
理
系
を
問
わ
ず
全
て
の
分
野
で

の
質
保
障
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
日
本
学
術

会
議
を
核
と
し
て
既
に
20
分
野
ほ
ど
で
質
保

障
の
た
め
の
参
照
基
準
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

4
年
制
薬
学
教
育
に
関
し
て
も
、
大
学
院
を

視
野
に
入
れ
た
参
照
基
準
の
制
定
が
１
－
２

年
の
間
に
な
さ
れ
る
運
び
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
少
子
化
全
入
時
代
を
迎
え
大
学
を
取
り

巻
く
環
境
は
ま
す
ま
す
厳
し
く
な
っ
て
お
り
、

選
択
さ
れ
る
大
学
と
し
て
存
続
す
る
た
め
に

は
、
高
等
教
育
を
充
実
さ
せ
、
高
質
な
教
育

を
提
供
し
、
高
度
な
付
加
価
値
を
有
す
る
人

材
を
輩
出
で
き
る
こ
と
が
不
可
欠
と
な
っ
て

い
ま
す
。
幸
い
現
時
点
で
は
、
薬
学
研
究
院

の
各
専
攻
に
社
会
人
を
含
め
て
多
く
の
学
生

が
進
入
学
し
、
質
の
高
い
研
究
成
果
を
発
信

し
続
け
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
さ
ら
な
る
教

育
環
境
の
整
備
，
最
先
端
生
命
科
学
・
医
療

科
学
の
研
究
を
通
し
た
人
材
の
育
成
に
、
微

力
な
が
ら
貢
献
す
る
所
存
で
す
。
静
薬
学
友

会
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
今
後
と
も

後
進
の
教
育
等
に
関
し
ま
し
て
、
引
き
続
き

ご
協
力
と
、
こ
れ
ま
で
以
上
の
温
か
い
ご
支

援
を
賜
れ
ば
幸
い
と
存
じ
ま
す
。
宜
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

薬
学
研
究
院
長
就
任
挨
拶

 

静
岡
県
立
大
学
薬
学
研
究
院
長　

奥
　
　
　
直
　
人 
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特
集

研
究
室
は
今

生
化
学
分
野

　

本
研
究
室
で
は
、
核
酸
や
タ
ン
パ
ク
質
と

並
ぶ
第
三
の
生
命
鎖
で
あ
る
糖
鎖
に
着
目
し
、

研
究
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
糖
鎖
は
血
液
型

の
違
い
、
組
織
形
成
、
細
胞
の
増
殖
、
プ
ロ

グ
ラ
ム
さ
れ
た
細
胞
の
死
、
神
経
伝
達
、
細

胞
の
分
化
、
リ
ン
パ
球
に
よ
る
免
疫
拒
絶
反

応
、
細
胞
間
の
自
己
、
非
自
己
の
認
識
な
ど

多
く
の
生
命
現
象
を
は
じ
め
、
白
血
球
と
血

管
内
皮
細
胞
と
の
接
着
が
関
わ
る
炎
症
、
が

ん
細
胞
の
転
移
、
ウ
イ
ル
ス
、
バ
ク
テ
リ
ア
、

さ
ら
に
は
原
虫
の
感
染
な
ど
、
多
く
の
病
態

が
糖
鎖
の
機
能
と
密
接
に
関
わ
っ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
現
在
、
鈴
木　

隆
教
授
を
中
心
と

し
て
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
や
パ
ラ

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
な
ど
の
ウ
イ
ル

ス
感
染
を
制
御
す
る
糖
鎖
の
機
能
を
明
ら
か

に
し
、
そ
の
研
究
成
果
に
基
づ
い
た
新
し
い

抗
ウ
イ
ル
ス
剤
お
よ
び
ウ
イ
ル
ス
検
出
剤
の

創
生
、
記
憶
の
形
成
や
、
て
ん
か
ん
な
ど
の

神
経
が
異
常
に
興
奮
す
る
病
気
の
発
症
機
構

と
シ
ア
ル
酸
な
ど
の
糖
鎖
の
機
能
に
関
す
る

研
究
と
医
療
へ
の
応
用
、
が
ん
発
生
・
悪
性

化
の
分
子
機
構
を
糖
鎖
や
糖
鎖
関
連
分
子
を

中
心
に
解
析
し
、
新
た
な
抗
が
ん
剤
や
が
ん

検
出
試
薬
の
開
発
へ
の
応
用
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

《
主
な
研
究
テ
ー
マ
》

・
ウ
イ
ル
ス
感
染
に
お
け
る
糖
鎖
機
能
の
解

明
と
医
療
へ
の
応
用

・
中
枢
神
経
に
お
け
る
糖
鎖
機
能
の
解
明
と

応
用

・
が
ん
に
お
け
る
糖
鎖
機
能
の
解
明

・
糖
代
謝
酵
素
の
研
究
と
応
用

　

教
員
、
学
生
と
も
に
研
究
に
対
す
る
意
欲

は
高
く
、
研
究
室
員
が
協
力
し
て
日
々
の
研

究
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
研
究
成
果
は
学

会
発
表
や
国
際
学
術
論
文
と
し
て
多
数
報
告

し
て
お
り
ま
す
。
昨
年
度
の
研
究
成
果
は
新

聞
等
で
広
く
報
道
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
教

員
の
受
賞
、
学
生
の
学
会
優
秀
賞
受
賞
も
あ

り
ま
し
た
。
最
近
の
研
究
内
容
や
研
究
成
果
、

ト
ピ
ッ
ク
ス
に
つ
い
て
は
、
当
研
究
室
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
頂
く
こ
と
が
で
き
ま

す
。

http://w
3pharm

.u-shizuoka-ken.
ac.jp/~biochem

/

教
授　

鈴
木　

隆

衛
生
分
子
毒
性
学
分
野

　

医
薬
品
、
化
粧
品
、
農
薬
、
食
品
添
加
物

な
ど
、
現
代
人
は
様
々
な
化
学
物
質
を
利
用

し
て
生
活
し
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
こ

れ
ら
化
学
物
質
の
有
害
性
を
適
切
に
評
価
し
、

ヒ
ト
で
の
安
全
性
を
担
保
す
る
こ
と
は
、
ヒ

ト
の
健
康
を
ま
も
る
た
め
に
重
要
で
す
。
衛

生
分
子
毒
性
学
分
野
で
は
、
化
学
物
質
の
解

毒
に
重
要
な
薬
物
代
謝
酵
素
と
、
細
胞
内
異

物
セ
ン
サ
ー
と
し
て
化
学
物
質
の
生
体
応
答

を
制
御
す
る
核
内
受
容
体
に
着
目
し
、
化
学

物
質
の
毒
性
発
現
機
序
、
毒
性
の
評
価
・
予

測
手
法
開
発
、
肝
障
害
の
予
防
・
治
療
法
確

立
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

本
分
野
は
今
大
き
な
変
革
の
時
期
を
迎
え

て
い
ま
す
。
平
成
26
年
3
月
に
定
年
退
職
さ

れ
た
出
川
先
生
の
後
任
教
授
と
し
て
、
吉
成

が
26
年
4
月
に
着
任
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

関
本
先
生
が
同
年
10
月
に
麻
布
大
学
に
、
根

本
先
生
が
27
年
4
月
に
東
邦
大
学
に
ご
栄
転

さ
れ
ま
し
た
。
他
方
、
27
年
2
月
に
本
教
室

出
身
の
保
坂
先
生
が
助
教
と
し
て
、
27
年
8

月
に
佐
々
木
先
生
が
講
師
と
し
て
着
任
し
ま

し
た
。
現
在
は
教
員
３
名
、
客
員
共
同
研
究

員
１
名
、
実
験
・
事
務
補
助
員
２
名
、
大
学

院
生
5
名
、
学
部
生
16
名
で
、
こ
れ
ま
で
の

衛
生
化
学
講
座
が
築
い
て
き
た
伝
統
を
基
に
、

化
学
物
質
の
安
全
性
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て

幅
広
い
領
域
で
の
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

薬
物
代
謝
は
、
薬
学
部
に
特
徴
的
な
学

問
・
研
究
テ
ー
マ
で
あ
り
、
創
薬
か
ら
医
療

ま
で
様
々
な
薬
学
領
域
に
関
連
し
て
い
ま
す

の
で
、
研
究
室
の
門
戸
を
広
く
開
き
た
い
と

い
う
思
い
が
あ
り
ま
す
。
昨
年
か
ら
製
薬
企

業
か
ら
2
名
の
博
士
課
程
進
学
者
を
受
け
入

れ
、
ま
た
い
く
つ
か
の
化
学
関
連
企
業
と
の

共
同
研
究
も
開
始
し
ま
し
た
。
教
員
が
皆
新

し
い
こ
と
も
あ
り
、
学
部
生
、
大
学
院
生
に

と
っ
て
は
少
し
大
変
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

学
生
と
教
員
で
協
力
し
な
が
ら
新
し
い
研
究

テ
ー
マ
の
立
ち
上
げ
と
魅
力
あ
る
研
究
室
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
製
薬
・
化

学
・
食
品
関
連
企
業
、
官
公
庁
、
病
院
・
薬

局
な
ど
、
様
々
な
分
野
に
こ
れ
か
ら
本
研
究

室
の
卒
業
生
が
進
む
と
思
い
ま
す
。
同
窓
生

の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

 

教
授　

吉
成　

浩
一

※
薬
学
部
教
室
名
お
よ
び
教
員
一
覧
を
16
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

平成27年4月　新4年生歓迎お花見会にて

平成27年8月5日　新任の佐々木先生を迎えてモニュメント前で
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薬
理
学
分
野

　

薬
理
学
教
室
に
は
、
研
究
志
向
の
高
い
学

生
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。
6
年
制
の
学
生
で

も
、
製
薬
会
社
な
ど
で
の
研
究
・
開
発
職
を

希
望
す
る
者
が
多
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。
博

士
課
程
学
生
が
多
い
（
今
年
度
は
3
年
生
3

名
、
2
年
生
2
名
、
1
年
生
3
名
）
と
い
う

教
室
内
環
境
も
、
そ
う
し
た
雰
囲
気
を
作
り

出
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

6
年
制
で
は
、
5
年
次
の
半
分
は
実
務
実
習

に
出
て
お
り
、
研
究
室
に
は
殆
ど
来
れ
ま
せ

ん
。
研
究
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
分
か
っ
て
き
た
配

属
2
年
目
に
研
究
が
中
断
す
る
と
い
う
状
況

に
対
し
て
、
学
生
だ
け
で
な
く
指
導
す
る
教

員
に
も
戸
惑
い
が
続
い
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

こ
う
し
た
状
況
を
嘆
い
て
い
て
も
仕
方
あ
り

ま
せ
ん
の
で
、
さ
ら
に
学
生
の
研
究
マ
イ
ン

ド
を
高
め
、
何
と
か
今
の
状
況
で
も
研
究
の

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
落
と
さ
な
い
よ
う
、
工

夫
し
、
努
力
を
続
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

薬
理
学
教
室
に
は
、
現
在
、
3
つ
の
研
究

の
柱
が
あ
り
ま
す
。
一
つ
は
、
教
室
の
現
在

の
主
流
で
あ
る
糖
尿
病
の
薬
理
に
関
す
る
研

究
で
、
イ
ン
ス
リ
ン
分
泌
や
膵
β
細
胞
量
の

調
節
に
関
わ
る
シ
グ
ナ
ル
伝
達
研
究
を
行
っ

て
い
ま
す
。
二
つ
め
は
、
以
前
よ
り
継
続
し

て
い
る
循
環
薬
理
関
連
で
、
皮
膚
循
環
の
病

態
生
理
を
中
心
と
し
た
研
究
を
展
開
し
て
い

ま
す
。
そ
し
て
三
つ
め
は
、
肝
臓
の
類
洞
に

存
在
し
肝
線
維
化
の
原
因
と
な
る
肝
星
細
胞

に
関
す
る
研
究
で
す
。
現
在
の
主
な
研
究

テ
ー
マ
は
以
下
の
通
り
で
す
。

1.
膵
β
細
胞
に
お
け
る
細
胞
内
脂
質
シ
グ
ナ

リ
ン
グ
の
解
析

2.
一
酸
化
窒
素
や
フ
ラ
ボ
ノ
イ
ド
に
よ
る
膵

β
細
胞
機
能
調
節
の
解
析

3.
寒
冷
曝
露
や
神
経
障
害
が
皮
膚
血
流
調
節

に
及
ぼ
す
影
響
の
解
析

4.
肝
星
細
胞
の
活
性
化
・
脱
活
性
化
に
関
わ

る
シ
グ
ナ
ル
伝
達
の
解
析

5.
天
然
物
由
来
生
理
活
性
物
質
の
作
用
機
序

の
解
析

　

研
究
を
行
う
上
で
最
も
大
切
な
こ
と
は
、

研
究
の
背
景
を
理
解
し
、
そ
の
研
究
の
目
標

や
目
的
を
明
確
に
定
め
る
こ
と
で
す
。
そ
し

て
、
実
験
終
了
時
に
は
、
そ
の
研
究
成
果
を

英
語
論
文
と
し
て
発
表
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
研
究
体
制
は
変
わ
っ
て
も
、
今
後
も
こ

う
し
た
研
究
の
プ
ロ
セ
ス
を
学
生
が
実
践
で

き
る
よ
う
、
指
導
を
続
け
て
い
く
所
存
で
す
。

教
授　

石
川　

智
久

医
薬
生
命
化
学
分
野

　

超
高
齢
化
社
会
で
の
健
康
と
福
祉
の
た
め

に
、
医
薬
生
命
化
学
教
室
で
は
、「
が
ん
」

や
「
虚
血
性
疾
患
」
に
関
す
る
研
究
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
が
ん
研
究
に
関
し
て
は
、

腫
瘍
新
生
血
管
障
害
療
法
、
リ
ン
パ
管
新
生

を
考
慮
し
た
新
た
な
が
ん
治
療
戦
略
、
Ｒ
Ｎ

Ａ
創
薬
に
向
け
た
ｓ
ｉ
Ｒ
Ｎ
Ａ
ベ
ク
タ
ー
の

開
発
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
人
工
抗
体
開
発
な
ど
、

創
薬
を
意
識
し
た
基
礎
研
究
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
虚
血
性
疾
患
に
関
す
る
研
究
で
は
、

リ
ポ
ソ
ー
ム
Ｄ
Ｄ
Ｓ
に
よ
る
脳
虚
血
再
灌
流

障
害
療
法
の
開
発
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

逆
標
的
化
Ｄ
Ｄ
Ｓ
に
よ
る
免
疫
疾
患
治
療
法

の
開
発
な
ど
独
創
的
な
研
究
を
行
っ
て
い
ま

す
。
最
近
の
研
究
成
果
な
ら
び
に
教
室
の
活

動
状
況
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
あ
り

ま
す
の
で
ご
覧
下
さ
い
。

（http://w
3pharm

.u-shizuoka-ken.
ac.jp/~radiobio/m

bc/H
om

e.htm
l

）

　

卒
業
修
了
生
の
近
況
で
は
、
大
学
院
博
士

後
期
課
程
を
修
了
し
た
安
藤
英
紀
君
が
、
徳

島
大
学
大
学
院
ヘ
ル
ス
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス

研
究
部
の
特
任
助
教
に
着
任
し
ま
し
た
。
大

学
院
博
士
前
期
課
程
修
了
者
で
は
、
齋
藤
大

騎
君
は
日
本
化
薬
株
式
会
社
（
研
究
）、
竹

内
祥
人
君
は
ア
ス
テ
ラ
ス
製
薬
株
式
会
社
（
研

究
）、
劉
暁
君
は
持
田
製
薬
株
式
会
社
（
研

究
）、
６
年
制
薬
学
部
を
卒
業
し
た
岡
田
憲

明
君
は
パ
レ
ク
セ
ル
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ

ル
株
式
会
社
（
開
発
）、
清
河
友
理
さ
ん
は

Ｉ
Ｌ
Ｓ
株
式
会
社
（
研
究
開
発
）、
佐
藤
昌

彦
君
は
大
正
製
薬
株
式
会
社
（
開
発
）、
横

田
将
史
君
は
花
王
株
式
会
社
（
研
究
）
に
就

職
し
、
そ
れ
ぞ
れ
元
気
に
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

奥 

直
人
教
授
は
第
32
回
日
本
Ｄ
Ｄ
Ｓ
学

会
学
術
集
会
会
長
に
就
任
し
、
来
年
度
「
Ｄ

Ｄ
Ｓ
が
創
る
健
康
長
寿
社
会
」
を
テ
ー
マ
に

学
術
集
会
を
主
催
し
ま
す
。
本
年
度
の
お
め

で
た
い
話
題
と
し
て
、
清
水
広
介
講
師
が
第

61
回
日
本
薬
学
会
東
海
支
部
総
会
・
大
会
に

て
学
術
奨
励
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

教
室
員
一
同
が
、
日
夜
研
究
に
励
む
と
と

も
に
、
研
究
の
合
間
に
は
、
ス
ポ
ー
ツ
、
教

室
旅
行
、
Ｂ
Ｂ
Ｑ
な
ど
、
イ
ベ
ン
ト
豊
富
な

環
境
で
親
交
を
深
め
て
い
ま
す
。
昨
年
度
の

研
究
室
対
抗
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
は
、
見

事
優
勝
し
ま
し
た
。

 

助
教　

小
出　

裕
之

平成27年4月　研究室の新人歓迎会にて

平成27年7月　教室員と最近の卒業生とのお食事会にて
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科学英語分野
ホーク フィリップ（Philip Hawke）

It has been eight years since the Scientific English Program was established as part of the Global COE 
Program in 2007. At first, the Program offered courses only to graduate students, but after it was integrated 
into the School of Pharmaceutical Sciences as the 科学英語分野 in 2012, it began providing courses to 
undergraduate students as well. The Program is taught by Philip Hawke （ホーク フィリップ）．Mr. Hawke is 
originally from Canada, but he has lived in Japan for 19 years, and has taught English at the University of 
Shizuoka for 17 years. Before setting up the Scientific English Program, he taught for 10 years in the Faculty 
of International Relations. 
The Scientific English Program teaches graduate students the practical English skills that they need to 
successfully communicate about their research with scientists from around the world. It offers courses in 
Academic Presentations, Academic Writing, Scientific Manuscript Editing, Oral Communication, Small Group 
Discussion, and Independent Listening. After taking the Program’s courses, many students have presented 
their work at international conferences and published it in international journals, and some have worked 
abroad as post-doctoral fellows. Several graduates now work for international drug companies, where they use 
English in the workplace.
For undergraduate students, the Program provides courses in more basic English skills related to science. The 
Pharmaceutical Science English course introduces third-year students to the English that they will need after 
entering laboratories in their fourth year, such reading scientific journal articles. Students also develop the 
practical English that working pharmacists need to 
communicate with foreign patients and customers in 
hospitals and drug stores. In the English section of the 
Scientific Practice I course, first-year students give 
presentations and have debates on scientific topics in 
English.
Although many pharmaceutical science students are not 
so interested in English, they often need it more than 
students from other academic areas when they enter the 
workforce. The Scientific English Program aims to give 
students the skills and motivation they need to succeed 
in pharmacy-related fields as Japanese society and the 
world of science become increasingly international.

2007年にグローバルCOEプログラムの一環として The Scientific English Program が設立されて8年が経過しました。当初、
このプログラムは大学院生にのみ行われていましたが2012年より薬学部の科学英語分野に組み込まれ、学部学生に対しても授
業が行われるようになりました。
プログラムはカナダ出身のホーク フィリップ先生によって行われています。ホーク先生は日本に来て19年、静岡県立大学で
英語を教え始めて17年であり、以前は静岡県立大学国際関係学部で英語を教える仕事にも従事していました。
The Scientific English Programでは、科学者としてコミュニケーションを行うための実用英語スキルを大学院生に教えてお
り、アカデミックプレゼンテーション、アカデミックライティング、科学原稿編集、コミュニケーション、グループディス
カッション、リスニングなどのコースを提供しています。プログラム受講後は多くの学生が、国際会議での発表・国際学術雑
誌への論文掲載、またポストドクターの一員として海外の大学で研究を行うなど多彩な経験を積んでいます。また現在、何人
かの卒業生が国際的な製薬会社に勤めており、職場での公用語はもちろん英語です。
学部学生のためには、科学と関連したより基礎的な英語スキルのコースを提供しています。Pharmaceutical Science English
では学部３年生に対して、４年生になり研究室に配属されたのちに必要となる、科学に関連した英語で書かれた記事を読むた
めのスキルを身に付けるコースを用意しています。さらに学生は、薬剤師として外国人の患者とのコミュニケーションを学ぶ
必要もあります。コースⅠでは、学部１年生が科学のトピックについての討論を英語で行っています。
英語にそれ程興味のない学生もいるでしょうが、実は薬学部生は、他学部の学生以上に労働力としての英語能力が必要とされ
ているのです。科学英語プログラムでは、日本の社会、および科学の世界において、薬学のフィールドで成功するために必要
なスキルとモチベーションを学生に与えることをめざしています。

Academic�Writingの講義中

2015.�10.�1 �（6）静 薬 学 友 会 報



生
体
機
能
分
子
分
析
学
分
野

　

当
研
究
室
は
4
人
の
教
員
の
下
、
日
夜
精

力
的
に
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

研
究
テ
ー
マ
は
大
き
く
2
つ
に
大
別
さ
れ

ま
す
。
1
つ
は
、『
生
体
で
機
能
す
る
分
子

を
分
析
す
る
』
と
い
う
も
の
で
す
。
ア
ミ
ノ

酸
、
ペ
プ
チ
ド
、
糖
鎖
、
医
薬
品
な
ど
生
体

内
で
機
能
す
る
分
子
を
精
密
に
分
析
す
る
こ

と
で
、
疾
患
バ
イ
オ
マ
ー
カ
ー
を
発
見
し
た

り
、
早
期
診
断
法
を
確
立
す
る
も
の
で
す
。

　

も
う
1
つ
は
、『
生
体
を
機
能
性
の
分
子

で
分
析
す
る
』
と
い
う
も
の
で
す
。
蛍
光
プ

ロ
ー
ブ
や
、
光
学
分
離
試
薬
な
ど
、
世
界
に

1
つ
し
か
な
い
分
析
ツ
ー
ル
を
創
り
、
臨
床

診
断
や
生
体
機
能
解
明
研
究
に
役
立
て
る
も

の
で
す
。

　

前
者
と
し
て
、
非
侵
襲
か
つ
長
期
保
存
が

容
易
な
唾
液
、
毛
髪
、
爪
を
血
液
や
尿
に
代

わ
る
診
断
試
料
と
す
る
研
究
が
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
、
糖
尿
病
患
者
の
唾
液
に
Ｄ
－
乳
酸

が
多
く
含
ま
れ
る
こ
と
を
発
見
し
、
唾
液
を

用
い
た
糖
尿
病
の
早
期
診
断
法
を
確
立
し
ま

し
た
。
さ
ら
に
乳
が
ん
患
者
の
唾
液
で
は
ア

セ
チ
ル
ポ
リ
ア
ミ
ン
が
増
加
し
て
い
る
こ
と

を
見
出
し
、
高
い
識
別
指
数
で
乳
が
ん
の
診

断
が
可
能
で
あ
る
こ
と
も
示
し
ま
し
た
。

　

一
方
、
後
者
と
し
て
は
、
光
学
活
性
物
質

の
超
高
感
度
分
析
試
薬
の
開
発
や
、
フ
ル
オ

ラ
ス
と
よ
ば
れ
る
フ
ッ
素
分
子
を
多
く
含
む

化
合
物
を
用
い
た
微
量
生
体
成
分
の
選
択
的

な
分
析
法
の
開
発
、
糖
鎖
の
高
感
度
分
析
試

薬
の
開
発
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
研
究
成
果
は
、
学
生
の
日
頃

の
頑
張
り
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
昨
年
度
は

本
学
修
士
の
成
績
優
秀
者
表
彰
、
学
会
で
の

優
秀
発
表
賞
受
賞
4
件
、
国
際
雑
誌
の
表
紙

を
飾
る
な
ど
、
学
生
個
人
と
し
て
も
多
く
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。
勿
論
、
研
究
以
外
も
手
は

抜
い
て
お
ら
ず
、
分
析
ジ
ャ
ー
ジ
を
身
に
纏

い
、
学
内
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
と
フ
ッ
ト
サ

ル
大
会
で
優
勝
と
大
活
躍
し
ま
し
た
。

　

昨
年
度
の
修
了
・
卒
業
生
は
、
第
一
三
共
、

エ
ー
ザ
イ
、
生
化
学
工
業
、
興
和
、
ツ
ム
ラ
、

林
純
薬
、
ウ
ェ
ル
シ
ア
に
就
職
し
各
々
の
道

で
活
躍
し
て
い
ま
す
。
詳
し
い
研
究
内
容
、

研
究
室
行
事
、
学
生
の
活
躍
等
は
研
究
室
Ｈ

Ｐ
で
多
く
の
写
真
と
と
も
に
ご
覧
い
た
だ
け

ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
静
薬
学
友
会
の
皆

様
に
は
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

 
准
教
授　

轟
木
堅
一
郎

医
薬
品
製
造
化
学
分
野

　

急
逝
さ
れ
た
田
中
圭
先
生
の
後
任
と
し
て
、

本
学
に
赴
任
し
て
10
年
が
経
ち
ま
し
た
。
幸

運
な
こ
と
に
元
気
で
明
る
い
学
生
と
優
秀
な

ス
タ
ッ
フ
に
恵
ま
れ
、
研
究
と
教
育
に
幾
つ

か
の
結
果
を
残
せ
ま
し
た
。
研
究
で
は
「
も

の
づ
く
り
」
の
で
き
る
人
材
の
輩
出
を
目
的

と
し
て
生
物
活
性
天
然
物
の
全
合
成
を
中
心

に
し
て
い
ま
す
。
本
研
究
は
学
生
時
代
か
ら

一
貫
し
て
お
り
ま
す
が
、
静
岡
で
は
「
食
品

有
効
成
分
」
と
「
キ
ノ
コ
」
と
い
う
キ
ー

ワ
ー
ド
が
加
わ
り
ま
し
た
。
静
岡
の
特
産
品

で
あ
る
「
緑
茶
」
を
多
く
飲
む
地
域
の
人
は

ガ
ン
や
糖
尿
病
に
な
り
に
く
い
と
か
「
温
州

み
か
ん
」
の
医
者
要
ら
ず
な
ど
と
言
わ
れ
ま

す
。
現
在
は
こ
れ
ら
特
産
品
の
有
効
成
分
の

機
能
解
明
を
目
指
し
た
合
成
研
究
を
展
開
し

て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
カ
テ
キ
ン
や
フ
ラ
ボ

ン
の
放
射
活
性
な
プ
ロ
ー
ブ
を
合
成
し
て
、

浜
松
ホ
ト
ニ
ク
ス
で
Ｐ
Ｅ
Ｔ
に
よ
る
体
内
動

態
を
解
析
し
ま
し
た
。
ま
た
、「
キ
ノ
コ
」

は
静
岡
大
学
の
河
岸
洋
和
教
授
と
の
共
同
研

究
で
す
。
ま
ず
、
不
安
定
で
単
離
不
可
能

だ
っ
た
「
ス
ギ
ヒ
ラ
タ
ケ
の
毒
」
を
合
成
し
、

戦
後
最
大
の
食
中
毒
の
「
謎
」
を
解
明
し
ま

し
た
。
次
に
、
コ
ム
ラ
サ
キ
シ
メ
ジ
か
ら
得

ら
れ
た
植
物
成
長
促
進
化
合
物
を
合
成
し
、

「
世
界
の
食
糧
危
機
の
救
済
」
と
「
新
規
植

物
ホ
ル
モ
ン
の
証
明
」
へ
と
展
開
し
て
い
ま

す
。

　

こ
の
10
年
間
で
、
博
士
14
人
、
修
士
61
人
、

学
士
56
人
の
学
生
が
当
研
究
室
を
巣
立
ち
ま

し
た
。
ま
た
、
在
籍
し
た
ス
タ
ッ
フ
も
古
田

巧
京
大
准
教
授
、
脇
本
敏
幸
北
大
教
授
、
竹

元
万
壽
美
奥
羽
大
学
教
授
、
濱
島
義
隆
本
学

教
授
と
昇
進
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
研
究

と
は
「
人
と
の
出
合
い
」
も
楽
し
み
で
あ
る

こ
と
を
、
学
生
に
教
え
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

 

教
授　

菅　

敏
幸

平成27年4月　研究室お花見（芝生公園）にて

平成27年4月　研究室お花見にて
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生
薬
学
分
野

　

野
口
教
授
は
2
年
間
の
学
部
長
の
大
任
か

ら
漸
く
開
放
さ
れ
、
本
年
度
は
日
本
生
薬
学

賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
内
外
の
多
く
の
研

究
者
と
展
開
さ
れ
た
共
同
研
究
が
、
生
薬
学

会
を
代
表
す
る
研
究
業
績
を
あ
げ
、
世
界
の

学
術
進
歩
に
著
し
く
貢
献
し
た
と
評
価
さ
れ

た
も
の
で
す
。
ま
た
一
方
で
、
野
口
教
授
が

主
宰
す
る
市
民
向
け
の
「
漢
方
の
基
礎
学
習

と
薬
草
の
見
学
会
」
は
好
評
の
内
に
17
年
に

至
り
、
毎
回
500
名
に
も
達
す
る
聴
講
者
を
大

講
堂
に
集
め
て
い
ま
す
。
渡
辺
准
教
授
の
グ

ル
ー
プ
は
、
あ
る
種
の
微
生
物
が
ポ
リ
ケ
タ

イ
ド
合
成
酵
素
、
非
リ
ボ
ゾ
ー
ム
ペ
プ
チ
ド

合
成
酵
素
を
介
し
て
、
抗
生
物
質
や
制
が
ん

剤
と
し
て
の
可
能
性
が
期
待
さ
れ
る
化
合
物

を
作
り
だ
し
て
い
る
事
実
に
基
づ
き
、
生
合

成
遺
伝
子
情
報
を
応
用
し
て
必
要
な
成
分
だ

け
を
効
率
良
く
作
ら
せ
た
り
、
休
眠
遺
伝
子

を
機
能
さ
せ
て
新
し
い
薬
効
を
持
つ
化
合
物

を
創
作
さ
せ
る
研
究
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
梅
原
講
師
の
グ
ル
ー
プ
は
従
来
未
精

査
だ
っ
た
タ
イ
や
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
な
ど
各

国
薬
用
植
物
か
ら
、
婦
人
病
や
感
染
症
な
ど

の
伝
承
用
法
に
関
わ
る
成
分
を
見
つ
け
た
り
、

新
た
な
新
規
医
薬
品
、
栄
養
補
助
食
品
や
食

品
添
加
物
開
発
へ
の
発
展
が
期
待
さ
れ
る
成

分
の
探
索
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。
現
在
、

ド
イ
ツ
に
留
学
中
の
恒
松
助
教
は
近
々
帰
任

予
定
で
、
留
学
先
で
習
得
し
た
技
術
や
知
識

が
静
岡
に
根
付
く
事
が
待
望
さ
れ
ま
す
。

　

本
年
の
教
室
員
は
、
野
口
教
授
以
下
ス

タ
ッ
フ
総
勢
7
名
、
院
生
4
名
、
学
部
生
11

名
の
総
勢
22
名
で
、
毎
日
の
実
験
や
セ
ミ

ナ
ー
に
励
む
傍
ら
、
ア
ル
コ
ー
ル
を
交
え
た

懇
親
に
も
抜
か
り
は
有
り
ま
せ
ん
。
生
薬
伝

統
の
（
？
）“
野
口
先
生
提
供
の
お
菓
子
を

囲
む
会
”
も
ゲ
リ
ラ
的
に
行
わ
れ
、
教
室
員

の
親
睦
が
深
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

近
年
の
大
学
院
修
了
生
は
製
薬
業
界
を
始

め
と
す
る
化
学
系
製
造
業
、
公
務
員
、
6
年

制
薬
学
部
生
は
公
務
員
、
病
院
薬
剤
師
、
薬

局
に
巣
立
っ
て
い
き
ま
し
た
。
学
友
会
の
皆

様
に
は
、
卒
業
生
に
時
に
厳
し
く
暖
か
な
社

会
人
教
育
を
御
願
い
致
し
ま
す
と
共
に
、
本

教
室
の
発
展
に
一
層
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を

賜
り
ま
す
よ
う
、
御
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

 

講
師　

梅
原　

薫

薬
物
動
態
学
分
野

　

静
薬
学
友
会
員
の
皆
様
に
は
常
日
頃
か
ら

一
方
な
ら
ぬ
御
高
配
を
賜
り
、
ま
ず
は
本
紙

面
を
お
借
り
致
し
ま
し
て
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　

薬
物
動
態
学
分
野
は
２
０
１
４
年
３
月
末

で
定
年
退
官
さ
れ
た
山
田 

静
雄 

名
誉
教
授

の
後
任
と
し
て
２
０
１
４
年
４
月
か
ら
尾
上 

誠
良 

教
授
が
主
宰
し
て
お
り
ま
す
。
同
年 

８
月
に
は
伊
藤 

由
彦 

助
教
が
講
師
に
昇
進

し
、
さ
ら
に
科
研
製
薬
株
式
会
社
よ
り
世
戸 

孝
樹 

博
士
が
加
わ
り
ま
し
た
。
２
０
１
５

年
８
月
に
は
大
阪
薬
科
大
学
か
ら
佐
藤 

秀

行 

博
士
が
加
わ
り
、
４
人
体
制
で
教
室
を

運
営
し
て
い
ま
す
。
研
究
室
に
所
属
す
る
学

生
は
み
な
と
て
も
元
気
よ
く
、
将
来
の
キ
ャ

リ
ア
プ
ラ
ン
を
考
え
な
が
ら
研
究
活
動
や
、

英
語
学
習
・
資
格
取
得
な
ど
の
自
己
鍛
錬
に

励
ん
で
お
り
ま
す
。
研
究
室
対
抗
の
ス
ポ
ー

ツ
競
技
は
ま
だ
優
勝
出
来
て
い
ま
せ
ん
が
、

常
勝
軍
団
を
作
る
べ
く
練
習
に
余
念
が
あ
り

ま
せ
ん
。

　

当
研
究
室
で
は
薬
剤
学
を
ベ
ー
ス
と
し
て

基
礎
・
応
用
研
究
の
み
な
ら
ず
レ
ギ
ュ
ラ
ト

リ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
の
世
界
に
も
挑
戦
し
て
お

り
ま
す
。
医
薬
品
の
体
内
動
態
と
作
用
は
極

め
て
密
接
な
関
係
に
あ
り
ま
す
が
、
適
正
使

用
を
考
え
る
上
で
両
者
の
正
確
な
理
解
が
求

め
ら
れ
ま
す
。
そ
の
な
か
で
我
々
は
投
与
後

の
薬
や
機
能
性
食
品
素
材
が
体
内
で
ど
の
よ

う
に
動
く
の
か
精
査
し
、
こ
れ
ら
の
体
内
で

の
動
き
を drug delivery system

 

に
よ
っ

て
戦
略
的
に
制
御
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
副
作

用
の
回
避
を
試
み
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に

製
薬
・
食
品
企
業
を
は
じ
め
と
す
る
様
々
な

パ
ー
ト
ナ
ー
と
共
同
で
副
作
用
を
回
避
可
能

な
投
与
形
態
を
開
発
・
特
許
出
願
し
て
お
り
、

今
後
も
リ
ス
ク
の
少
な
い
治
療
法
提
案
を
目

指
し
て
研
究
活
動
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
医
薬
品
の
物
性
と
体
内
動
態
情
報
か

ら
副
作
用
リ
ス
ク
を
予
測
す
る
検
討
も
行
っ

て
お
り
ま
す
。
新
規
に
開
発
し
た
薬
剤
性
光

線
過
敏
症
リ
ス
ク
評
価
方
法
に
つ
い
て
国
際

協
調
活
動
を
推
進
し
、
本
手
法
はICH 

guideline

（S10

）や PCPC guidance

等
の

国
際
試
験
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
採
用
さ
れ
て
い

ま
す
。
研
究
内
容
の
詳
細
は
研
究
室
生
の
元

気
な
姿
と
共
に
研
究
室
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て

紹
介
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
の
で
是
非
ご

覧
下
さ
い
。

 

教
授　

尾
上　

誠
良

平成27年3月卒業・修了のメンバーとともに

平成27年度�薬物動態学分野メンバー
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分
子
病
態
学
分
野

　

森
本
達
也
教
授
は
一
貫
し
て
、
臨
床
現
場
で
の

問
題
点
を
基
礎
的
研
究
に
て
解
明
し
、
臨
床
へ
還

元
す
る
展
開
医
療
研
究
を
長
年
続
け
て
い
ま
す
。

専
門
は
循
環
器
内
科
で
、
主
に
心
不
全
の
新
規
治

療
薬
の
開
発
に
従
事
し
て
お
り
ま
す
。
現
在
は
、

以
下
の
よ
う
な
プ
ロ
ジ
ニ
ク
ト
を
刀
坂
泰
史
講
師
、

砂
川
陽
一
助
教
の
3
教
員
体
制
で
展
開
し
て
お
り

ま
す
。

　

心
不
全
の
治
療
タ
ー
ゲ
ッ
ト
の
探
索
を
行
う
た

め
、
心
筋
核
内
シ
グ
ナ
ル
伝
達
経
路
の
解
析
を

行
っ
て
い
ま
す
。
特
に
、
内
因
性
ヒ
ス
ト
ン
ア
セ
チ

ル
化
酵
素
活
性
を
有
す
る
ｐ
３
０
０
と
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ａ

転
写
因
子
群
の
協
調
的
作
用
（
ｐ
３
０
０
／
Ｇ
Ａ

Ｔ
Ａ
経
路
）
が
心
肥
大
反
応
に
重
要
で
あ
る
こ
と

を
見
出
し
ま
し
た
。
現
在
は
、ｐ
３
０
０
／
Ｇ
Ａ
Ｔ

Ａ
複
合
体
の
更
な
る
転
写
調
節
機
構
の
解
明
を
目

指
し
て
、
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ａ
４
結
合
因
子
を
網
羅
的
に
解

析
し
、
転
写
子
リ
プ
レ
ッ
サ
ー
複
合
体
や
メ
チ
ル
化

酵
素
群
の
解
析
、
エ
ピ
ジ
ェ
ネ
テ
ィ
ッ
ク
な
肥
大
反

応
因
子
の
制
御
の
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

心
不
全
治
療
薬
の
創
製
を
目
指
し
て
、
治
療
薬

候
補
の
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
と
薬
効
解
析
を
行
っ
て
い

ま
す
。
特
に
天
然
物
ウ
コ
ン
の
主
成
分
で
あ
る
ク
ル

ク
ミ
ン
がｐ
３
０
０
の
Ｈ
Ａ
Ｔ
阻
害
作
用
を
介
し
て

心
不
全
の
治
療
薬
と
な
る
可
能
性
を
培
養
細
胞
な

ら
び
に
心
不
全
モ
デ
ル
動
物
に
て
見
出
し
ま
し
た
。

現
在
は
ク
ル
ク
ミ
ン
の
臨
床
応
用
へ
向
け
た
展
開
医

療
研
究
と
し
て
、
高
吸
収
性
ク
ル
ク
ミ
ン
製
剤
の

開
発
、
構
造
活
性
相
関
、
ヒ
ト
を
対
象
と
し
た
臨

床
試
験
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
柑
橘
系
抽
出

物
で
あ
る
ノ
ビ
レ
チ
ン
や
オ
ー
ラ
プ
テ
ン
が
心
不
全

治
療
薬
と
な
る
可
能
性
を
見
出
し
て
お
り
。
現
在

そ
の
薬
効
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
解
明
を
進
め
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
基
礎
・
臨
床
研
究
を
幅
広
く
行
っ

て
お
り
、
こ
れ
も
教
員
陣
の
パ
ワ
フ
ル
さ
が
な
せ
る

業
で
す
。

　

研
究
生
活
は
多
忙
を
極
め
ま
す
が
、
こ
の
環
境

で
鍛
え
上
げ
ら
れ
た
学
生
は
国
内
外
の
学
会
で
優

秀
賞
を
受
賞
し
て
お
り
ま
す
（
国
際
心
血
管
薬
物

療
法
学
会
２
０
１
５ 

Ｙ
Ｉ
Ａ
最
優
秀
賞
、
第
14
回

抗
加
齢
医
学
会
総
会
Ｙ
Ｉ
Ａ
優
秀
賞
、
日
本
薬
学

会
第
134
回
年
会
優
秀
発
表
賞
な
ど
）。
ま
た
、『
よ

く
学
び
、
よ
く
遊
べ
』
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
・
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
な
ど
の
課
外
活
動
に
も
精

を
出
し
て
お
り
ま
す
。
昨
年
の
講
座
旅
行
で
は
、

富
士
山
麓
で
パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
、
本
栖
湖
で
カ
ヤ
ッ

ク
を
楽
し
み
ま
し
た
。
季
節
の
行
事
以
外
に
も
学

生
主
導
で
鍋
・
た
こ
焼
き
・
お
好
み
焼
き
パ
ー

テ
ィ
ー
を
開
く
な
ど
、
研
究
室
を
大
い
に
盛
り
上

げ
て
お
り
ま
す
。
当
研
究
室
の
卒
業
生
達
は
、
薬

剤
師
と
し
て
静
岡
済
生
会
病
院
、
静
岡
市
立
清
水

病
院
、
調
剤
薬
局
に
、
ま
た
研
究
者
と
し
て
、

ア
ー
ス
製
薬
や
江
崎
グ
リ
コ
な
ど
様
々
な
分
野
で
ご

活
躍
し
て
お
り
ま
す
。
直
近
の
研
究
の
詳
細
や
研

究
室
の
動
向
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w3pharm
.u-shizuoka-ken.ac.jp/byoutai/

）
や

Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

 

助
教　

砂
川　

陽
一

創
剤
科
学
分
野

　

6
年
制
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
よ
る
薬
剤
師
国

家
試
験
が
実
施
さ
れ
3
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

薬
学
科
（
6
年
制
）
の
学
生
は
国
家
試
験
対

策
と
研
究
の
両
立
を
目
指
し
、
ま
た
、
薬
科

学
科（
4
年
制
）
の
学
生
は
国
家
試
験
か
ら
開

放
さ
れ
研
究
に
集
中
し
、
共
に
目
標
に
邁
進

し
て
い
ま
す
。
現
在
、
薬
学
部
で
最
も
人
数

の
多
い
当
研
究
室
は
、
今
年
、
総
勢
、
38
名

で
創
剤
活
動
を
展
開
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

本
研
究
室
に
と
っ
て
大
き
な
出
来
事
と
し

て
岩
尾
先
生
が
昨
年
、
助
教
か
ら
講
師
に
昇

格
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
岩
尾
講
師
の
第
1

回
学
長
表
彰
や
、
学
会
で
の
最
優
秀
発
表
者

賞
を
含
め
、
平
成
26
年
度
に
は
13
件
の
褒
章

を
受
け
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
日
本
学
術
振
興

会
のRO

N
PA

K
U

　

PU
RO

GU
RA

M

で
在

籍
し
て
い
た
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
研
究
生
が
、

論
文
博
士
号
を
取
得
さ
れ
ま
し
た
。
本
研
究

室
で
は
、
今
年
も
、
固
形
製
剤
化
技
術
開
発

と
Ｄ
Ｄ
Ｓ
の
2
本
柱
で
創
剤
研
究
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。

《
主
な
研
究
テ
ー
マ
》

①
新
剤
形
の
開
拓
・
製
剤
設
計
の
最
適
化

（
粉
体
工
学
研
究
）

②
新
規
Ｄ
Ｄ
Ｓ
キ
ャ
リ
ア
の
設
計
と
製
造
プ

ロ
セ
ス
の
検
討

③
ワ
ッ
ク
ス
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
製
剤
の
設
計
と

評
価

④
新
規
物
性
評
価
法
の
開
発
と
そ
の
応
用

　

平
成
27
年
3
月
に
は
修
士
課
程
の
修
了
生

4
名
、
学
部
卒
業
生
（
薬
学
科
）
6
名
を
輩

出
し
ま
し
た
が
、
9
名
が
企
業
に
就
職
し
、

1
名
は
他
大
学
に
進
学
し
ま
し
た
。
彼
等
の

就
職
先
、
進
学
先
は
以
下
の
通
り
で
す
。

ア
ス
テ
ラ
ス
製
薬
㈱
（
研
究
）、
科
研
製
薬

㈱
（
研
究
）、
興
和
（
臨
床
開
発
）、
中
外
製

薬
工
業
㈱
（
研
究
，
生
産
技
術
、
信
頼
性
保

障
）
計
3
名
、
日
医
工
㈱
（
研
究
）、
日
本
た

ば
こ
㈱
（
研
究
）、
富
士
カ
プ
セ
ル
㈱
（
研
究
）、

東
京
工
業
大
学
（
進
学
）

　

ま
た
、
4
月
に
は
薬
学
科
5
名
、
薬
科
学

科
2
名
が
4
年
生
と
し
て
配
属
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
学
外
か
ら
は
秋
入
学
、
春
入
学
を
合

わ
せ
、
4
名
の
社
会
人
が
博
士
後
期
課
程
に

入
学
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
、
2

名
は
当
研
究
室
の
卒
業
生
で
す
。
卒
業
生
・

新
入
生
の
こ
れ
か
ら
の
ご
活
躍
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

 

教
授　

板
井　

茂
平成26年9月27日　H26年度中間発表会にて

平成27年2月13日　中間発表にて
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創
薬
探
索
セ
ン
タ
ー

―
Ｈ
Ｏ
Ｐ
Ｅ 

＆ 

Ｈ
Ｅ
Ｌ
Ｐ
を
目
指
し
た

 

次
世
代
抗
が
ん
剤
の
探
索
研
究
―

　

20
世
紀
半
ば
に
お
け
る
ナ
イ
ト
ロ
ゲ
ン
マ

ス
タ
ー
ド
の
発
見
を
き
っ
か
け
に
、
天
然
由

来
ま
た
は
人
工
的
に
合
成
さ
れ
た
化
学
物
質

を
用
い
る
が
ん
治
療
、
い
わ
ゆ
る
が
ん
化
学

療
法
が
治
療
の
選
択
肢
の
ひ
と
つ
と
し
て
使

用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

初
期
の
化
学
療
法
は
必
ず
し
も
が
ん
細
胞
だ

け
を
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
で
攻
撃
す
る
も
の
で
は

な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
臨
床
に
お
け
る
使
用

が
制
限
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
一
方
で
、

が
ん
の
発
症
や
増
殖
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
探
る

基
礎
研
究
は
、
が
ん
の
分
子
レ
ベ
ル
の
解
析

を
可
能
と
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
が

ん
遺
伝
子
や
が
ん
抑
制
遺
伝
子
が
発
見
さ
れ
、

さ
ら
に
ア
ポ
ト
ー
シ
ス
、
血
管
新
生
、
転
移
、

不
死
化
な
ど
の
重
要
な
キ
ー
ワ
ー
ド
を
含
む
、

い
わ
ゆ
る
「H

allm
arks of Cancer

」
の

理
解
に
繋
が
り
ま
し
た
。
現
代
で
は
こ
れ
ら

の
新
し
い
知
識
や
仮
説
を
も
と
に
し
て
、
よ

り
有
効
な
治
療
法
が
開
発
さ
れ
実
際
に
臨
床

で
使
用
さ
れ
て
い
る
薬
も
あ
り
ま
す
。
し
か

し
な
が
ら
、
そ
の
福
音
は
一
部
の
が
ん
種
に

限
定
さ
れ
て
お
り
、
未
だ
に
多
く
の
未
解
決

セ
グ
メ
ン
ト
が
存
在
し
て
い
る
の
も
事
実
で

す
。

　

当
研
究
室
は
、
新
し
い
創
薬
シ
ー
ズ
の
創

出
と
創
薬
研
究
者
の
育
成
を
目
的
に
２
０
０

４
年
に
設
立
さ
れ
て
以
来
、
静
岡
県
フ
ァ
ル

マ
バ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携
の
も
と
、
静

岡
県
内
ま
た
は
国
内
研
究
機
関
や
製
薬
企
業

と
共
同
で
、
新
し
い
抗
が
ん
剤
シ
ー
ズ
の
探

索
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
新

規
な
作
用
を
有
す
る
複
数
の
抗
が
ん
剤
候
補

物
質
の
創
出
に
成
功
し
て
お
り
、
中
で
も
Ｓ

Ｔ
Ａ
Ｔ
３
阻
害
剤
は
、
日
本
だ
け
で
な
く
、

米
国
、
豪
州
等
で
既
に
特
許
登
録
さ
れ
て
い

ま
す
。
現
在
国
内
製
薬
企
業
と
共
同
で
非
臨

床
試
験
を
実
施
中
で
す
。
こ
の
よ
う
に
近
年

の
腫
瘍
分
子
生
物
学
の
目
覚
ま
し
い
進
展
に

よ
り
、
が
ん
と
の
闘
い
に
勝
つ
為
の
戦
略
を

練
る
こ
と
が
で
き
る
時
代
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。
当
研
究
室
で
は
勝
つ
た
め
に
相
手
を
知

る
、
つ
ま
り
が
ん
に
つ
い
て
皆
で
学
び
理
解

を
深
め
る
こ
と
に
よ
り
、
が
ん
の
ア
キ
レ
ス

腱
を
狙
っ
た
新
薬
の
研
究
開
発
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
今
な
お
増
え
続
け
る
が
ん
患
者

さ
ん
に
と
っ
て
の
「
Ｈ
Ｏ
Ｐ
Ｅ 

＆ 

Ｈ
Ｅ
Ｌ

Ｐ
」
を
目
指
し
ま
す
。

 

教
授　

浅
井　

章
良

臨
床
薬
剤
学
分
野（
臨
床
薬
剤
学
・
薬
局
管
理
学
）

　

当
教
室
は
平
成
14
年
度
に
中
野
眞
汎
教
授

に
よ
り
開
設
さ
れ
、
平
成
17
年
度
か
ら
賀
川

が
主
宰
し
本
年
度
で
11
年
目
を
迎
え
て
い
ま

す
。
臨
床
薬
剤
学
分
野
と
薬
局
管
理
学
分
野

が
一
体
と
な
っ
て
研
究
・
教
育
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。
平
成
20
年
に
は
、
静
岡
県
立
総

合
病
院
内
に
研
究
室
が
開
設
さ
れ
、
主
に
基

礎
薬
学
研
究
を
谷
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
、
臨
床

薬
学
研
究
を
県
立
総
合
病
院
で
行
っ
て
い
ま

す
。

　

平
成
26
年
度
は
、
6
名
に
学
士
（
薬
学
）

の
学
位
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
以
下
に
論
文

題
目
を
示
し
ま
す
。
イ
ン
ス
リ
ン
抵
抗
性
自

然
発
症
マ
ウ
ス
に
お
け
る
イ
ン
ス
リ
ン
抵
抗

性
発
症
機
構
（
有
澤
佳
純
）、
メ
タ
ボ
リ
ッ

ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
発
症
と
腸
内
細
菌
叢
変
動

と
の
関
連
性
（
小
倉
加
称
美
）、
日
本
人
閉

経
後
乳
が
ん
患
者
に
お
け
る
ア
ロ
マ
タ
ー
ゼ

阻
害
薬
の
Ｐ
Ｋ
と
Ｐ
Ｄ
に
関
す
る
研
究
（
古

谷
翔
太
）、
日
本
人
閉
経
後
乳
が
ん
患
者
の

ア
ロ
マ
タ
ー
ゼ
阻
害
薬
に
よ
る
副
作
用
と
エ

ス
ト
ロ
ゲ
ン
濃
度
に
関
す
る
研
究
（
鈴
木
祐

介
）、
薬
物
封
入
リ
オ
ト
ロ
ピ
ッ
ク
液
晶
の

物
性
及
び
経
皮
吸
収
性
評
価
（
村
田
明
子
）、

透
湿
性
保
護
軟
膏
の
開
発
及
び in vitro/ 

in vivo 

評
価
（
橋
本
宇
矩
）。

　

教
育
面
で
は
、
薬
学
教
育
6
年
制
の
長
期

実
務
実
習
を
担
当
し
6
年
目
を
迎
え
て
い
ま

す
。
病
院
実
務
実
習
は
す
べ
て
静
岡
県
内
の

中
核
病
院
で
実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、

県
立
総
合
病
院
内
の
薬
学
教
育
・
研
究
セ
ン

タ
ー
は
現
在
ま
で
に
152
名
の
実
習
生
を
送
り

出
し
て
い
ま
す
。
ま
た
薬
局
実
務
実
習
は
、

薬
学
部
す
べ
て
の
研
究
室
の
協
力
を
得
て
、

教
員
が
実
習
薬
局
を
訪
問
し
学
生
指
導
を
行

い
ま
し
た
。

　

大
学
院
生
や
学
部
生
が
充
実
し
た
学
生
生

活
を
送
れ
ま
す
の
も
、
後
援
会
の
皆
様
の
多

大
な
る
愛
情
と
ご
援
助
の
賜
物
と
厚
く
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

 

准
教
授　

宮
嵜　

靖
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医
薬
品
情
報
解
析
学
分
野

　

本
研
究
室
は
、
6
年
制
の
薬
学
教
育
モ
デ

ル
・
コ
ア
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
導
入
さ
れ
た
２

０
０
６
年
に
先
立
つ
こ
と
1
年
、
２
０
０
５

年
に
発
足
し
、
本
年
で
ち
ょ
う
ど
10
年
を
迎

え
ま
し
た
。
そ
の
間
、
大
学
院
を
修
了
ま
た

は
学
部
を
卒
業
し
た
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
が
、
病
院
・

薬
局
等
の
医
療
現
場
や
、
製
薬
企
業
の
統
計

解
析
・
デ
ー
タ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
・
市
販
後
部
門
、
さ
ら
に
は
行
政
等
の

社
会
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

当
研
究
室
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
こ
れ
か
ら

の
薬
学
教
育
に
と
っ
て
重
要
な
分
野
で
あ
る

「
臨
床
研
究
や
新
薬
の
臨
床
開
発
に
必
要
な

臨
床
研
究
方
法
論
、
生
物
統
計
学
、
Ｅ
Ｂ
Ｍ
、

疫
学
等
の
教
育
な
ら
び
に
研
究
を
実
践
す
る

こ
と
」
で
す
。
こ
の
様
な
理
念
を
掲
げ
た
研

究
室
は
、
当
時
の
薬
学
系
大
学
の
研
究
室
と

し
て
は
非
常
に
珍
し
く
、
ま
さ
に
時
代
に
先

駆
け
た
研
究
室
と
言
え
ま
す
。

　

教
育
面
で
は
社
会
人
に
も
門
戸
を
広
げ
た
、

大
学
院
に
お
け
る
Ｃ
Ｒ
Ｃ
／
Ｃ
Ｒ
Ａ
養
成
講

座
「
創
薬
育
薬
基
礎
・
応
用
特
論
」
を
毎
年

開
講
し
て
い
る
実
績
が
社
会
的
に
も
高
く
評

価
さ
れ
、
２
０
０
７
年
か
ら
日
本
臨
床
薬
理

学
会
の
認
め
る
「
認
定
Ｃ
Ｒ
Ｃ
更
新
の
た
め

の
講
習
会
」
に
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た

フ
ァ
ル
マ
バ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
、
静

岡
県
治
験
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
発
展
の
た
め
に

臨
床
試
験
実
施
体
制
の
整
備
や
Ｃ
Ｒ
Ｃ
養
成

に
も
力
を
注
い
で
い
ま
す
。
２
０
１
０
年
に

は
、
静
岡
県
立
総
合
病
院
内
に
当
研
究
室
の

分
室
が
開
設
さ
れ
、
デ
ー
タ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・

統
計
解
析
機
能
を
有
す
る
分
室
と
し
て
、
病

院
と
大
学
が
連
携
し
て
臨
床
研
究
の
質
を
担

保
す
る
拠
点
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

研
究
面
に
お
い
て
は
、
静
岡
県
立
総
合
病

院
ほ
か
、
多
く
の
医
療
福
祉
機
関
と
の
連
携

で
多
施
設
共
同
研
究
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

特
に
緑
茶
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
や
認
知

機
能
低
下
の
抑
制
に
関
す
る
臨
床
研
究
は
マ

ス
コ
ミ
で
も
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、（
独
）国
立
健
康･

栄
養
研
究
所

と
の
共
同
研
究
で
、
健
康
食
品
の
安
全
性
や

有
効
性
評
価
に
関
す
る
研
究
も
継
続
し
て
い

ま
す
。
大
学
院
生
・
学
生
、
客
員
共
同
研
究

員
に
よ
る
研
究
成
果
も
着
実
に
積
み
重
ね
ら

れ
、
国
際
誌
に
も
ア
ク
セ
プ
ト
が
増
え
、
今

後
の
発
展
が
益
々
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

 

教
授　

山
田　
　

浩

 

講
師　

川
﨑　

洋
平

臨
床
薬
効
解
析
学
分
野

　

平
成
27
年
度
で
本
研
究
室
は
開
講
か
ら
10

年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
現
在
の
研
究
室
の
構

成
は
、
教
員
4
名
、
大
学
院
生
4
名
（
博
士

1
名
、
修
士
3
名
）、
学
部
生
17
名
（
6
年

生
5
名
、
5
年
生
6
名
、
4
年
生
6
名
）
の

総
勢
25
名
で
す
。
本
教
室
で
は
「
医
療
現
場

か
ら
シ
ー
ズ
を
見
つ
け
て
研
究
を
展
開
し
、

そ
の
成
果
を
現
場
や
社
会
に
還
元
す
る
」
を

モ
ッ
ト
ー
に
教
員
・
学
生
が
一
丸
と
な
っ
て

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
静
岡
県
立
総
合
病
院
、

静
岡
県
立
こ
ど
も
病
院
、
聖
隷
浜
松
病
院
、

静
岡
て
ん
か
ん
・
神
経
医
療
セ
ン
タ
ー
、
東

北
大
学
、
東
京
女
子
医
科
大
学
な
ど
の
県
内

外
の
医
療
機
関
、
大
学
、
研
究
所
と
臨
床
を

中
心
と
し
た
共
同
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。

主
な
研
究
テ
ー
マ

１
）
薬
効
や
副
作
用
に
関
連
す
る
遺
伝
子

マ
ー
カ
ー
の
解
析
と
薬
物
療
法
個
別
化

へ
の
応
用

２
）
疾
患
の
予
防
や
薬
物
治
療
に
有
用
な
バ

イ
オ
マ
ー
カ
ー
に
関
す
る
研
究

３
）
が
ん
、
感
染
症
、
自
己
免
疫
疾
患
の
診

断
や
治
療
に
有
用
な
ヒ
ト
型
抗
体
の
作

製
と
臨
床
応
用

４
）
抗
体
の
エ
ピ
ト
ー
プ
解
析
に
基
づ
く
分

子
標
的
治
療
薬
の
開
発

　

こ
れ
か
ら
も
精
力
的
に
研
究
活
動
を
行
い

つ
つ
、
学
生
が
明
る
く
元
気
に
研
究
室
生
活

を
過
ご
せ
る
よ
う
体
制
を
維
持
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
年
中
行
事
と
し
て

お
花
見
、
新
入
生
歓
迎
会
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
、

教
室
旅
行
、
送
別
会
な
ど
を
多
く
の
イ
ベ
ン

ト
を
企
画
し
て
盛
り
上
げ
て
い
ま
す
。
研
究

成
果
や
研
究
室
行
事
に
つ
い
て
は
研
究
室

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
随
時
公
開
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
機
会
が
あ
り
ま
し
た
ら
ぜ
ひ
ご
覧
く

だ
さ
い
。
卒
業
生
の
皆
さ
ん
の
ご
健
勝
と
今

後
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を
心
か
ら
祈
っ
て
お

り
ま
す
。

 

講
師　

井
上　

和
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医
薬
品
化
学
分
野

　

当
研
究
室
で
は
、「
触
媒
の
有
機
化
学
」

を
中
心
に
研
究
し
て
い
ま
す
。

　

も
し
分
子
を
思
う
が
ま
ま
に
変
換
で
き
る

よ
う
に
な
れ
ば
、
有
機
化
合
物
の
化
学
合
成

法
を
根
本
か
ら
改
良
す
る
こ
と
が
で
き
、
理

想
的
な
化
学
合
成
法
を
確
立
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
現
在
、
こ
の
目
標
に
向
け
て
、
他

の
手
法
で
は
実
現
困
難
な
分
子
変
換
を
起
こ

さ
せ
る
触
媒
の
開
発
を
は
じ
め
と
す
る
研
究

を
行
っ
て
い
ま
す
。
以
下
に
、
最
近
の
研
究

例
を
２
つ
挙
げ
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

◆
毒
性
ガ
ス
を
使
わ
な
い
安
全
・
簡
便
な
化

学
合
成
法
の
開
発
研
究

　

一
酸
化
炭
素
ガ
ス
は
、
化
学
合
成
に
頻
繁

に
使
用
さ
れ
る
有
用
な
化
合
物
で
す
が
、
毒

性
が
と
て
も
高
く
、
取
り
扱
い
に
く
い
と
い

う
問
題
点
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
よ
り
安

全
な
化
合
物
を
一
酸
化
炭
素
の
代
わ
り
に
使

え
な
い
だ
ろ
う
か
、
と
い
う
観
点
か
ら
、

「
一
酸
化
炭
素
等
価
体
」
を
使
う
触
媒
反
応
を

開
発
し
て
き
ま
し
た
。
特
に
、
ギ
酸
ト
リ
ク

ロ
ロ
フ
ェ
ニ
ル
と
い
う
化
合
物
が
、
扱
い
や

す
い
“
固
体
の
一
酸
化
炭
素
”
と
し
て
有
用

で
あ
る
こ
と
を
発
見
し
ま
し
た
。
現
在
、
数

社
の
試
薬
会
社
か
ら
発
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

◆
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
触
媒
の
開
発
研
究

　

分
子
の
反
応
さ
せ
た
い
部
分
だ
け
を
ピ
ン

ポ
イ
ン
ト
の
正
確
さ
で
変
換
さ
せ
る
触
媒

「
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
触
媒
」
の
開
発
を
目
指
し

て
研
究
し
て
い
ま
す
。
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
触
媒

は
、
分
子
サ
イ
ズ
の
ロ
ボ
ッ
ト
の
よ
う
な
も

の
で
す
。
右
手
と
左
手
で
そ
れ
ぞ
れ
反
応
剤

を
つ
か
ん
で
、
無
理
や
り
反
応
さ
せ
る
。
そ

の
よ
う
な
機
能
を
持
つ
触
媒
で
す
。
こ
の
考

え
に
基
づ
い
て
、
新
し
い
触
媒
成
分
（
Ｄ
Ｈ

Ｔ
Ｐ
）
を
開
発
し
ま
し
た
。
Ｄ
Ｈ
Ｔ
Ｐ
か
ら

調
製
さ
れ
る
触
媒
の
形
は
ロ
ボ
ッ
ト
と
は
大

き
く
異
な
り
ま
す
が
、
機
能
と
し
て
は
似
て

い
ま
す
。
こ
の
触
媒
に
よ
っ
て
、
従
来
は
実

現
困
難
だ
っ
た
化
学
反
応
が
実
現
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
現
在
、
Ｄ
Ｈ
Ｔ
Ｐ
は

試
薬
会
社
か
ら
市
販
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

今
後
も
研
究
室
員
一
同
、
今
ま
で
以
上
に

精
進
し
、
研
究
成
果
を
世
界
に
向
け
て
発
信

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
変
わ
ら

ぬ
ご
支
援
を
お
願
い
致
し
ま
す
。
そ
の
他
の

研
究
成
果
や
最
新
ニ
ュ
ー
ス
は
、
研
究
室

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

 

教
授　

眞
鍋　

敬

実
践
薬
学
分
野

　

実
践
薬
学
分
野
は
、
薬
学
部
6
年
制
教
育

へ
の
移
行
に
伴
い
２
０
０
８
年
4
月
に
誕
生

し
た
薬
学
部
で
最
も
新
し
い
研
究
室
で
、
臨

床
教
育
と
と
も
に
医
療
に
密
着
し
た
、
分
野

名
称
の
通
り
「
実
践
的
な
研
究
」
を
行
っ
て

い
ま
す
。
昨
年
9
月
に
亀
田
総
合
病
院
よ
り

柏
倉
康
治
講
師
が
加
わ
り
、
客
員
教
授
と
し

て
佐
々
木
忠
徳 

教
授
（
昭
和
大
学　

統
括

薬
剤
部
長
）、
迫
和
博 

博
士
（
ア
ス
テ
ラ
ス

製
薬
株
式
会
社　

欧
州
技
術
本
部
長 
ア
ス

テ
ラ
ス
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
社
長
）
な
ら
び
に
槙

野
正 

博
士
（
マ
キ
ノ
製
剤
技
術
研
究
所
代

表
）
と
い
っ
た
各
分
野
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト

を
迎
え
、
益
々
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
し
て
お
り
ま

す
。
昨
年
に
は
、
実
践
薬
学
セ
ミ
ナ
ー 

第

五
回
記
念
大
会
を
盛
大
に
開
催
し
、
熱
い
議

論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

研
究
室
誕
生
時
に
は
学
部
生
3
名
で
の
ス

タ
ー
ト
で
し
た
が
、
7
年
経
っ
た
現
在
、
28

名
の
学
部
生
及
び
大
学
院
生
と
共
に
、
活
気

溢
れ
る
研
究
室
生
活
を
送
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
現
在
ま
で
に
11
名
の
薬
学
博
士
及
び

多
く
の
卒
業
生
を
輩
出
し
、
そ
れ
ぞ
れ
企
業
、

病
院
、
薬
局
の
各
分
野
で
活
躍
し
て
お
り
ま

す
。

　

本
研
究
室
は
、「
医
療
へ
の
直
接
の
還
元

を
意
識
し
た
領
域
で
の
研
究
」
に
特
化
し
、

企
業
、
病
院
、
薬
局
や
他
大
学
と
協
力
し
な

が
ら
「
社
会
に
開
か
れ
た
実
践
的
な
研
究
」

を
モ
ッ
ト
ー
と
し
て
研
究
を
進
め
て
き
ま
し

た
。
実
践
薬
学
分
野
全
員
の
努
力
が
結
実
し
、

数
多
く
の
研
究
成
果
が
生
ま
れ
、
論
文
や
学

会
発
表
、
製
剤
化
と
い
っ
た
形
で
社
会
へ
と

発
信
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
苦
い
薬
で

あ
っ
て
も
楽
に
服
用
で
き
る
菓
子
を
応
用
し

た
実
用
化
製
剤
（
チ
ョ
コ
レ
ッ
ト
、
グ
ミ
製

剤
）、
優
れ
た
機
能
性
を
持
つ
口
腔
内
崩
壊

錠
や
経
皮
吸
収
製
剤
の
開
発
、
電
子
味
覚
シ

ス
テ
ム
を
用
い
た
味
覚
評
価
と
い
っ
た
製
剤

学
に
加
え
、
カ
ク
テ
ル
試
験
を
用
い
た
薬
物

相
互
作
用
検
出
方
法
の
確
立
と
い
っ
た
薬
物

動
態
学
ま
で
、
幅
広
い
分
野
で
研
究
を
発
展

し
て
い
ま
す
。

　

本
研
究
室
は
、
２
０
１
５
年
4
月
に
よ
う

や
く
7
年
目
を
迎
え
た
ま
だ
ま
だ
若
い
研
究

室
で
す
。
患
者
さ
ん
に
優
れ
た
製
剤
と
薬
物

治
療
を
届
け
る
と
い
う
目
標
を
持
ち
、
こ
れ

か
ら
も
研
究
室
一
丸
と
な
っ
て
邁
進
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

 

教
授　

並
木
徳
之

平成26年11月　大学にて

平成26年8月　実践薬学セミナー第五回記念大会にて
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医
薬
品
創
製
化
学
分
野

　

当
研
究
室
は
、
前
任
の
赤
井
周
司
先
生
（
現
阪

大
薬
）
の
後
任
と
し
て
医
薬
品
製
造
化
学
分
野

（
菅
教
授
）
で
准
教
授
を
務
め
て
い
た
濱
島
が

２
０
１
３
年
4
月
に
引
き
継
ぎ
ま
し
た
。
井
川
貴

詞
助
教
が
大
阪
大
学
薬
学
部
助
教
に
、
ま
た
江
木

正
浩
講
師
が
医
薬
品
製
造
化
学
分
野
准
教
授
に
そ

れ
ぞ
れ
異
動
さ
れ
た
後
、
２
０
１
３
年
10
月
に
理

研
か
ら
江
上
寛
通
博
士
が
、
ま
た
２
０
１
４
年
4

月
に
は
東
大
か
ら
川
戸
勇
士
博
士
が
新
た
に
加
わ

り
、
新
体
制
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

私
た
ち
が
専
門
と
す
る
有
機
化
学
は
分
子
を

「
つ
く
る
」
学
問
で
あ
り
、
物
質
科
学
の
土
台
で
す
。

医
薬
品
は
人
類
の
幸
福
に
資
す
る
も
の
で
あ
り
、

そ
の
化
学
合
成
に
は
地
球
環
境
の
向
上
も
託
さ
れ

て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
「
作
る
」
技
術
を
磨
き
上

げ
る
た
め
の
ヒ
ン
ト
を
生
体
内
に
求
め
、
生
体
の

し
か
け
を
抽
出
・
再
構
成
し
た
分
子
触
媒
に
よ
り
、

環
境
調
和
的
に
「
作
る
」
技
術
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
生
体
内
に
存
在
し
な
い
元
素
や
原
子

団
の
特
性
を
活
か
し
た
分
子
を
設
計
・
合
成
し
、

人
工
機
能
を
付
与
し
た
生
体
関
連
分
子
を
「
創

る
」
研
究
も
行
っ
て
い
ま
す
。
我
々
が
取
り
組
ん

で
い
る
具
体
的
な
研
究
テ
ー
マ
は
以
下
の
４
点
で

す
。

1.　

医
薬
品
合
成
に
資
す
る
新
し
い
触
媒
反
応
の

開
発
と
そ
の
不
斉
合
成
へ
の
展
開

2.　

有
機
フ
ッ
素
化
合
物
の
合
成
法
と
機
能
に
関

す
る
研
究

3.　

選
択
的
酸
化
触
媒
の
創
製
研
究

4.　

生
体
関
連
化
学
に
お
け
る
錯
体
化
学
的
ア
プ

ロ
ー
チ

　

昨
年
度
か
ら
新
し
く
始
め
た
研
究
テ
ー
マ
に
関

し
て
も
成
果
発
表
を
行
え
る
よ
う
に
な
り
、
学
生

発
表
優
秀
賞
５
件
、
長
井
記
念
薬
学
研
究
支
援
事

業
１
件
（
大
学
院
学
生
）
を
受
賞
し
ま
し
た
。
つ

い
最
近
、
江
上
助
教
が
内
藤
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
優

秀
発
表
賞
を
受
賞
し
研
究
助
成
金
を
獲
得
し
ま
し

た
。
一
方
、
本
年
3
月
に
修
士
課
程
を
修
了
し
た

学
生
の
進
路
に
つ
い
て
は
、
久
保
田
愛
乃
さ
ん
は

日
本
マ
イ
ク
ロ
バ
イ
オ
フ
ァ
ー
マ
（
研
究
職
）
に

就
職
し
、
井
出
貴
文
君
は
博
士
後
期
課
程
へ
進
学

し
ま
し
た
。

　

有
機
化
学
の
研
究
室
で
す
の
で
、
最
初
の
２
年

間
は
研
究
職
を
目
指
す
薬
科
学
科
の
学
生
が
多
く

配
属
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
本
年
度
は
6
年
制

薬
学
科
学
生
５
名
が
加
わ
り
ま
し
た
。
薬
剤
師
と

し
て
の
高
度
な
専
門
知
識
を
背
景
に
、
創
薬
に
貢

献
す
る
人
材
を
目
指
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
多
様

な
人
材
輩
出
に
配
慮
し
つ
つ
、
薬
の
化
学
の
問
題

を
解
決
で
き
る
人
材
に
な
れ
る
よ
う
、
情
熱
と
夢

を
も
っ
て
日
々
楽
し
く
か
つ
真
剣
に
活
動
し
て
い

ま
す
。

 

教
授　

濱
島　

義
隆

生
命
物
理
化
学
分
野

　

静
岡
薬
科
大
学
薬
学
部
生
薬
学
教
室
の
講

師
で
あ
っ
た
赤
堀
幸
男
先
生
が
教
授
に
昇
格

し
、
薬
品
物
理
化
学
教
室
を
立
ち
上
げ
た
昭

和
41
年
が
当
研
究
室
の
始
ま
り
で
す
。
静
岡

県
立
大
学
へ
の
統
合
、
小
鹿
キ
ャ
ン
パ
ス
か

ら
谷
田
キ
ャ
ン
パ
ス
へ
の
移
転
を
経
て
、
平

成
9
年
に
藤
井
敏
先
生
が
教
授
と
し
て
着
任

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
研
究
室
名
は
薬
品

物
理
化
学
か
ら
生
命
物
理
化
学
に
改
名
さ
れ

ま
し
た
。
藤
井
敏
先
生
が
退
職
さ
れ
た
後
、

平
成
25
年
4
月
に
小
職
が
本
学
に
教
授
と
し

て
着
任
し
、
新
た
に
生
命
物
理
化
学
研
究
室

を
主
宰
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
平
成
26

年
１
月
に
は
原
幸
大
先
生
が
助
教
と
し
て
着

任
し
、
現
在
の
体
制
に
な
り
ま
し
た
。
平
成

27
年
現
在
、
薬
学
科
６
年
生
が
５
名
、
５
年

生
が
５
名
、
４
年
生
が
６
名
、
合
計
16
名
の

学
生
が
在
籍
し
て
い
ま
す
。

　

タ
ン
パ
ク
質
の
Ｘ
線
結
晶
構
造
解
析
を
中

心
と
し
た
構
造
生
物
学
と
計
算
科
学
に
基
づ

く
ド
ラ
ッ
グ
デ
ザ
イ
ン
を
行
っ
て
い
ま
す
。

研
究
の
詳
細
や
研
究
室
の
状
況
な
ど
、
当
研

究
室
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
く
こ

と
が
で
き
ま
す（http://w

3pharm
.u-shizuoka-

ken.ac.jp/bukka/index.htm
l

）。

　

当
研
究
室
は
、
物
理
化
学
的
手
法
を
用
い

て
生
命
現
象
の
解
明
や
創
薬
を
見
据
え
た
薬

学
研
究
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
後
援
会

の
皆
様
に
は
、
今
後
と
も
ご
理
解
と
ご
支
援

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

 

教
授　

橋
本　

博
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免
疫
微
生
物
学
分
野

　

私
が
静
岡
県
立
大
学
に
着
任
し
た
の
が

１
９
９
８
年
な
の
で
、
早
い
も
の
で
17
年
に

な
り
ま
し
た
。
微
生
物
学
教
室
は
、
２
０
０

６
年
度
よ
り
免
疫
微
生
物
学
分
野
と
教
室
名

を
変
え
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
間
、

２
０
０
５
年
に
増
澤
俊
幸
助
教
授
が
千
葉
科

学
大
学
教
授
と
な
り
ま
し
た
。
現
在
、
三
宅

正
紀
講
師
が
細
胞
内
寄
生
細
菌
の
研
究
を
す

す
め
て
い
る
ほ
か
は
、
黒
羽
子
孝
太
講
師
と

中
西
勝
宏
助
教
と
と
も
に
免
疫
学
の
研
究
を

中
心
に
行
な
っ
て
い
ま
す
。
特
に
、
粘
膜
や

皮
膚
の
免
疫
学
を
中
心
課
題
と
し
て
い
る
ほ

か
、
食
品
栄
養
科
学
部
と
の
共
同
研
究
に
よ

り
、
植
物
で
モ
ノ
ク
ロ
ー
ナ
ル
抗
体
を
生
産

す
る
研
究
も
展
開
し
て
い
ま
す
。
増
澤
助
教

授
の
後
任
と
し
て
着
任
し
た
川
島
博
人
准
教

授
も
リ
ン
パ
球
ホ
ー
ミ
ン
グ
を
中
心
に
免
疫

学
の
研
究
を
行
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、

２
０
１
４
年
に
星
薬
科
大
学
教
授
と
し
て
転

出
し
ま
し
た
。
現
在
ま
で
に
、
多
く
の
大
学

院
学
生
や
学
部
卒
業
生
が
研
究
室
で
の
研
究

経
験
を
経
て
、
社
会
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

静
薬
以
来
の
微
生
物
学
教
室
の
同
門
会
を
定

期
的
に
開
い
て
い
る
の
で
、
教
室
の
先
輩
方

や
か
つ
て
の
卒
業
生
が
遠
方
か
ら
訪
ね
て
来

ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
う
れ
し
い
も
の
で
す
。

　

こ
の
と
こ
ろ
の
動
き
と
し
て
は
、
タ
イ
国

タ
マ
サ
ー
ト
大
学
の
大
学
院
博
士
課
程
の
学

生
のSum

alee
さ
ん
が
客
員
研
究
員
と
し
て

半
年
間
滞
在
し
、
当
教
室
の
大
学
院
学
生
や

学
部
学
生
と
交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。
草
の

根
の
国
際
交
流
の
意
義
深
さ
が
良
く
わ
か
り

ま
す
。

　

写
真
は
、
２
０
１
５
年
6
月
、
私
の
「
12

の
倍
数
の
節
目
の
年
」
の
同
窓
会
の
集
合
写

真
で
す
。
い
ろ
い
ろ
と
困
難
な
こ
と
も
多
い

と
思
い
ま
す
が
、
皆
こ
れ
か
ら
が
楽
し
み
だ

と
言
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
ま
す
。
研
究
室

の
人
的
な
つ
な
が
り
が
、
困
難
に
立
ち
向
か

う
時
、
一
つ
の
支
え
に
な
れ
ば
良
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

 

教
授　

今
井　

康
之

統
合
生
理
学
分
野

　

超
高
齢
社
会
に
お
い
て
、
脳
の
働
き
は
健

康
長
寿
に
重
要
で
す
。
脳
神
経
系
は
直
接
あ

る
い
は
内
分
泌
系
を
介
し
て
生
体
の
働
き
を

制
御
す
る
司
令
塔
の
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
一
方
で
、
神
経
－
内
分
泌
機
能
の
連
携

は
脳
の
働
き
に
不
可
欠
で
す
。
当
研
究
室
で

は
必
須
微
量
金
属
で
あ
る
亜
鉛
か
ら
視
た
脳

の
機
能
解
析
と
病
態
解
析
を
行
っ
て
い
ま
す
。

神
経
終
末
か
ら
グ
ル
タ
ミ
ン
酸
と
と
も
に
放

出
さ
れ
る
亜
鉛
イ
オ
ン
は
細
胞
内
外
で
シ
グ

ナ
ル
フ
ァ
ク
タ
ー
と
し
て
記
憶
の
獲
得
・
維

持
・
想
起
に
関
与
し
ま
す
。
そ
の
一
方
で
、

記
憶
の
消
失
に
も
関
与
し
ま
す
。
ア
ル
ツ
ハ

イ
マ
ー
病
な
ど
の
認
知
症
の
改
善
、
克
服
は

わ
が
国
の
み
な
ら
ず
世
界
的
に
大
き
な
課
題

で
す
が
、
原
因
物
質
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
て

い
る
ア
ミ
ロ
イ
ド
β
は
細
胞
外
亜
鉛
イ
オ
ン

と
オ
リ
ゴ
マ
ー
を
形
成
し
、
認
知
活
動
を
障

害
し
ま
す
。
ま
た
、
う
つ
病
も
生
体
内
亜
鉛

恒
常
性
変
化
と
密
接
に
関
係
し
ま
す
。
ス
ト

レ
ス
あ
る
い
は
老
化
に
よ
る
神
経
内
分
泌
系

機
能
の
乱
れ
は
脳
な
ら
び
に
末
梢
組
織
の
機

能
を
変
え
、
疾
病
の
一
因
と
な
り
ま
す
。
現

在
、
武
田
厚
司
教
授
（
２
０
１
２
年
4
月
に

就
任
）
を
中
心
と
し
、「
脳
科
学
を
基
盤
と

す
る
健
康
長
寿
」
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
掲
げ
、

最
先
端
の
脳
科
学
、
生
理
学
の
知
識
を
活
か

し
な
が
ら
、
以
下
の
研
究
テ
ー
マ
を
推
進
し

て
い
ま
す
。

1.　

亜
鉛
シ
グ
ナ
リ
ン
グ
か
ら
視
た
学
習
・

記
憶
の
制
御

2.　

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
の
病
態
解
析
と
そ

の
予
防

3.　

海
馬
機
能
か
ら
視
た
認
知
活
動
・
行
動

異
常
の
解
析

4.　

老
化
お
よ
び
ス
ト
レ
ス
に
よ
る
生
体
機

能
変
化
の
解
析

　

２
０
１
４
年
4
月
に
は
、
研
究
室
の
名
称

を
生
物
薬
品
化
学
か
ら
統
合
生
理
学
分
野
と

改
称
し
ま
し
た
。
学
生
は
学
部
生
・
大
学
院

生
を
問
わ
ず
、
積
極
的
に
学
会
発
表
に
参
加

し
、
国
内
の
み
な
ら
ず
国
際
学
会
で
の
発
表

を
経
験
す
る
学
生
が
大
半
で
す
。
こ
れ
ま
で

の
伝
統
を
活
か
し
つ
つ
、
今
後
の
地
域
医
療

あ
る
い
は
先
端
医
療
を
見
据
え
た
わ
が
国
を

代
表
す
る
薬
剤
師
、
な
ら
び
に
世
界
の
ト
ッ

プ
レ
ベ
ル
で
活
躍
す
る
研
究
者
の
養
成
を
目

標
と
し
て
掲
げ
、
教
員
、
学
生
が
一
丸
と
な

り
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

 

特
任
講
師　

玉
野　

春
南2015年研究室旅行で蕎麦打ち体験（東伊豆）

平成27年6月　今井教授還暦祝賀会にて
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生
体
情
報
分
子
解
析
学
分
野

　

平
成
20
年
４
月
よ
り
、
医
療
薬
学
大
講
座

生
体
情
報
分
子
解
析
学
分
野
（
旧
臨
床
薬
品

学
講
座
）
を
担
当
さ
せ
て
戴
く
事
に
な
り
７

年
が
経
過
し
、
平
成
28
年
３
月
末
に
定
年
退

職
す
る
最
後
の
年
に
当
た
り
ま
す
。
６
年
制

薬
学
が
導
入
さ
れ
、
よ
り
充
実
し
た
医
療
薬

学
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
編
成
さ
れ
、
学
部

３
，
４
，
５
年
生
講
義
科
目
と
し
て
、
薬
物

療
法
学
Ⅰ
，
薬
物
療
法
学
Ⅱ
，
薬
物
療
法
学

Ⅲ
、
臨
床
検
査
学
，
遺
伝
子
診
断
学
を
、
ま

た
実
技
実
習
指
導
と
し
て
は
医
用
電
子
工
学

実
習
，
医
療
系
薬
学
実
習
を
担
当
し
て
い
ま

す
。
学
部
生
・
院
生
に
は
今
日
、
社
会
的
に

求
め
ら
れ
て
い
る
医
療
の
進
歩
に
即
し
た
情

報
発
信
を
担
当
で
き
る
素
養
を
持
っ
た
薬
剤

師
の
養
成
、
ま
た
製
薬
企
業
な
ど
の
研
究
技

術
分
野
で
活
躍
す
る
能
力
を
培
う
た
め
の
基

礎
技
術
、
ま
た
応
用
技
能
習
熟
を
目
標
に
指

導
し
て
お
り
ま
す
。

　

平
成
25
年
10
月
に
五
十
里
彰
准
教
授
が
岐

阜
薬
科
大
学
生
化
学
講
座
教
授
と
し
て
転
出

さ
れ
、
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
本
学
出

身
で
あ
り
ま
す
山
崎
泰
広
講
師
に
は
4
年
生
、

大
学
院
生
に
と
っ
て
身
近
な
若
手
教
員
と
し

て
活
躍
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
平
成

24
年
４
月
よ
り
本
学
出
身
で
大
阪
大
学
薬
学

研
究
院
で
博
士
薬
学
の
学
位
を
取
得
さ
れ
た

山
口
賢
彦
助
教
を
採
用
し
、
4
年
生
、
大
学

院
生
に
と
っ
て
最
も
身
近
な
若
手
教
員
と
し

て
指
導
・
活
躍
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

当
分
野
は
医
療
薬
学
専
攻
基
礎
コ
ー
ス
と

し
て
高
度
な
知
識
、
技
能
を
持
ち
、
患
者
か

ら
発
せ
ら
れ
る
生
体
の
情
報
を
的
確
に
捉
え
、

医
療
ス
タ
ッ
フ
、
患
者
さ
ん
に
適
正
な
薬
物

療
法
を
提
案
で
き
る
能
力
を
持
っ
た
薬
剤
師

を
育
て
る
こ
と
を
目
標
に
日
夜
指
導
し
て
い

ま
す
。

　

研
究
面
で
は
遺
伝
情
報
に
基
づ
い
た
薬
物

代
謝
酵
素
た
ん
ぱ
く
質
、
ト
ラ
ン
ス
ポ
ー
タ
ー

な
ど
の
生
体
機
能
分
子
の
産
生
、
活
性
発
現

に
重
要
な
働
き
を
持
っ
て
い
る
転
写
因
子
と

そ
の
機
能
発
現
を
中
心
に
、
医
薬
品
の
有
害

事
象
回
避
に
繋
が
る
生
体
の
順
応
性
獲
得
能

力
に
関
す
る
課
題
に
取
組
ん
で
い
ま
す
。

主
要
な
研
究
課
題

1
）
核
内
受
容
体
を
介
し
た
薬
物
代
謝
Ⅰ
、

Ⅱ
相
酵
素
、
薬
物
ト
ラ
ン
ス
ポ
ー
タ
ー

遺
伝
子
転
写
調
節
機
構
の
研
究

2
）
脂
溶
性
メ
デ
ィ
エ
ー
タ
ー
に
着
目
し
た

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
新
規
発

症
機
序
の
解
明

3
）
肝
ト
ラ
ン
ス
ポ
ー
タ
ー
が
関
与
す
る
生

活
習
慣
病
発
生
機
構
の
解
明

4
）
炎
症
・
ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
に
関
わ
る
脂

溶
性
メ
デ
ィ
エ
ー
タ
ー
の
産
生
な
ら
び

に
活
性
発
現
調
節
機
構
の
研
究

5
）
体
質
別
医
療
を
目
指
し
た
生
体
調
節
因

子
お
よ
び
薬
物
代
謝
酵
素
遺
伝
子
異
常

の
解
析

6
）
脂
肪
組
織
由
来
間
葉
系
幹
細
胞
の
制
御

分
子
の
研
究

　

こ
れ
ま
で
の
当
教
室
が
誇
れ
る
主
要
な
研

究
成
果
と
し
て
i）
ケ
ミ
カ
ル
メ
デ
ィ
エ
ー

タ
ー
で
あ
る
血
小
板
活
性
化
因
子
Ｐ
Ａ
Ｆ
代

謝
酵
素
欠
損
家
系
の
発
見
と
そ
の
病
態
進
展

と
の
関
わ
り
、
ii）
体
質
性
黄
疸
に
関
わ
る
グ

ル
ク
ロ
ン
酸
抱
合
酵
素
Ｕ
Ｇ
Ｔ
１
Ａ
１
の
転

写
調
節
領
域
に
変
異
遺
伝
子
を
発
見
な
ど
が

あ
り
、
21
世
紀
の
医
療
に
必
要
と
さ
れ
て
い

る
体
質
（
遺
伝
情
報
）
に
基
づ
い
た
薬
物
療

法
に
貢
献
で
き
る
研
究
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

平
成
26
年
10
月
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
第
87

回
日
本
生
化
学
会
大
会
に
お
い
て
、
6
年
生

の
服
部
芳
規
君
が
優
秀
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
賞
を
受
賞
し
、
院
生
、
学
生
の
研
究
の
励

み
に
な
っ
て
い
ま
す
。
平
成
26
年
、D

rug 
M

etabolism
 and D

isposition

に
受
理
さ

れ
た
論
文
で
示
し
た
Ｐ
Ｘ
Ｒ
活
性
化
ス
キ
ー

ム
が
10
月
号
の
表
紙
に
掲
載
さ
れ
注
目
さ
れ

て
い
ま
す
。
大
学
院
修
士
課
程
、
学
部
生
の

修
了
・
卒
業
後
の
進
路
と
し
て
本
学
薬
学
研

究
科
進
学
、
公
務
員
、
企
業
、
病
院
薬
剤
師

希
望
者
が
多
く
現
在
活
動
中
で
す
。

 

教
授　

菅
谷
純
子
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薬学科 薬学科
生体機能薬学大講座 臨床薬学大講座
生化学分野
（生化学）

教 授 鈴 木 　 隆 臨床薬剤学分野
（臨床薬剤学）

教 授 賀 川 義 之
准教授 高 橋 忠 伸� 准教授 宮 嵜 靖 則
助 教� 南 彰 講 師 石 井 康 子
助 教 疋 田 智 也 講 師 内 野 智 信

衛生分子毒性学分野
（衛生分子毒性学）

教 授 吉 成 浩 一 臨床薬効解析学分野
（臨床薬効解析学）

教 授 伊 藤 邦 彦
准教授 講 師 井 上 和 幸
講 師 佐々木　崇　光 助 教 辻 　 大 樹
助 教 保 坂 卓 臣 助 教 平 井 啓 太

薬理学分野
（薬理学）

教 授 石 川 智 久 医薬品情報解析学分野
（医薬品情報解析学）

教 授 山 田 　 浩
准教授 齊 藤 真 也 講 師 川 崎 洋 平
講 師 小 原 一 男 実践薬学分野

（実践薬学）
教 授 並 木 徳 之

助 教 金 子 雪 子 准教授 内 田 信 也
医薬生命化学分野
（医薬生命化学）

教 授 奥 　 直 人 講 師 柏 倉 康 治
准教授 浅 井 知 浩�� 助 教 田　中　紫茉子
講 師 清 水 広 介�� 薬局管理学分野

（臨床薬剤学）
教 授

助 教 小 出 裕 之 助 教 谷 澤 康 玄
身体運動科学分野 准教授 窪 田 辰 政 薬科学科
※身体運動科学分野については大学だより窪田先生のご挨拶をご覧下さい 創薬科学大講座
科学英語分野� 講 師� ホーク　フィリップ 医薬品化学分野

（薬化学）
教 授 眞 鍋 　 敬

分子薬学大講座 講 師 岩 本 憲 人
生体機能分子分析学分野
（生体機能分子分析学）

教 授 豊 岡 利 正 助 教 小 西 英 之�
准教授 轟　木　堅一郎 助 教� 山 口 深 雪�
助 教 閔 　 俊 哲 生命物理化学分野

（生命物理化学）
教 授 橋 本 　 博�

助 教 水 野 　 初 准教授 石 川 吉 伸
医薬品製造化学分野
（医薬品製造化学）

教 授 菅 　 敏 幸 講 師 横 山 英 志
准教授 江 木 正 浩�� 助 教 原 　 幸 大
助 教 浅 川 倫 宏 医薬品創製化学分野

（医薬品創製化学）
教 授 濱 島 義 隆��

助 教 稲 井 　 誠 助 教 江 上 寛 通�
生薬学分野
（生薬学）

教 授 野 口 博 司 助 教 川 戸 勇 士
准教授 渡 辺 賢 二 生命薬科学大講座
講 師 梅 原 　 薫 統合生理学分野

（統合生理学）
教 授 武 田 厚 司�

助 教 恒 松 雄 太 准教授 海　野　けい子
医療薬学大講座 講 師 井 口 和 明
薬物動態学分野
（薬物動態学）

教 授 尾 上 誠 良 助 教 鈴 木 美 希
准教授 免疫微生物学分野

（免疫微生物学）
教 授 今 井 康 之

講 師 伊 藤 由 彦 講 師 三 宅 正 紀
助 教 世 戸 孝 樹 講 師 黒羽子　孝　太
助 教 佐 藤 秀 行 助 教 中 西 勝 宏

創剤科学分野
（創剤工学）

教 授 板 井 　 茂 大学院付属施設
准教授 野 口 修 治 創薬探索センター 教 授 浅 井 章 良
講 師 岩 尾 康 範 准教授 澤 田 潤 一

分子病態学分野
（分子病態学）

教 授 森 本 達 也 講 師 小 郷 尚 久
講 師 刀 坂 泰 史 助 教
助 教 砂 川 陽 一

生体情報分子解析学分野
（生体情報分子解析学）

教 授 菅 谷 純 子
准教授
講 師 山 崎 泰 広
助 教 山 口 賢 彦�

薬学部教室名および教員一覧（カッコ内は大学院薬学研究院）
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平
成
26
年
度
薬
学
生
涯
研
修
講
座
「
こ
れ

か
ら
期
待
さ
れ
る
在
宅
薬
剤
業
務
」
が
平
成

27
年
２
月
１
日
㈰
、
13
時
か
ら
17
時
、
静
岡

県
立
大
学
経
営
情
報
学
部
棟
１
階
４
１
０
９

講
義
室
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
や
、
病
院
・
薬
局
の
薬
剤
師
を
取
り
巻

く
環
境
は
目
ま
ぐ
る
し
く
変
わ
っ
て
お
り
、

診
療
報
酬
改
定
、
調
剤
報
酬
改
定
、
薬
事
法

改
正
等
、
次
々
と
対
応
を
迫
ら
れ
る
課
題
が

出
て
き
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
今
年
度
は

益
々
重
要
と
な
る
在
宅
患
者
訪
問
薬
剤
管
理

指
導
業
務
に
焦
点
を
当
て
、
薬
剤
師
が
知
っ

て
お
き
た
い
法
律
の
基
礎
知
識
・
注
意
点
、

及
び
具
体
的
な
在
宅
薬
剤
業
務
の
進
め
方
に

つ
い
て
の
講
演
を
聞
き
、
討
論
を
行
い
ま
し

た
。

　

教
育
講
演
は
、
中
外
合
同
法
律
事
務
所
弁

護
士
・
薬
剤
師
の
赤
羽
秀
宜
先
生
よ
り
「
在

宅
薬
剤
業
務
を
行
う
上
で
知
っ
て
お
き
た
い

法
律
上
の
注
意
点
」
に
つ
い
て
ご
講
演
頂
き

ま
し
た
。
薬
剤
師
の
実
務
経
験
を
有
す
る
先

生
は
、
在
宅
業
務
を
行
う
上
で
の
リ
ス
ク
、

新
た
に
制
定
さ
れ
た
医
薬
品
医
療
機
器
等
法

に
よ
る
調
剤
業
務
、
法
改
正
に
伴
う
対
策
に

つ
い
て
、
先
生
の
経
験
談
を
ま
じ
え
な
が
ら

分
か
り
易
く
解
説
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
参
加
者
は
６
つ
の
小
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
、
在
宅
業
務
の
具
体
的
な
進
め
方

に
つ
い
て
討
議
（
Ｓ
Ｇ
Ｄ
）
を
行
い
ま
し
た
。

エ
ー
ザ
イ
株
式
会
社
の
中
原
敬
介
講
師
が
認

知
症
患
者
へ
の
対
応
に
つ
い
て
の
具
体
例
を

ス
ラ
イ
ド
を
用
い
て
説
明
を
し
た
後
に
、
小

グ
ル
ー
プ
内
で
の
討
論
、
次
い
で
、
グ
ル
ー

プ
間
で
の
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

当
日
は
真
っ
白
な
雪
を
か
ぶ
っ
た
美
し
い

富
士
山
を
望
め
る
好
天
に
恵
ま
れ
、
50
名
の

参
加
者
は
、
直
面
す
る
薬
剤
師
の
あ
り
方
に

つ
い
て
多
く
の
事
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、
多

く
の
事
が
課
題
で
あ
る
こ
と
を
再
認
識
し
ま

し
た
。

平
成
26
年
度
薬
学
生
涯
研
修
講
座 

開
催
報
告

平
成
26
年
度
薬
学
生
涯
研
修
講
座
運
営
委
員
会 

委
員
長

食
品
環
境
研
究
セ
ン
タ
ー
特
任
教
授若　

林　
敬　
二

（
昭
和
46
年
卒
）

薬剤師が知っておくべき法律上の注意点についての講義（赤羽根先生）講義形式で在宅ワークの実際を学ぶ（エーザイ）

認知症患者への対応事例を学ぶ事例DVD視聴後のグループワーク
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関
西
支
部

静
薬
学
友
会
総
会
が
関
西
で
盛
大
に
開
催

支
部
長　

河

本

光

宏

（
昭
和
57
年
卒
）

　

静
薬
学
友
会
員
の
皆
様
に
は
、
関
西
支
部

の
活
動
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
感
謝

を
申
し
上
げ
ま
す
。
特
に
、
関
西
支
部
会
員

の
皆
様
に
つ
き
ま
し
て
は
、
昨
年
（
平
成
26

年
）
の
支
部
総
会
に
引
き
続
き
、
今
年
5
月

24
日
の
学
友
会
総
会
の
関
西
で
の
開
催
に
対

し
ま
し
て
、
ご
参
加
を
頂
き
、
ま
た
運
営
等

に
ご
協
力
を
頂
き
ま
し
た
こ
と
に
厚
く
御
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。
遠
路
お
越
し
頂
い
た

方
々
、
演
者
の
方
、
各
支
部
長
、
本
部
役
員

や
事
務
局
員
等
の
皆
様
に
も
心
か
ら
御
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　

学
友
会
総
会
は
、
京
都
平
安
ホ
テ
ル
に
於

い
て
、
94
名
の
参
加
を
賜
り
、
幅
広
い
年
代

の
卒
業
生
（
静
岡
薬
学
専
門
学
校
～
静
岡
薬

科
大
学
～
静
岡
県
立
大
学
薬
学
部
）
が
集
い
、

盛
大
な
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
ご
都
合
等
で

当
日
欠
席
の
方
も
お
ら
れ
ま
し
た
が
、
参
加

申
し
込
み
は
100
名
を
超
え
、
多
く
の
皆
様
に

関
心
を
お
持
ち
頂
い
た
こ
と
は
、
大
変
に
嬉

し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。
総
会
の
も
よ
う
は
、

多
く
の
写
真
と
共
に
学
友
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
是
非
ご
覧

頂
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
ス
ト
ッ
ク

写
真
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

　

当
日
の
進
行
と
し
ま
し
て
、
総
会
の
前
に

支
部
長
会
が
開
催
さ
れ
、
特
集
号
担
当
支
部
、

災
害
義
捐
金
基
金
創
設
と
被
災
者
情
報
の
収

集
、
支
部
と
本
部
の
連
携
強
化
策
、
支
部
活

動
費
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

支
部
長
と
し
て
積
極
的
に
発
言
を
さ
せ
て
頂

く
こ
と
が
で
き
、
有
難
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　

総
会
に
入
り
、
議
案
の
審
議
が
行
わ
れ
ま

し
た
（
写
真
1
）。
議
事
の
内
容
は
本
会
報

第
82
号
に
掲
載
さ
れ
た
「
平
成
27
年
度
静
薬

学
友
会
総
会
議
事
録
」
を
ご
覧
頂
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。
ま
た
、
出
席
者
の
お
名
前
も
掲

載
さ
れ
て
い
ま
す
。
各
支
部
活
動
報
告
に
お

い
て
は
、
関
西
支
部
の
活
動
報
告
と
共
に
、

総
会
に
参
加
で
き
運
営
に
携
わ
っ
て
頂
い
た

支
部
役
員
を
紹
介
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
（
写

真
2
）。

　

議
事
の
後
、
講
演
会
と
な
り
、
田
宮
憲
一

先
生
（
厚
生
労
働
省
医
薬
食
品
局
総
務
課
医

薬
情
報
室
長
）
は
「
薬
務
行
政
の
最
近
の
動

向
と
薬
剤
師
へ
の
期
待
」
と
題
し
、
鈴
木
康

夫
先
生
（
昭
和
39
年
卒
・
静
岡
県
立
大
学
名

誉
教
授
）
は
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス

の
宿
主
域
―
最
新
の
情
報
―
」
と
題
し
て
、

特
別
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

田
宮
先
生
の
特
別
講
演
で
は
、
最
近
の
制

度
改
正
、
医
薬
分
業
を
巡
る
議
論
と
薬
局
・

薬
剤
師
の
将
来
像
に
つ
い
て
お
話
を
さ
れ
ま

し
た
（
写
真
3
）。
制
度
改
正
の
中
で
も
、

先
駆
け
パ
ッ
ケ
ー
ジ
戦
略
、
再
生
医
療
の
早

期
実
用
化
に
対
応
し
た
承
認
制
度
や
保
険
適

用
は
期
待
が
高
ま
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

薬
局
・
薬
剤
師
を
取
り
巻
く
環
境
や
将
来
像

と
し
て
、
薬
剤
師
の
在
宅
医
療
へ
の
積
極
的

な
関
与
、
チ
ー
ム
医
療
の
中
で
の
か
か
り
つ

け
薬
局
の
構
築
や
薬
剤
師
の
貢
献
、
患
者
に

必
要
と
さ
れ
医
薬
分
業
の
メ
リ
ッ
ト
が
実
感

さ
れ
る
よ
う
な
薬
局
・
薬
剤
師
の
あ
り
方
、

薬
局
・
薬
剤
師
を
活
用
し
た
健
康
情
報
拠
点

の
推
進
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
に
お
け

る
薬
局
・
薬
剤
師
の
機
能
向
上
、
Ｐ
Ｍ
Ｄ
Ａ

（
医
薬
品
医
療
機
器
総
合
機
構
）
の
審
査
報

告
書
の
情
報
か
ら
の
応
用
な
ど
、
薬
剤
師
に

求
め
ら
れ
て
い
る
も
の
は
大
き
い
と
思
わ
れ

支
部
だ
よ
り

講師の田宮憲一先生（写真3） 関西支部役員（写真2）

総会の様子（写真1）
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ま
し
た
。

　

鈴
木
先
生
の
特
別
講
演
で
は
、
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
の
流
行
と
死
亡
者
数
、
Ａ
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
の
特
徴
と
野
生
水
鳥
、
高
病
原
性

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
ヒ
ト
へ
の
伝
播
、
低

病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
高
い
ヒ
ト
致

死
率
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
の
変
異
、
新
型

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
の
発
生
、
鳥
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
の
ヒ
ト
型
レ
セ
プ

タ
ー
結
合
性
変
異
を
監
視
す
る
新
し
い
デ
バ

イ
ス
や
キ
ッ
ト
が
開
発
さ
れ
つ
つ
あ
る
こ
と

な
ど
、
長
年
の
研
究
を
ま
と
め
て
話
し
て
頂

き
ま
し
た
（
写
真
4
）。
昨
年
は
エ
ボ
ラ
出

血
熱
の
拡
大
に
不
安
を
覚
え
ま
し
た
が
、
人

類
は
ウ
イ
ル
ス
と
の
戦
い
と
も
言
わ
れ
、
ウ

イ
ル
ス
は
身
近
な
脅
威
と
も
な
っ
て
お
り
、

ご
講
演
で
知
識
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　

お
二
人
の
特
別
講
演
の
ス
ラ
イ
ド
資
料
が

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
参
考

に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

個
人
的
に
は
、
鈴
木
先
生
は
、
同
じ
生
化

学
教
室
で
お
世
話
に
な
り
、
田
宮
先
生
は
、

15
年
ほ
ど
前
に
日
本
製
薬
工
業
協
会
で
Ｉ
Ｃ

Ｈ
（
日
米
Ｅ
Ｕ
医
薬
品
規
制
調
和
国
際
会

議
）
を
担
当
し
て
い
た
時
に
、
Ｉ
Ｃ
Ｈ
の
活

動
で
ご
一
緒
を
さ
せ
て
頂
い
た
こ
と
か
ら
、

ど
ち
ら
も
懐
か
し
く
、
拝
聴
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
。

　

講
演
会
を
終
え
、
懇
親
会
に
移
る
前
に
、

全
体
の
記
念
撮
影
を
行
い
、
懇
親
会
に
参
加

で
き
な
い
方
も
写
真
に
納
ま
っ
て
頂
き
ま
し

た
（
写
真
５
・
６
）。

　

懇
親
会
で
は
、
関
西
支
部
役
員
が
司
会
進

行
を
仰
せ
つ
か
り
、
和
や
か
に
進
み
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
に
な
い
企
画
と
し
て
、
本
部
事

務
局
に
お
願
い
し
た
懐
か
し
い
写
真
、
支
部

役
員
が
撮
影
し
た
小
鹿
周
辺
の
写
真
を
鑑
賞

し
、
思
い
出
を
語
っ
て
頂
き
ま
し
た
（
写
真

７
・
８
）。
さ
ら
に
、
関
西
支
部
総
会
懇
親
会

で
は
恒
例
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
卒
業
年
代

で
ま
と
ま
っ
た
近
況
報
告
（
中
に
は
余
興
）

で
会
場
が
盛
り
上
が
り
ま
し
た
（
写
真
９
～

14
）。
身
体
に
や
さ
し
い
着
席
ス
タ
イ
ル
の

ブ
ッ
フ
ェ
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
円
卓
テ
ー
ブ
ル

で
も
会
話
に
花
が
咲
き
（
写
真
15
）、
あ
っ

と
言
う
間
に
お
開
き
の
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

　

全
体
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
学
友
会

総
会
の
関
西
で
の
開
催
に
つ
き
ま
し
て
は
、

横
倉
静
薬
学
友
会
長
か
ら
打
診
が
あ
り
ま
し

た
際
に
は
、
関
西
支
部
総
会
（
隔
年
開
催
）

の
翌
年
開
催
に
な
る
こ
と
か
ら
、
幾
分
躊
躇

し
ま
し
た
が
、
支
部
役
員
の
皆
様
が
前
向
き

に
受
け
止
め
て
頂
き
、
お
受
け
す
る
判
断
が

で
き
ま
し
た
こ
と
は
、
大
変
に
有
難
い
こ
と

で
し
た
。

　

特
に
、
こ
れ
ま
で
の
関
西
支
部
総
会
と
今

回
の
総
会
を
通
じ
て
、
初
め
て
参
加
、
あ
る

い
は
久
し
ぶ
り
に
参
加
さ
れ
た
方
が
少
な
か

ら
ず
お
ら
れ
、
懇
親
の
輪
が
広
が
っ
た
こ
と
、

総
会
で
の
議
案
審
議
に
お
い
て
、
支
部
会
員

の
方
か
ら
建
設
的
な
質
問
・
提
案
が
な
さ
れ

た
こ
と
は
特
筆
す
べ
き
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　
「
関
西
で
総
会
を
開
催
す
る
か
ら
に
は
」

と
の
思
い
で
、
講
演
会
の
演
者
に
つ
い
て
は
、

横
倉
会
長
に
ご
無
理
を
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、

幅
の
あ
る
テ
ー
マ
で
最
新
の
専
門
性
に
富
ん

だ
興
味
深
い
特
別
講
演
を
拝
聴
す
る
こ
と
が

で
き
、
大
変
有
意
義
な
総
会
に
な
っ
た
も
の

と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

支
部
長
と
し
ま
し
て
、
運
営
や
進
行
も
兼

ね
て
お
り
、
お
一
人
お
一
人
に
十
分
行
き
届

き
ま
し
た
か
ど
う
か
、
心
も
と
な
く
、
ご
参

加
頂
き
ま
し
た
皆
様
に
は
、
ご
容
赦
を
お
願

い
申
し
上
げ
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

講師の鈴木康夫先生（写真4）

平成27年度総会集合写真1（写真5）　H27.5 .24　於 京都平安ホテル

平成27年度総会集合写真2（写真6）
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来
年
平
成
28
年
は
、
記
念
す
べ
き
静
薬
創

立
100
周
年
を
迎
え
、
７
月
に
は
記
念
の
諸
行

事
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
関
西
支
部
か
ら

も
参
加
を
募
り
、
祝
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

次
の
関
西
支
部
総
会
は
平
成
30
年
６
月
に

開
催
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
是
非

多
く
の
会
員
の
皆
様
に
ご
参
集
頂
き
、
交
流

が
進
め
ば
幸
い
で
す
。
今
後
と
も
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

末
筆
と
な
り
ま
し
た
が
、
会
員
の
皆
様
の

益
々
の
ご
健
勝
、
ご
活
躍
を
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。

河村支部顧問を中心に支部活動を推進（写真9）

小鹿周辺を語る友村支部幹事（写真8）

近況報告（写真11）

横倉会長と共にエピソードを語る（写真10）

懐かしい写真で思い出を語る（写真7）
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着席のビュッフェスタイルで盛り上がる懇親会（写真15）

薬大から県大へ、支部活動を広げる（写真14）

近況報告（写真12）

近況報告（写真13）
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北
海
道
支
部支

部
長　

水

島

教

之

（
昭
和
54
年
卒
）

　

今
北
海
道
は
一
年
の
中
で
一
番
過
し
や
す

い
快
適
な
時
期
で
す
。

　

快
適
な
時
期
な
の
に
何
故
か
、
憂
鬱
で
た

め
い
き
ば
か
り
つ
い
て
い
ま
す
。

　

調
剤
薬
局
に
勤
務
し
て
い
る
方
に
は
共
通

の
悩
み
、
長
引
く
薬
局
バ
ッ
シ
ン
グ
、
そ
し
て

追
い
打
ち
を
か
け
る
か
の
よ
う
に
相
次
い
で

発
覚
し
た
薬
局
未
記
載
や
無
資
格
調
剤
…
…

　

周
囲
の
批
判
に
耐
え
な
が
ら
、
毎
日
が
ん

ば
っ
て
い
る
の
に
な
か
な
か
理
解
さ
れ
な
い

日
々
。

　

ど
う
し
て
調
剤
薬
局
は
も
う
か
っ
て
い
る

と
思
わ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

う
ち
の
薬
局
は
そ
ん
な
に
も
う
か
っ
て
い

な
い
の
に
。

　

ぼ
く
も
来
年
は
還
暦
を
迎
え
る
年
に
な
り

ま
し
た
。

　

長
期
実
習
受
け
入
れ
・
各
大
学
企
業
説
明

会
な
ど
の
努
力
が
実
っ
て
き
た
の
か
、
今
年

当
薬
局
に
も
新
人
薬
剤
師
が
入
社
し
て
き
ま

し
た
。

　

何
と
か
薬
剤
師
の
不
足
な
く
、
仕
事
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
新
人
薬
剤
師
の
た
め
に
も
、
将
来
薬

剤
師
を
志
す
薬
学
生
の
た
め
に
も
が
ん
ば
り

ど
こ
ろ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

地
域
社
会
に
薬
剤
師
を
理
解
し
て
も
ら
う

た
め
、
老
健
・
介
護
支
援
事
業
所
・
老
人

ホ
ー
ム
で
話
を
し
て
い
ま
す
。

　

薬
剤
師
は
調
剤
師
で
な
い
で
す
よ
（
岩
見

沢
市
の
広
報
に
調
剤
師
と
書
か
れ
て
し
ま
い

ま
し
た
）、

　

調
剤
以
外
に
も
た
く
さ
ん
の
こ
と
で
、
地

域
住
民
と
関
わ
っ
て
い
る
ん
で
す
よ
と
話
し

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も　

薬
剤
師
の
た
め
に
、
未
来

の
薬
剤
師　

薬
学
生
の
た
め
に　

が
ん
ば
っ

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

そ
し
て
こ
れ
か
ら
は
い
い
こ
と
が
あ
り
ま

す
よ　

き
っ
と
…
…

長
野
県
支
部

近
況
に
つ
い
て支

部
長　

勝

山

善

彦

（
昭
和
57
年
卒
）

　

静
薬
卒
業
後
33
年
が
過
ぎ
そ
ろ
そ
ろ
定
年

も
近
く
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。
自
分
と
し

て
は
ま
だ
若
い
つ
も
り
で
す
が
、
階
段
は
息

切
れ
が
す
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
修

士
課
程
修
了
後
、
全
田
浩
先
生
の
お
ら
れ
た

信
州
大
学
医
学
部
附
属
病
院
に
薬
剤
師
と
し

て
就
職
し
、
そ
の
後
、
昭
和
伊
南
総
合
病
院

薬
剤
部
、
信
州
大
学
医
学
部
法
医
学
教
室
助

手
を
へ
て
、
現
在
、
信
州
大
学
医
学
部
附
属

病
院
薬
剤
部
に
戻
り
薬
剤
師
を
や
っ
て
お
り

ま
す
。
全
田
先
生
が
尽
力
さ
れ
て
い
た
薬
学

教
育
6
年
制
の
卒
業
生
を
迎
え
る
の
も
す
で

に
4
回
目
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
大
学
病
院

の
薬
剤
部
に
い
る
と
多
く
の
学
生
さ
ん
と
接

す
る
機
会
が
あ
り
、
医
学
部
の
学
生
の
ポ
リ

ク
リ
、
医
学
部
保
健
学
科
の
学
生
の
臨
床
検

査
の
実
習
、
薬
学
部
5
年
生
の
実
務
実
習
な

ど
で
、
い
ず
れ
も
業
務
で
行
っ
て
い
る
Ｔ
Ｄ

Ｍ
に
関
し
て
の
実
習
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

医
師
の
Ｔ
Ｄ
Ｍ
の
理
解
た
め
、
医
学
生
の
時

か
ら
Ｔ
Ｄ
Ｍ
の
実
習
を
行
っ
て
お
り
、
益
々
、

薬
剤
師
に
対
し
Ｔ
Ｄ
Ｍ
に
関
す
る
要
求
も
大

き
く
な
り
ま
す
。
保
健
学
科
の
学
生
は
Ｔ
Ｄ

Ｍ
の
測
定
に
関
し
て
、
ま
た
そ
の
結
果
の
解

釈
に
つ
い
て
実
習
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
薬

学
部
5
年
生
の
実
務
実
習
で
は
院
内
製
剤
と

Ｔ
Ｄ
Ｍ
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
院
内
製
剤
に

つ
い
て
は
事
前
実
習
に
行
い
に
く
い
分
野
で

す
。
Ｔ
Ｄ
Ｍ
に
関
し
て
は
初
め
て
実
際
の
患

者
の
デ
ー
タ
に
学
生
が
接
し
、
検
査
値
の
読

み
方
、
薬
に
つ
い
て
、
薬
物
動
態
に
つ
い
て

な
ど
総
合
的
に
判
断
し
、
患
者
の
処
方
設
計

に
つ
い
て
考
え
て
い
ま
す
。
若
い
人
た
ち
に

付
い
て
い
け
る
よ
う
も
う
し
ば
ら
く
頑
張
っ

て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
静
薬
学
友
会
長
野

県
支
部
総
会
は
2
年
に
1
回
の
開
催
と
な
っ

て
お
り
、
来
年
が
開
催
の
年
と
な
り
ま
す
。

支
部
会
員
の
皆
様
に
は
来
年
に
な
り
ま
し
た

ら
連
絡
い
た
し
ま
す
の
で
、
多
く
の
方
の
参

加
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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関
東
支
部

平
成
27
年
度
薬
学
系
就
職
説
明
会
で
の

学
友
会
コ
ー
ナ
ー
の
設
置

支
部
長　

仲

谷

博

明

（
昭
和
45
年
卒
）

　

本
就
職
説
明
会
は
薬
学
部
が
主
催
し
て
平

成
25
年
度
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
在
校
生
に

限
ら
ず
広
く
薬
学
系
で
の
就
職
を
考
え
て
い

る
学
生
諸
君
に
情
報
提
供
、
就
職
案
内
な
ど

を
す
る
も
の
で
す
。
製
薬
企
業
、
卸
売
業
、

病
院
、
薬
局
、
官
公
庁
な
ど
が
、
一
人
で
も

多
く
の
学
生
に
自
分
の
施
設
・
団
体
等
に
つ

き
知
っ
て
も
ら
い
、
興
味
を
持
っ
て
も
ら
い
、

就
職
の
候
補
先
に
組
み
入
れ
て
も
ら
う
よ
う

ア
ピ
ー
ル
す
る
の
で
す
。

　

参
加
す
る
施
設
・
団
体
等
は
25
年
度
が
50

余
、
26
年
度
が
100
余
、
そ
し
て
今
年
度
は
200

余
と
、
倍
々
で
増
え
て
き
て
お
り
、
会
場
は

熱
気
に
溢
れ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
学
部
・
大
学
院
生
な
ど
学
生
の

数
も
年
々
増
加
し
、
今
年
度
は
200
名
を
超
え

た
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

関
東
支
部
で
は
昨
年
度
か
ら
、
ど
の
業
態

に
も
偏
ら
な
い
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
な
立
場
で
の

情
報
提
供
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
を
強
み
に

参
画
し
て
い
ま
す
。
学
生
か
ら
の
質
問
に
メ

リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
説

明
し
、
進
路
選
択
の
一
助
と
な
る
よ
う
心
が

け
て
い
ま
す
。

　

初
め
て
参
加
し
た
昨
年
度
は
、
ど
の
よ
う

な
場
か
と
い
う
こ
と
も
理
解
し
な
い
ま
ま
徒

手
空
拳
で
出
向
き
ま
し
た
の
で
、
当
方
に
も

学
生
側
に
も
戸
惑
い
が
あ
り
、
対
面
で
話
し

を
し
て
あ
げ
る
機
会
は
必
ず
し
も
多
く
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
こ
で
今
年
度
は
、
昨
年
度
の
反
省
を
踏

ま
え
、
体
制
の
充
実
を
図
り
ま
し
た
。

　

一
つ
は
、
関
東
支
部
と
し
て
の
活
動
か
ら

静
薬
学
友
会
と
し
て
の
活
動
へ
の
グ
レ
ー
ド

ア
ッ
プ
で
す
。
し
か
も
薬
学
部
の
ご
配
慮
に

よ
り
一
等
地
に
学
友
会
ブ
ー
ス
を
用
意
し
て

も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

二
つ
目
は
、
製
薬
企
業
の
（
営
業
）、（
生

産
）、（
薬
事
）、
卸
売
販
売
業
、
薬
局
経
営
、

病
院
薬
剤
師
、
公
務
員
（
行
政
）、
医
薬
品

医
療
機
器
総
合
機
構
（
Ｐ
Ｍ
Ｄ
Ａ
）
と
い
う

表
札
を
作
り
、
対
応
で
き
る
業
種
を
明
確
に

し
た
こ
と
で
す
。
し
か
も
、
そ
れ
ぞ
れ
に
対

応
で
き
る
強
力
な
布
陣
で
対
応
す
る
こ
と
と

し
た
の
で
す
。

　

例
年
よ
り
会
場
に
来
た
学
部
・
大
学
院
生

等
が
多
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
学
友
会
ブ
ー

ス
も
ひ
っ
き
り
な
し
に
学
生
が
立
ち
寄
り
、

様
々
な
質
問
、
不
安
を
投
げ
か
け
て
く
れ
て

い
ま
し
た
。
低
学
年
の
学
生
で
は
、
様
々
な

先
輩
か
ら
色
々
と
情
報
を
得
て
、
進
路
に
つ

い
て
は
こ
れ
か
ら
じ
っ
く
り
考
え
よ
う
と
い

う
ス
タ
ン
ス
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

一
方
、
大
学
院
生
な
ど
で
、
既
に
殆
ど
進

路
を
確
定
し
て
い
て
再
確
認
の
た
め
に
話
を

聞
き
た
い
と
い
う
方
も
い
ま
し
た
。
変
わ
り

種
で
は
、
警
察
の
よ
う
な
業
務
を
し
た
い
と

い
う
女
子
学
生
も
い
て
、
麻
薬
取
締
官
（
拳

銃
を
所
持
す
る
こ
と
も
あ
る
仕
事
で
す
）
の

経
験
が
あ
る
安
倍
さ
ん
の
話
を
興
味
津
々
で

聞
い
て
い
る
と
い
う
場
面
も
あ
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
後
輩
た
ち
の
就
職
活
動
に
少
し

で
も
役
立
つ
よ
う
に
工
夫
を
し
な
が
ら
、
本

事
業
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

最
後
に
、
当
日
ご
協
力
下
さ
っ
た
岩
崎
年

史
さ
ん
（
Ｓ
46
卒
）、
安
倍
道
治
さ
ん
（
Ｓ

46
卒
）、
長
谷
川
隆
一
さ
ん
（
Ｓ
47
卒
）、
越

田　

晃
さ
ん
（
Ｓ
59
卒
）、
大
澤
勝
一
さ
ん

（
Ｓ
59
卒
）、
中
村
和
重
さ
ん
（
Ｈ
04
卒
）
に

感
謝
し
て
本
稿
を
閉
じ
ま
す
。

立て看板

賀川薬学部長挨拶
対応したＯＢ（後列向かって左が筆者）

説明風景①

説明風景②
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北
陸
支
部

第
4
回
北
陸
支
部
総
会
の
報
告

支
部
長　

村

松

郁

延

（
昭
和
44
年
卒
）

　

平
成
27
年
6
月
28
日
、
福
井
、
石
川
、
富

山
、
新
潟
の
4
県
で
構
成
さ
れ
る
北
陸
支
部

の
第
4
回
総
会
が
、
本
部
か
ら
の
2
名
・
支

部
会
員
11
名
の
参
加
を
得
て
、
ホ
テ
ル
ラ
ン

グ
ウ
ッ
ド
新
潟
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
門
脇
真
支
部
長
の
挨
拶
、
事

務
局
か
ら
の
会
計
報
告
の
後
、
横
倉
輝
男
会

長
に
よ
り
新
学
長
の
紹
介
な
ど
大
学
の
近
況

が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
、
昨
年
、
平

野
信
三
氏
（
昭
和
29
年
卒
、
福
井
市
在
住
）

が
、
旭
日
双
光
章
を
叙
勲
さ
れ
た
慶
事
が
事

務
局
か
ら
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
後
の
講
演
会
で
は
、
山
田
静
雄
・
薬

食
研
究
推
進
セ
ン
タ
ー
特
任
教
授
に
よ
る
、

「
薬
と
食
の
相
互
理
解
に
よ
る
健
康
科
学
の

実
践
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
新
し
い
医
療
薬
学

分
野
と
今
後
の
展
望
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

懇
親
会
は
、
寺
田
欽
造
氏
（
昭
和
42
年
卒
）

の
乾
杯
後
、
一
人
一
人
の
近
況
と
在
学
当
時

を
振
り
返
っ
た
話
題
で
盛
り
上
が
り
、
和
や

か
な
交
流
の
場
と
な
り
ま
し
た
。　

　

次
回
は
、
二
十
八
年
度
秋
に
、
福
井
で
開

催
予
定
で
す
。

第
4
回
静
薬
学
友
会
北
陸
支
部
総
会　
議
事
録

日
時
：
平
成
27
年
6
月
28
日
㈰　

13
時
～

場
所
：
ホ
テ
ル
ラ
ン
グ
ウ
ッ
ド
新
潟

Ⅰ　
出
欠
状
況
：
出
席
会
員
数
13
名

（
本
部
か
ら
参
加
の
横
倉
輝
男
会
長
、
講

師
の
山
田
静
雄
先
生
を
含
む
）

Ⅱ　
議
事
：

1.
　
本
部
報
告

　

横
倉
輝
男
静
薬
学
友
会
会
長
か
ら
、
県
立

大
の
新
学
長
が
決
ま
っ
た
こ
と
と
県
立
大
お

よ
び
学
友
会
の
近
況
に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ

た
。

2.
　
支
部
報
告

　

門
脇
支
部
長
か
ら
、
平
成
25
・
26
年
の
活

動
報
告
が
あ
っ
た
。

　

事
務
局
か
ら
、
以
下
の
3
名
の
会
員
に
つ

い
て
活
動
報
告
が
あ
っ
た
。

平
野　

信
三 

氏
（
昭
和
29
年
卒
）

２
０
１
４
年
11
月　

旭
日
双
光
章　

叙
勲

２
０
１
２
年
2
月　

福
井
県
保
健
衛
生
功
労
省

村
松　

郁
延 
氏
（
昭
和
44
年
卒
）

２
０
１
２
年
2
月　
福
井
県
科
学
学
術
大
賞
（
医
学
・
生
理
学
分
野
）

山
下　

和
夫 

氏
（
昭
和
56
年
卒
）

２
０
１
２
年
12
月　
第
2
回 
発
砲
ス
チ
ロ
ー
ル
ア
イ
デ
ア
大
賞

3.
　
役
員
の
選
出

　

規
約
に
従
い
、
平
成
27
・
28
年
度
、
2
年

間
の
役
員
を
選
出
し
た
。

北
陸
支
部
会
支
部
長
：
村
松　

郁
延

福
井
県
副
支
部
長
：
村
松　

郁
延

石
川
県
副
支
部
長
：
門
脇　
　

真

新
潟
県
副
支
部
長
：
山
下　

和
夫

事
務
及
び
会
計
担
当
役
員
：
村
松　

郁
延

監
事（
2
名
）：
杉
山
朋
美
、
村
岡
道
夫

北
陸
支
部
事
務
局
： 

福
井
県
吉
田
郡
永
平
寺
町

松
岡
芝
原
3
丁
目
18
－
3

4.
　
会
計
報
告

　

事
務
局
か
ら
平
成
25
－
26
年
度
の
会
計
報

告
が
あ
り
、
承
認
さ
れ
た
。

5.
　
次
期
支
部
総
会
の
開
催
に
つ
い
て

　

平
成
28
年
度
秋
季
に
福
井
市
で
開
催
す
る

こ
と
と
し
た
。

Ⅲ
特
別
講
演

　

静
岡
県
立
大
学
薬
食
研
究
推
進
セ
ン
タ
ー

長
の
山
田
静
雄
先
生
が
「
薬
と
食
の
相
互
理

解
に
よ
る
健
康
科
学
の
実
践
」
と
い
う
題
目

で
講
演
し
た
。

懇
親
会　

14
時
30
分
～
16
時
30
分

 

（
同
ホ
テ
ル
ラ
ン
グ
ウ
ッ
ド
新
潟
）

本部から横倉会長、講演会講師として山田静雄先生が参加

初めての新潟での開催となった
第4回静薬学友会北陸支部総会　Ｈ27.6 .28　於　ホテルラングウッド新潟
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静
岡
県
支
部

静
岡
県
支
部
総
会
の
報
告

支
部
長　

杉

井

邦

好

（
昭
和
55
年
卒
）

　

今
年
の
１
月
25
日
㈰
に
静
岡
市
葵
区
伝
馬

町
の
ホ
テ
ル
シ
テ
ィ
オ
静
岡
で
静
岡
県
支
部

総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
総
会
に
は
来
賓
と

し
て
横
倉
会
長
、
木
苗
学
長
を
お
招
き
し
、

約
60
人
の
会
員
に
御
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
年
の
総
会
に
は
で
き
る
だ
け
若
い
方
々
に

も
参
加
い
た
だ
く
よ
う
声
か
け
を
し
、
平
成

26
年
卒
の
杉
山
智
啓
君
を
は
じ
め
、
平
成
年

代
の
卒
業
生
も
18
人
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

総
会
後
の
講
演
会
で
は
、
私
が
「
危
険
ド

ラ
ッ
グ
の
現
状
と
対
策
」、
３
月
で
御
退
官

さ
れ
る
木
苗
学
長
に
こ
れ
ま
で
の
集
大
成
と

い
え
る
「
健
康
長
寿
社
会
へ
の
挑
戦
と
私
の

役
割
」
に
つ
い
て
御
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

ま
た
、
懇
親
会
で
は
、
若
い
方
か
ら
大
先

輩
ま
で
の
幅
広
い
年
代
で
の
懇
親
を
深
め
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

な
お
、
木
苗
学
長
は
今
年
の
５
月
か
ら
静

岡
県
教
育
長
に
就
任
さ
れ
、
県
議
会
で
も
教

育
に
関
す
る
多
く
の
質
問
が
出
て
、
答
弁
さ

れ
る
な
ど
以
前
に
も
増
し
て
お
忙
し
い
日
々

を
送
ら
れ
て
お
り
ま
す
。『
現
場
で
「
見
る
、

聞
く
、
話
す
」
の
実
践
』
を
掲
げ
ら
れ
て
お

り
、
静
岡
県
の
教
育
が
大
き
く
変
わ
る
の
で

は
な
い
か
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
徳
川
家
康
公
薨
去（
こ
う
き
ょ
）

四
百
年
に
当
り
、
家
康
公
が
礎
を
築
い
た

「
世
界
史
上
例
を
み
な
い
平
和
国
家
」
で

「
究
極
の
循
環
型
社
会
」、
ま
た
「
文
化
の
成

熟
期
」
で
も
あ
っ
た
徳
川
時
代
を
再
考
し
、

そ
の
知
恵
を
未
来
の
日
本
、
そ
し
て
未
来
の

世
界
へ
発
信
す
る
と
い
う
「
家
康
公
四
百
年

祭
」
が
行
わ
れ
、
家
康
公
ゆ
か
り
の
地
で
あ

る
静
岡
市
・
浜
松
市
・
岡
崎
市
を
は
じ
め
と

す
る
各
地
で
12
月
ま
で
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
家
康
公
は
ど
こ
に
眠
る
の
で

し
ょ
う
か
。
本
当
に
日
光
東
照
宮
で
し
ょ
う

か
。

　

通
説
で
は
「
元
和
２
年
（
１
６
１
６
）
４

月
17
日
に
死
去
し
た
家
康
の
遺
骸
は
久
能
山

東
照
宮
の
廟
所
へ
埋
葬
、
翌
元
和
３
年
（
１

６
１
７
）
３
月
15
日
、
家
康
の
遺
骨
を
納
め

た
棺
は
金
輿（
き
ん
よ
）
に
移
さ
れ
久
能
山
を

出
発
、
４
月
４
日
に
日
光
に
到
着
。
墓
所
と

し
て
の
奥
の
院
に
安
置
さ
れ
、
盛
大
な
遷
宮

の
儀
式
が
取
り
行
わ
れ
た
。」
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

し
か
し
、
久
能
山
東
照
宮
の
落
合
宮
司
は

「
家
康
公
は
今
も
こ
こ
に
眠
っ
て
い
る
と

思
っ
て
い
る
」
と
話
さ
れ
て
い
ま
す
。「
四

角
い
棺（
ひ
つ
ぎ
）
の
中
に
正
装
し
て
座
し
、

西
を
向
い
て
い
る
は
ず
。
遺
体
を
日
光
に
運

ん
だ
の
な
ら
、
久
能
山
に
大
き
な
墓
を
建
て

る
必
要
は
な
か
っ
た
」
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
改
葬
を
取
り
仕
切
っ
た
僧
・
天
海

が
「
あ
れ
ば
あ
る
無
け
れ
ば
な
し
と
駿
河
な

る
く
の
な
き
神
の
宮
う
つ
し
か
な
」
と
い
う

和
歌
を
残
し
て
い
る
こ
と
も
そ
の
証
左
だ
と

し
て
い
ま
す
。「
く
の
な
き
」
は
「
躯
（
く
）

＝
む
く
ろ
＝
の
な
き
」
と
読
め
る
か
ら
だ
と

話
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

久
能
山
の
神
廟
も
日
光
の
奥
宮
も
、
こ
れ

ま
で
発
掘
調
査
は
行
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
い

ず
れ
に
せ
よ
、「
御
霊
は
久
能
山
と
日
光
に

あ
り
、
人
々
を
見
守
っ
て
い
る
の
は
間
違
い

な
い
」
と
落
合
宮
司
は
話
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

是
非
、
こ
の
「
家
康
公
四
百
年
祭
」
の
機

会
に
、
国
宝
で
あ
る
久
能
山
東
照
宮
を
訪
れ

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

（
次
頁
に
集
合
写
真
掲
載
）

危険ドラッグの現状と対策の講演（筆者）

静岡駅前の徳川家康公之像

木苗学長の御講演

静岡駅前の竹千代君像
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東
海
支
部

前
支
部
長　

石

原

廣

男

（
昭
和
40
年
卒
）

　

静
薬
学
友
会
の
会
員
の
皆
様
に
は
、
ま
す
ま
す
ご

健
勝
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
度
（
２
０
１
５
年
）
の
「
静
薬
学
友
会
東
海

支
部
大
会
」
は
、
12
月
13
日
㈰
午
後
１
時
よ
り
「
ウ

イ
ン
ク
あ
い
ち
」（
名
古
屋
駅
前
）
に
て
支
部
総
会
、

薬
剤
師
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。
ま
た
、
セ
ミ

ナ
ー
終
了
後
に
、
意
見
交
換
会
（
懇
親
会
）
も
予
定

し
て
い
ま
す
。
会
員
の
皆
様
の
多
数
の
ご
参
加
を
お

願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

現
在
、
小
生
は
い
く
つ
か
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
の
一
つ
に

ア
ジ
ア
保
健
研
修
所
（
Ａ
Ｈ
Ｉ
）
の
活
動
が
あ
り
ま

す
。
こ
こ
で
は
、
毎
年
ア
ジ
ア
各
国
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
所
属

で
草
の
根
活
動
を
行
っ
て
い
る
人
達
が
参
加
、
研
修

を
行
い
ま
す
。
今
年
は
９
月
～
10
月
に
、
ア
ジ
ア
８

か
国
か
ら
13
名
の
研
修
生
た
ち
が
参
加
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
今
年
（
２
０
１
５
年
）
の
４
月
25
日
に
ネ

パ
ー
ル
に
お
い
て
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
・
８
の
大
地

震
が
発
生
、
そ
の
後
の
５
月
12
日
に
も
再
度
大
地
震

が
発
生
し
ま
し
た
。
７
月
現
在
に
お
い
て
も
ま
だ
、

余
震
等
が
続
い
て
い
ま
す
。
被
害
は
ネ
パ
ー
ル
の
ほ

ぼ
全
土
に
及
ん
で
い
ま
す
。
現
在
、
日
本
を
含
む
各

国
の
援
助
、
支
援
も
受
け
て
、
復
旧
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
が
、
そ
れ
ら
も
、
カ
ト
マ
ン
ズ
近
郊
に
限
ら
れ
、

地
方
へ
は
道
路
復
旧
も
ま
だ
進
ん
で
い
な
く
て
何
日

も
か
け
て
歩
い
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
地
域
等

が
取
り
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
Ａ
Ｈ
Ｉ
で
は
元
研
修
生

の
人
達
の
活
動
し
て
い
る
地
域
団
体
と
連
絡
を
取
り
、

と
り
あ
え
ず
は
義
捐
金
の
募
集
を
行
い
、
現
在
ま
で

に
、
元
研
修
生
た
ち
の
８
団
体
に
救
援
物
資
の
提
供

等
、
総
額 

＄
４
５
，０
０
０
の
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
年
の
Ａ
Ｈ
Ｉ
に
お
け
る
研
修
に

は
上
記
４
、５
番
目
の
団
体
か
ら
１

名
づ
つ
、
ビ
シ
ュ
ヌ
・
シ
ャ
ミ
ム
デ

ワ
ン
さ
ん
は
、
精
神
疾
患
を
持
つ
人

へ
の
支
援
と
地
域
で
の
啓
発
活
動
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
ビ

シ
ュ
ヌ
マ
ニ
・
ネ
パ
ー
ル
、
さ
ん
は
、

住
民
の
発
意
に
よ
る
保
健
組
合
の
設

立
、
診
療
所
運
営
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
こ
の
２
名
が
参
加
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。
例
年
、
小
生
も

彼
ら
の
研
修
に
一
緒
に
参
加
さ
せ
て

も
ら
っ
て
い
ま
す
。

送金先一覧

代表者 団体名 地域

1. ティパック
Sindhuli Integrated 
Development 
Services （SIDS）

シンドリ郡

2. ビーナ KOPILA-Nepal ポカラ周辺

3. ナラヤン Console Mission カトマンズ周辺

4. レベッカ
Centre for Mental 
Health and 
Counceling（CMC-
Nepal） 

ヌワコット郡

5. ゴパール
Baudha Bahuniopati 
Family Welfare 
Project（BBP）

シンドパルチョー
ク郡

6. スダルシャン  Japan Study Center シンドパルチョー
ク郡

7. ロシャニ
Nutrition Promotion 
& Censuitancy 
Services（NPCS）

ドラカ郡

8. イシュワリ Women Act カブレ郡

静岡県支部総会　H27.1 .25　　木苗学長、横倉会長を中央にして記念撮影　於 ホテルシティオ静岡
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中
国
支
部

幹
事　

成

光

正

明

（
昭
和
63
年
卒
）

　

静
薬
卒
業
後
30
年
近
く
が
経
過
し
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。
こ
の
間
、
静
岡
の
地
を
訪
れ

る
こ
と
も
な
く
、
お
世
話
に
な
っ
た
母
校
と

諸
先
輩
に
不
義
理
の
ま
ま
現
在
に
至
っ
て
お

り
ま
す
。
こ
ん
な
私
に
は
寄
稿
す
る
資
格
は

な
い
と
思
い
ま
す
が
、
お
叱
り
を
承
知
で
書

か
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

卒
業
後
10
年
は
、
プ
ロ
パ
ー
と
し
て
今
の

Ｍ
Ｒ
さ
ん
た
ち
と
は
大
き
く
異
な
る
営
業
ス

タ
イ
ル
で
、
広
島
県
の
尾
道
・
三
原
・
竹
原

エ
リ
ア
の
病
医
院
を
廻
っ
て
い
ま
し
た
。
近

隣
の
島
々
も
担
当
エ
リ
ア
で
、
風
光
明
媚
な

景
色
と
ゆ
る
り
と
し
た
島
時
間
に
誘
わ
れ
て
、

不
必
要
な
営
業
を
し
に
頻
繁
に
渡
島
し
て
い

ま
し
た
。　

　

そ
ん
な
折
、（
熱
心
な
？
訪
問
の
お
蔭
か
）

大
崎
上
島
の
Dr
か
ら
開
局
の
お
誘
い
を
受
け

ま
し
た
。
同
時
期
に
、
会
社
か
ら
は
東
京
転

勤
の
辞
令
が
下
さ
れ
、
都
会
生
活
は
嫌
だ
と

い
う
単
純
な
理
由
だ
け
で
転
職
を
決
意
し
ま

し
た
。
そ
の
後
１
年
の
薬
剤
師
修
行
を
経
て

開
局
し
、
現
在
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

　

大
崎
上
島
は
、
竹
原
沖
に
あ
る
、
本
土
と

橋
で
繋
が
っ
て
い
な
い
離
島
で
す
。
離
島
の

現
状
は
過
疎
地
が
抱
え
る
問
題
と
同
じ
で
、

高
齢
化
に
よ
る
産
業
の
衰
退
・
人
口
減
少
の

一
途
を
た
ど
っ
て
い
ま
す
。
当
薬
局
の
レ
セ

プ
ト
件
数
の
70
％
以
上
が
後
期
高
齢
者
で
、

社
保
は
10
％
も
あ
り
ま
せ
ん
。
将
来
的
に
厳

し
い
経
営
環
境
に
あ
り
ま
す
が
、
日
々
お
じ

い
さ
ん
や
お
ば
あ
さ
ん
と
押
し
問
答
し
な
が

ら
調
剤
業
務
に
励
ん
で
お
り
ま
す
。

　

こ
こ
で
、
離
島
（
過
疎
地
）
で
の
都
市
部

と
は
少
し
違
っ
た
薬
局
事
情
を
何
点
か
紹
介

し
ま
す
。

①
処
方
箋
一
枚
当
た
り
の
薬
剤
量
が
多
い
：

島
内
に
は
整
形
外
科
・
眼
科
・
皮
膚
科
・

耳
鼻
科
等
の
医
療
機
関
が
な
く
、
か
か
り

つ
け
の
医
院
で
そ
れ
ら
の
領
域
の
薬
を
一

緒
に
処
方
し
て
も
ら
う
た
め
。

②
一
包
化
・
粉
砕
が
多
い
：
介
護
に
あ
た
る

家
族
や
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
か
ら
の
要
望
が
多

い
た
め
。

③
後
発
品
が
浸
透
し
な
い
：
高
齢
の
方
に
変

更
を
勧
め
て
も
理
解
し
て
も
ら
い
に
く
い

た
め
。
ま
た
、
Dr
の
処
方
を
勝
手
に
変
え

て
は
失
礼
だ
と
遠
慮
す
る
た
め
。（
１
割

負
担
な
の
で
変
更
し
て
も
さ
ほ
ど
支
払
い

金
額
が
変
わ
ら
な
い
こ
と
も
影
響
し
て
い

る
。）

④
午
前
に
患
者
さ
ん
が
集
中
す
る
：
お
年
寄

り
は
朝
が
早
い
か
ら
か
昔
か
ら
診
察
開
始

は
8
時
で
、
医
院
の
待
合
室
は
7
時
前
か

ら
賑
わ
う
。（
私
の
自
宅
は
竹
原
に
あ
り

6
時
発
の
船
で
出
勤
し
て
い
る
。）

⑤
悪
天
候
の
日
は
患
者
さ
ん
が
多
い
：
患
者

さ
ん
に
は
農
業
・
漁
業
・
造
船
従
事
者
が

多
く
，
悪
天
候
の
日
は
仕
事
が
で
き
な
い

た
め
。

⑥
天
候
に
よ
っ
て
は
薬
局
に
寝
泊
ま
り
す
る

こ
と
が
あ
る
：
台
風
や
梅
雨
時
期
の
濃
霧

で
船
が
欠
航
す
る
た
め
。

⑦
大
潮
前
後
は
医
院
へ
の
救
急
搬
入
が
多
い

よ
う
な
気
が
す
る
。（
あ
く
ま
で
も
そ
ん

な
気
が
す
る
だ
け
で
、
何
の
根
拠
も
デ
ー

タ
も
あ
り
ま
せ
ん
が
…
）

⑧
隣
島
の
薬
剤
師
さ
ん
は
マ
イ
ボ
ー
ト
で
通

勤
し
て
い
た
。（
そ
の
島
に
は
数
年
前
に

橋
が
架
か
り
今
は
マ
イ
カ
ー
通
勤
さ
れ
て

い
ま
す
が
…
）

⑨
漁
師
さ
ん
が
支
払
い
で
出
す
お
札
は
魚
の

に
お
い
が
す
る
。（
た
ま
に
で
す
が
…
）

　

昨
今
、
調
剤
を
め
ぐ
る
諸
問
題
（
薬
歴
不

記
載
・
無
資
格
調
剤
な
ど
）
が
メ
デ
ィ
ア
に

取
り
上
げ
ら
れ
、
医
薬
分
業
の
あ
り
方
が
問

題
視
さ
れ
て
い
ま
す
。
患
者
さ
ん
か
ら
ど
う

見
ら
れ
て
い
る
か
を
常
に
意
識
し
、
謙
虚
な

姿
勢
で
業
務
に
あ
た
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
当
た
り
前
の
こ
と
で
す
が
、
離
島
で

あ
っ
て
も
本
土
と
か
わ
る
こ
と
な
く
、
島
民

の
方
々
に
納
得
・
満
足
し
て
も
ら
え
る
調
剤

服
薬
サ
ポ
ー
ト
が
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
後
継
者
を
探
し
て

お
り
ま
す
（
3
人
の
子
供
は
違
う
方
向
へ
進

学
・
就
職
、
そ
っ
ぽ
を
む
か
れ
ま
し
た
）。

大
崎
上
島
は
と
て
も
の
ど
か
な
と
こ
ろ
で
、

竹
原
か
ら
船
で
30
分
足
ら
ず
で
す
。
薬
局
は

海
の
す
ぐ
そ
ば
に
あ
り
、
２
階
の
窓
か
ら
は

瀬
戸
内
の
島
々
・
来
島
海
峡
大
橋
が
見
え
ま

す
。
興
味
あ
る
方
は
是
非
一
度
遊
び
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

のどかな大崎上島（広島）の風景

（27） 静 薬 学 友 会 報 � 2015.�10.�1



四
国
支
部

四
国
鳴
門　
兼
松
病
院
で
十
二
年

井
　
上
　
千
佳
恵

（
昭
和
63
年
卒
）

　

兼
松
病
院
は
、
徳
島
県
鳴
門
市
の
中
心
部

に
位
置
す
る
、
病
院
機
能
評
価
機
構
認
定
、

救
急
指
定
の
、
手
術
か
ら
リ
ハ
ビ
リ
ま
で
行

う
中
堅
病
院
で
す
。
院
長
の
「
医
療
に
休
み

な
し
」
の
理
念
の
も
と
、
年
間
一
日
も
休
み

な
く
営
業
し
て
い
ま
す
。
四
国
の
お
遍
路
道

は
四
国
鳴
門
か
ら
始
ま
り
ま
す
が
、
体
調
を

崩
し
た
お
遍
路
さ
ん
が
当
院
に
来
院
さ
れ
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

最
近
で
は
、
チ
ー
ム
医
療
の
推
進
や
、
医

師
、
看
護
師
の
医
療
負
担
軽
減
、
在
宅
医
療

推
進
な
ど
の
た
め
に
薬
剤
師
が
担
う
役
割
も

増
え
て
い
ま
す
。
86
床
の
規
模
で
す
か
ら
、

薬
剤
師
の
数
も
、
常
勤
３
名
、
非
常
勤
１
名

で
の
切
り
盛
り
で
す
。
カ
ル
テ
は
手
書
き
で
、

オ
ー
ダ
リ
ン
グ
も
あ
り
ま
せ
ん
。
去
年
や
っ

と
印
字
付
き
の
分
包
機
を
買
っ
て
い
た
だ
け

た
と
こ
ろ
で
す
。
そ
ん
な
状
況
で
も
、
機
能

評
価
認
定
を
続
け
、
Ｄ
Ｉ
、
薬
剤
管
理
指
導
、

医
薬
品
管
理
、
感
染
対
策
、
褥
瘡
対
策
、
地

域
の
感
染
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
、
医
局
会
等
の

委
員
会
へ
の
参
加
、
訪
問
指
導
、
院
内
研
修

や
、
一
般
の
方
向
け
の
健
康
教
室
の
講
師
を

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

中
で
も
、
私
が
一
番
恐
れ
て
い
る
の
は
、

医
療
安
全
委
員
会
の
仕
事
で
す
。
病
院
で
す

か
ら
、
医
療
安
全
や
感
染
対
策
に
は
厳
し
い
。

も
っ
と
偉
い
人
や
勤
続
の
長
い
方
の
適
任
が

い
る
の
で
す
が
、
な
ぜ
か
、
薬
剤
師
の
私
が

委
員
長
に
任
命
さ
れ
て
い
ま
す
。
イ
ン
シ
デ

ン
ト
・
ア
ク
シ
デ
ン
ト
を
集
め
、
会
を
開
く

だ
け
で
な
く
、
何
か
あ
れ
ば
、
看
護
部
や
リ

ハ
ビ
リ
な
ど
他
部
署
の
方
に
も
あ
れ
こ
れ
言

わ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
こ
れ
が
い
ろ
い
ろ
と

難
し
い
。
も
う
、
で
き
る
こ
と
し
か
で
き
な

い
と
開
き
直
っ
て
い
ま
す
。

　

兼
松
病
院
は
、
憩
う
時
間
も
あ
り
ま
す
。

月
に
１
回
、
院
長
の
趣
味
で
、
レ
コ
ー
ド
コ

ン
サ
ー
ト
が
開
か
れ
て
い
ま
す
。
私
は
、
ソ

プ
ラ
ノ
を
歌
う
薬
剤
師
さ
ん
と
組
み
、
年
に

２
回
ほ
ど
コ
ン
サ
ー
ト
の
中
で
ピ
ア
ノ
を
演

奏
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

近
く
に
お
越
し
の
際
は
、
ぜ
ひ
、
兼
松
病

院
薬
剤
部
ま
で
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

静薬学友会ではホームページを通して会員の皆様にさまざまなご案内をしております。
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せください。
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卒
後
50
年

　
静
岡
薬
科
大
学
9
回
生
同
期
会

宮
城
島
　
利
　
一

（
昭
和
40
年
卒
）

　

東
海
道
新
幹
線
が
開
通
し
、
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
た
１
９
６
３
年
は
、
私

た
ち
静
薬
大
9
回
生
の
4
年
生
の
時
で
し
た
。

こ
の
１
９
６
０
年
代
半
ば
は
、
製
薬
企
業
は

研
究
所
を
新
設
し
研
究
開
発
に
本
格
的
に
取

り
組
み
、
ま
た
営
業
を
強
化
し
て
行
く
時
で

し
た
。
躍
進
す
る
日
本
、
そ
し
て
近
代
的
な

製
薬
企
業
へ
発
展
し
て
い
く
時
代
に
羽
ば
た

い
て
か
ら
50
年
、
私
た
ち
9
回
生
は
２
０
１

５
年
5
月
18
日
に
同
期
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

場
所
は
２
０
２
０
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
主
競
技
場
が
集
ま
る
東
京
お
台
場
の
「
ホ

テ
ル
日
航
東
京
」
で
す
。
遠
く
は
広
島
県
か

ら
3
名
が
参
加
し
総
勢
33
名
で
す
。

　

当
日
午
後
、
ゆ
り
か
も
め
・
新
橋
駅
に
集

合
し
、
潮
入
の
池
と
鴨
場
を
も
つ
江
戸
時
代

の
大
名
庭
園
で
あ
る
浜
離
宮
恩
賜
庭
園
の
散

策
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

ホ
テ
ル
で
の
同
期
会
は
、
同
級
生
・
木
苗

直
秀
さ
ん
が
静
岡
県
立
大
学
学
長
を
6
年
間

務
め
本
年
3
月
を
も
っ
て
任
期
を
全
う
さ
れ

ま
し
た
の
で
、
ま
ず
、
母
校
に
ご
尽
力
さ
れ

た
木
苗
さ
ん
へ
の
感
謝
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

乾
杯
の
音
頭
は
、
も
ち
ろ
ん
同
級
生
の
横
倉

輝
男
・
静
薬
学
友
会
会
長
で
す
。

　

参
加
者
が
近
況
を
報
告
し
は
じ
め
、
宴
が

盛
り
上
が
っ
た
時
、
静
岡
・
小
鹿
で
学
び
そ

し
て
遊
ん
だ
日
々
が
つ
い
昨
日
の
こ
と
の
よ

う
に
思
い
浮
か
ん
で
き
ま
し
た
。
私
は
現
在
、

東
京
理
科
大
学
薬
学
部
で
若
い
学
生
を
教
え
、

ま
た
一
緒
に
遊
ん
だ
り
し
て
お
り
ま
す
が
、

も
し
、
私
た
ち
9
回
生
が
50
年
後
の
今
、「
薬

学
部
の
学
生
だ
っ
た
ら
、
ど
の
よ
う
な
学
生

だ
ろ
う
か
？
」
と
ふ
と
頭
の
中
を
よ
ぎ
り
、

若
者
と
高
齢
者
そ
し
て
50
年
前
と
現
在
が
交

互
に
駆
け
巡
り
ま
し
た
。

　

あ
っ
と
い
う
間
に
3
時
間
が
過
ぎ
、
最
後

に
「
静
岡
県
立
大
学
の
校
章
と
静
岡
薬
科
大

学
名
入
り
の
ク
ッ
キ
ー
」
が
ホ
テ
ル
か
ら
プ

レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
し
た
。
2
次
会
は
、
レ
イ

ン
ボ
ー
ブ
リ
ッ
ジ
、
東
京
タ
ワ
ー
、
遠
く

に
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
を
見
な
が
ら
ホ
テ

ル
か
ら
移
動
し
、
若
者
に
人
気

の
エ
ス
ニ
ッ
ク
レ
ス
ト
ラ
ン
で

行
い
、
学
生
時
代
の
思
い
出
話

に
さ
ら
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

翌
日
は
、
水
上
バ
ス
に
乗
り

色
や
形
の
違
う
12
の
橋
を
く

ぐ
っ
て
隅
田
川
を
上
り
、
東
京

ス
カ
イ
ツ
リ
ー
の
450
ｍ
展
望
回

廊
に
登
り
空
中
散
歩
し
て
東
京

の
眺
望
を
楽
し
み
、
そ
し
て
外

国
人
で
賑
わ
う
浅
草
寺
と
浅
草

神
社
を
お
参
り
し
て
解
散
し
ま

し
た
。

　

い
つ
の
間
に
か
私
た
ち
も
古

希
を
過
ぎ
、
来
し
方
を
思
い
、

行
く
末
を
気
に
す
る
年
に
な
り

ま
し
た
が
、
日
々
の
雑
事
は
忘

れ
て
青
春
時
代
に
戻
り
楽
し
い

ひ
と
時
を
過
ご
し
た
同
期
会
で

し
た
。

静岡薬科大学9回生同期会　H27.5 .18　於 ホテル日航東京

会 

員 

だ 

よ 

り
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第
20
回
（
２
０
１
５
年
）

　
植
物
研
究
部
Ｏ
Ｂ
会
活
動
報
告

新
潟
県
佐
渡
　
植
物
観
察
会

石

原

廣

男

（
昭
和
40
年
卒
）

　

第
20
回
植
物
研
究
部
Ｏ
Ｂ
会
が
２
０
１
５

年
５
月
９
日
㈯
、
10
日
㈰
、
11
日
㈪
に
新
潟

県
佐
渡
に
て
植
物
観
察
会
と
し
て
開
催
さ
れ

た
。
幹
事
と
し
て
北
村
久
代
（
昭
和
43
年

卒
）、
越
智
寿
美
子
（
昭
和
43
年
卒
）
の
両

名
に
お
世
話
に
な
っ
た
。
参
加
者
は
20
名
で

あ
っ
た
。
今
回
は
、
斎
木
先
生
が
不
参
加
と

い
う
こ
と
で
さ
び
し
く
な
る
か
な
と
思
っ
て

い
た
が
、
多
く
の
皆
さ
ん
が
出
発
す
る
静
岡

駅
の
新
幹
線
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
ま
で
奥
様
と

一
緒
に
我
々
を
見
送
り
に
来
ら
れ
た
。
今
年

（
２
０
１
５
年
）
の
３
月
に
斎
木
先
生
の
ご

長
女
、
山
崎
佳
代
子
さ
ん
（
ベ
オ
グ
ラ
ー
ド
、

セ
ル
ビ
ア
在
住
）
の
著
書
「
ベ
オ
グ
ラ
ー
ド

日
誌
」
が
読
売
文
学
賞
を
授
賞
さ
れ
、
お
祝

い
を
申
し
上
げ
た
と
こ
ろ
、
大
変
お
喜
び
の

ご
様
子
で
あ
っ
た
。

　

我
々
は
、
新
幹
線
に
て
東
京
駅
ま
で
行
き
、

次
い
で
上
越
新
幹
線
に
て
新
潟
駅
へ
到
着
。

新
潟
港
よ
り
、
ジ
ェ
ッ
ト
ホ
イ
ル
に
て
佐
渡

市
両
津
港
着
、荷
物
は
、宿
泊
予
定
の
吉
田
屋

旅
館
へ
置
き
、
ア
オ
ネ
バ
渓
谷
へ
向
か
っ
た
。

　

渓
谷
を
登
る
に
つ
れ
て
、
ニ
リ
ン
ソ
ウ
、

ヒ
ト
リ
シ
ズ
カ
、
シ
ョ
ウ
ジ
ョ
ウ
バ
カ
マ
、

カ
タ
ク
リ
、
シ
ラ
ネ
ア
オ
イ
、
エ
ゾ
エ
ン
ゴ

サ
ク
、
キ
ク
ザ
キ
イ
チ
ゲ
、
ミ
ヤ
マ
カ
タ
バ

ミ
、
シ
ュ
ン
ラ
ン
、
フ
ク
ジ
ュ
ソ
ウ
、
ミ
ヤ

マ
キ
ケ
マ
ン
、
オ
オ
イ
ワ
カ
ガ
ミ
、
エ
ン
レ

イ
ソ
ウ
等
が
観
察
さ
れ
た
。
シ
ラ
ネ
ア
オ
イ

の
き
れ
い
な
お
花
が
い
く
つ
か
見
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
と
こ
ろ
ま
で
で
こ
の
日
は
戻
る

こ
と
と
し
た
。
さ
ら
に
上
へ
登
る
に
つ
れ
て

シ
ラ
ネ
ア
オ
イ
の
大
群
落
が
み
ら
れ
る
と
の

こ
と
で
明
日
の
お
楽
し
み
と
し
た
。

　

翌
日
（
10
日
）
は
、
タ
ク
シ
ー
に
て
、
佐

渡
の
稜
線
近
く
、
ド
ン
デ
ン
山
荘
（
標
高
約

７
６
０
米
）
ま
で
行
き
、
そ
こ
か
ら
、
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
て
、
ア
オ
ネ
バ
渓
谷
、
最
高
峰

の
金
北
山
（
１
１
７
２
米
）、
尻
立
山
（
934

米
）
通
称
：
ド
ン
デ
ン
山
、
ド
ン
デ
ン
池
周

辺
、
を
散
策
し
た
。
ド
ン
デ
ン
高
原
か
ら
の

眺
望
は
、
島
の
ほ
と
ん
ど
を
眼
下
に
お
さ
め
、

素
晴
ら
し
い
眺
め
を
堪
能
し
た
。
た
だ
し
ド

ン
デ
ン
山
で
は
日
本
海
側
か
ら
本
州
側
へ
の

島
を
通
り
抜
け
る
強
風
に
あ
お
ら
れ
て
、
吹

き
飛
ば
さ
れ
そ
う
な
勢
い
で
あ
っ
た
。

　

ヤ
マ
ザ
ク
ラ
、
オ
オ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
、
カ
ス

ミ
ザ
ク
ラ
、
ア
ラ
ゲ
ヒ
ョ
ウ
タ
ン
ボ
ク
、
オ

オ
カ
メ
ノ
キ
、
タ
ム
シ
バ
、
キ
ジ
ム
シ
ロ
、

ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ
、
ザ
ゼ
ン
ソ
ウ
、
ア
マ
ナ
等

が
観
察
さ
れ
た
、
ま
た
、
シ
ラ
ネ
ア
オ
イ
、

カ
タ
ク
リ
の
大
群
落
は
見
事
で
あ
っ
た
。

　

３
日
目
（
11
日
）
は
、
タ
ク
シ
ー
に
て
、

大
佐
渡
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
へ
行
き
、
こ
こ
で
も

佐
渡
の
代
表
的
な
植
物
が
観
察
さ
れ
た
。
ま

た
、
相
川
の
金
山
跡
、
ま
た
、
尖
閣
湾
の
景

色
を
楽
し
ん
だ
。
一
部
の
人
は
ト
キ
の
森
公

園
を
楽
し
ん
で
き
た
。

　

今
回
の
佐
渡
で
は
ま
ず
ま
ず
の
天
候
に
恵

ま
れ
、
島
の
景
色
も
楽
し
む
こ
と
が
で
き
た
。

佐
渡
の
植
物
群
は
予
想
以
上
に
見
事
で
あ
っ

た
。
ま
た
来
年
の
再
会
が
楽
し
み
で
あ
る
。

参
加
者
名
：
伏
見
喜
代
子
、
上
野
千
枝
子
、
岡
鐵
雄
、
河
村
信
弘
、
河
村
基
子
、
新

邦
夫
、
秋
山
喜
彦
、
石
原
廣
男
、
沼
田
洋
、
若
宮
忠
弘
、
長
谷
川
米
子
、
美
崎

英
生
、
美
崎
陽
子
、
北
村
久
代
、
越
智
寿
美
子
、
山
田
幸
子
、
桑
山
雅
恵
、
宮

瀬
敏
男
、
久
保
田
美
恵
子
、
山
本
康
代 

（
敬
称
略
）

平成27年（2015年）5月10日　植物研究部OB会・新潟県佐渡市加茂湖畔にて
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静
薬
学
友
会
の
皆
様
に
は
、
お
元
気
で
御

活
躍
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。
さ
て
、
私
は
平

成
27
年
３
月
末
日
に
静
岡
県
立
大
学
の
学
長

を
退
任
い
た
し
ま
し
た
。

　

静
岡
薬
科
大
学
で
は
学
部
生
、
大
学
院
生

と
し
て
９
年
間
、
教
員
と
し
て
17
年
間
を
過

ご
し
、
そ
の
後
、
改
組
・
統
合
さ
れ
て
設
立

さ
れ
た
静
岡
県
立
大
学
で
は
、
新
設
の
食
品

栄
養
科
学
部
に
移
籍
し
、
教
員
と
し
て
22
年

間
勤
務
し
ま
し
た
。
こ
の
間
、
学
生
部
長
、

学
部
長
、
大
学
院
研
究
科
長
、
副
学
長
を
務

め
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
平
成
21

年
３
月
に
第
５
代
学
長
を
拝
命
し
、
６
年
余

り
を
「
個
を
拓
（
み
が
）
き
、
強
い
絆
で
知

を
発
信
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
と
し
て
、

350
余
名
の
教
職
員
と
と
も
に
教
育
、
研
究
、

社
会
貢
献
等
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

　

今
、
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
昭
和
36
年

４
月
か
ら
本
年
３
月
ま
で
、
実
に
54
年
間
に

わ
た
り
、
静
岡
薬
科
大
学
と
静
岡
県
立
大
学

に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
間
に
、
多

く
の
学
生
達
と
接
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

特
に
準
硬
式
野
球
部
員
と
は
、
30
年
近
く
顧

問
と
し
て
お
つ
き
あ
い
頂
け
た
こ
と
が
思
い

出
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
卒
業
生
、
教
職
員

の
皆
様
に
は
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

こ
こ
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
川
勝
平
太
静
岡
県
知
事
か
ら
静
岡

県
教
育
委
員
会
・
教
育
長
の
お
話
が
あ
り
、

本
年
５
月
21
日
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
大

学
で
の
生
活
と
は
一
変
し
た
毎
日
を
過
ご
し

て
お
り
ま
す
。
現
在
、
私
は
薬
学
や
食
品
栄

養
科
学
に
関
す
る
研
究
活
動
は
し
て
お
り
ま

せ
ん
が
、
40
万
人
の
小
中
高
生
、
２
万
５
千

人
の
教
職
員
が
心
身
と
も
に
健
や
か
に
活
動

さ
れ
る
こ
と
を
め
ざ
し
て
、
仲
間
達
と
日
々

を
過
ご
し
て
お
り
ま
す
。
教
育
委
員
会
は
、

小
学
生
、
中
学
生
、
高
校
生
の
教
育
活
動
を

中
心
と
し
て
お
り
ま
す
が
、
保
育
園
や
幼
稚

園
と
の
接
続
や
、
大
学
・
大
学
院
と
の
連
携

な
ど
日
々
、
多
く
の
事
業
を
展
開
し
て
お
り

ま
す
。
小
生
は
「
見
て
、
聞
い
て
、
話
す
こ

と
」
す
な
わ
ち
、
現
場
主
義
に
徹
し
て
お
り

ま
し
て
、
就
任
か
ら
約
２
ヶ
月
の
間
で
既
に

小
学
校
、
中
学
校
、
高
等
学
校
、
特
別
支
援

学
校
な
ど
十
数
校
を
訪
問
し
、
生
徒
・
児
童

や
保
護
者
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
、
教
員
と
も
意
見

交
換
し
て
お
り
ま
す
。

　

我
が
国
で
は
、
少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少
、

都
市
部
へ
の
一
極
集
中
な
ど
が
社
会
問
題
と

な
っ
て
お
り
、
地
方
創
生
や
「
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
」
創
生
総
合
戦
略
が
展
開
さ
れ

て
お
り
ま
す
。
一
方
、
教
育
界
に
お
き
ま
し

て
は
「
い
じ
め
」
や
不
登
校
、
経
済
格
差
の

教
育
へ
の
影
響
な
ど
が
大
き
な
社
会
問
題
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
国
策
と
し
て
グ
ロ
ー
バ

ル
人
材
の
育
成
の
た
め
の
英
語
力
の
強
化
や

学
力
テ
ス
ト
の
公
表
の
在
り
方
、
さ
ら
に
道

徳
教
育
の
推
進
、
大
学
入
試
の
改
革
な
ど
、

ゆ
と
り
教
育
か
ら
の
脱
皮
が
急
速
に
進
ん
で

お
り
ま
す
。
学
友
会
の
皆
様
に
お
き
ま
し
て

も
、
お
子
様
や
お
孫
様
と
の
関
わ
り
合
い
の

中
で
、
こ
れ
ら
の
話
題
が
出
て
い
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

静
薬
学
友
会
は
、
平
成
28
年
に
は
、
女
子

薬
専
時
代
か
ら
数
え
て
100
年
の
節
目
を
迎
え

る
こ
と
か
ら
、
盛
大
な
記
念
式
典
等
を
開
催

す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
会
員
の
皆

様
に
は
、
本
事
業
へ
の
御
協
力
を
お
願
い
す

る
と
と
も
に
、
式
典
当
日
に
お
目
に
か
か
れ

る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。
末
筆

な
が
ら
、
学
友
会
員
の
皆
様
の
益
々
の
御
活

躍
と
御
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

ご　
挨　
拶

静
岡
県
教
育
委
員
会
教
育
長

静
岡
県
立
大
学 

前
学
長

木
　
苗
　
直
　
秀

（
昭
和
40
年
卒
）

大
学
だ
よ
り

退
任
に
際
し
て
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思
え
ば
昭
和
48
年
2
月
某
日
、
薬
科
大
学

の
す
ぐ
脇
の
、
故
石
坂
先
生
の
お
宅
を
訪
ね

て
い
ま
し
た
。

　

当
時
、
何
と
か
入
県
試
験
を
突
破
し
て
い

た
私
は
、
4
月
か
ら
始
ま
る
高
校
で
の
体
育

教
師
に
夢
ふ
く
ら
ま
せ
、「
生
徒
を
花
園
ラ

グ
ビ
ー
場
へ
連
れ
て
行
く
ぞ
」
と
意
気
込
ん

で
い
ま
し
た
。

　

何
度
か
お
誘
い
を
受
け
て
い
た
大
学
教
員

へ
の
道
を
、
直
接
お
会
い
し
て
お
断
り
す
る

は
ず
で
し
た
。

　
「
お
願
い
し
ま
す
！
」

　

話
し
終
え
、
玄
関
の
戸
を
閉
め
る
時
、
石

坂
先
生
の
暖
か
い
人
柄
に
触
れ
た
私
は
、
体

育
の
助
手
（
助
教
）
へ
の
道
を
決
め
て
い
ま

し
た
。

　

後
日
、
そ
の
突
然
の
進
路
変
更
を
、
高
校

教
師
の
諸
先
輩
方
か
ら
随
分
と
お
叱
り
を
受

け
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。
し
か
し
、
42

年
間
と
い
う
大
学
で
の
教
員
生
活
、
多
彩
な
、

実
に
た
く
さ
ん
の
素
晴
ら
し
い
学
生
達
と
接

す
る
こ
と
が
で
き
、
こ
の
時
の
決
定
が
な

か
っ
た
な
ら
ば
、
こ
れ
ほ
ど
素
晴
ら
し
い
人

生
を
送
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
と
確
信
し

て
お
り
ま
す
。

　

就
職
当
初
、
歳
が
変
わ
ら
な
い
学
生
と
、

朝
に
昼
に
夜
に
、
一
緒
に
な
っ
て
動
き
回
っ

て
お
り
ま
し
た
。

　

薬
学
と
い
う
研
究
分
野
に
な
い
、Play

「
遊

び
」
を
テ
ー
マ
に
掲
げ
て
い
た
私
の
周
り
は
、

い
つ
し
か
限
ら
れ
た
時
間
を
積
極
的
に
楽
し

も
う
と
す
る
元
気
な
仲
間
に
囲
ま
れ
て
い
ま

し
た
。

　

部
活
動
、
大
会
、
ス
キ
ー
、
キ
ャ
ン
プ
、

コ
ン
パ
…
…
、
び
っ
し
り
詰
ま
っ
た
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
の
中
、
彼
ら
は
、
実
に
集
中
し
て
、

一
生
懸
命
に
時
間
を
楽
し
み
ま
し
た
。
勿
論
、

私
自
身
も
彼
ら
に
遅
れ
を
と
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

　

一
生
懸
命
遊
ぼ
う
と
す
る
彼
ら
は
、
一
生

懸
命
勉
強
し
な
い
と
本
当
に
楽
し
め
な
い
こ

と
を
知
っ
て
い
ま
し
た
。
卒
業
後
の
社
会
で

の
活
躍
ぶ
り
が
、
無
言
の
内
に
学
生
時
代
の

頑
張
り
方
（
楽
し
み
方
）
を
私
に
教
え
て
く

れ
ま
し
た
。

　
「
一
生
懸
命
遊
ば
な
け
れ
ば
だ
め
だ
！
」

　

何
と
も
お
こ
ら
れ
そ
う
な
言
葉
で
す
が
、

何
時
し
か
私
の
持
論
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

運
動
神
経
の
良
し
悪
し
に
関
わ
ら
ず
、
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
結
果
は
正
直
で
あ
り
、
自
ら
を

映
す
貴
重
な
鏡
と
な
り
ま
す
。

　

継
続
し
た
努
力
は
必
ず
人
に
変
化
を
も
た

ら
し
、
そ
れ
を
自
覚
し
た
時
、
人
は
大
き
く

変
わ
り
ま
す
。
一
見
し
た
だ
け
の
判
断
か
ら

は
と
て
も
想
像
し
得
な
い
素
晴
ら
し
い
世
界

を
創
造
し
て
い
き
ま
す
。

　

自
分
の
持
つ
ス
ポ
ー
ツ
の
世
界
で
、
ど
う

指
導
す
れ
ば
、
ど
う
環
境
を
つ
く
れ
ば
、
幸

せ
な
人
生
を
志
向
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
持
つ

学
生
と
な
る
の
か
、
や
り
が
い
の
あ
る
難
し

い
命
題
に
教
員
生
活
の
大
半
を
費
や
し
て
き

た
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

単
な
る
技
術
指
導
で
は
な
く
、
学
生
と
互

い
に
顔
の
見
え
る
関
係
を
作
る
こ
と
か
ら
始

め
、
仮
面
の
下
に
潜
む
、
頑
張
ろ
う
と
す
る

彼
ら
の
気
持
を
ど
う
引
き
出
せ
る
か
、
時
間

の
か
か
る
作
業
で
し
た
。

　

継
続
を
し
て
も
ら
う
た
め
に
は
、
ス
ポ
ー

ツ
す
る
こ
と
の
楽
し
さ
、
面
白
さ
を
見
つ
け

て
も
ら
わ
な
い
と
、
単
な
る
頑
張
る
修
行
と

な
っ
て
し
ま
し
ま
す
。

　
「
面
白
い
！
」

　
「
わ
く
わ
く
す
る
！
」

　

こ
の
世
界
を
持
つ
こ
と
は
、
様
々
な
困
難

な
状
況
を
打
ち
破
る
強
い
行
動
力
を
持
つ
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

学
生
時
代
、
つ
ら
い
部
分
と
楽
し
い
部
分

に
分
け
る
な
ら
、
間
違
い
な
く
私
は
楽
し
い

部
分
を
担
当
し
て
お
り
ま
し
た
。
そ
れ
な
ら

思
い
っ
き
り
楽
し
め
る
世
界
を
ど
う
提
供
で

き
る
か
、
こ
の
命
題
を
求
め
続
け
る
こ
と
が
、

自
分
に
し
か
で
き
な
い
役
割
で
あ
り
、
大
き

な
意
味
が
あ
る
と
考
え
続
け
て
き
ま
し
た
。

　

社
会
で
ご
活
躍
中
の
Ｏ
Ｂ
諸
兄
の
皆
様
方
、

様
々
な
ご
教
示
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　

薬
学
部
、
現
役
学
生
は
潜
在
能
力
の
高
い

者
ば
か
り
で
す
。
今
後
も
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
、

自
ら
志
向
し
、
自
分
を
研
磨
す
る
機
会
に
積

極
的
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
く
よ
う
期
待
を

し
て
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
、
静
岡
県
立
大
学
の
益
々
の
発
展

を
祈
願
し
ま
し
て
、
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き

ま
す
。

素
晴
ら
し
き
学
生
に
め
ぐ
ま
れ
て

身
体
運
動
科
学
分
野
　
客
員
教
授

身
体
運
動
科
学
分
野 

前
教
授

大
　
石
　
哲
　
夫

退
任
に
際
し
て

新
任
挨
拶
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活
力
あ
る
総
合
大
学
に
赴
任
し
て

身
体
運
動
科
学
分
野

　
准
教
授　

窪

田

辰

政

　

平
成
27
年
４
月
１
日
よ
り
大
石
哲
夫
先
生

の
後
任
と
し
て
、
身
体
運
動
科
学
分
野
を
担

当
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
、
窪
田
辰
政
と

申
し
ま
す
。
科
目
は
、
身
体
運
動
科
学
、
ラ

イ
フ
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
を
担
当
し
て
お
り
ま
す
。

前
任
校
の
静
岡
産
業
大
学
で
は
、
勉
学
に
自

信
の
持
て
な
い
学
生
へ
の
教
育
支
援
に
努
め
、

経
営
感
覚
を
身
に
付
け
た
保
健
体
育
科
教
員

や
社
会
体
育
指
導
者
の
養
成
に
も
尽
力
し
て

き
ま
し
た
。
そ
の
他
の
経
歴
の
詳
細
は
本
学

Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

私
の
専
門
は
健
康
管
理
学
や
健
康
運
動
心

理
学
な
ど
で
す
。
こ
の
専
門
分
野
の
観
点
か

ら
、
健
康
の
維
持
・
増
進
を
計
り
、
社
会
環

境
と
の
良
好
な
関
係
を
構
築
す
る
上
で
必
要

な
知
識
や
ス
キ
ル
の
習
得
、
運
動
実
践
に
よ

る
心
理
的
効
果
な
ど
に
つ
い
て
研
究
・
教
育

を
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
授
業
で
は
体
育

を
一
つ
の
ツ
ー
ル
と
し
て
、
学
生
の
自
分
に

対
す
る
自
信
や
ラ
イ
フ
ス
キ
ル
を
身
に
付
け

ら
れ
る
よ
う
な
実
践
を
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
授
業
の
中
で

意
識
し
て
い
る
こ
と
は
、
学
生
間
の
活
発
な

交
流
を
促
す
こ
と
、
ま
た
学
生
に
自
信
を

持
っ
て
授
業
に
参
加
で
き
る
「
安
全
な
空

間
」
の
提
供
な
ど
の
心
理
的
サ
ポ
ー
ト
で
す
。

「
安
全
な
空
間
」
と
は
失
敗
を
し
て
も
学
生

同
士
が
励
ま
し
合
い
、
成
功
す
れ
ば
一
緒
に

喜
び
合
え
る
安
心
し
た
空
間
の
こ
と
で
す
。

こ
の
教
育
を
主
軸
と
し
て
学
生
の
自
信
を
育

む
教
育
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

今
後
は
、
自
身
の
テ
ニ
ス
経
験
を
活
か
し
、

部
の
監
督
・
指
導
な
ど
課
外
活
動
に
も
取
り

組
み
、
競
技
団
体
等
の
要
望
に
も
対
処
し
て

い
き
な
が
ら
学
内
の
活
性
化
に
貢
献
で
き
た

ら
幸
い
で
す
。
さ
ら
に
、
学
内
外
問
わ
ず
、

学
生
が
自
発
的
に
成
長
す
る
力
を
習
得
で
き

る
よ
う
教
育
的
サ
ポ
ー
ト
に
尽
力
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
ご
支
援
と
ご
指
導
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

自
己
紹
介
な
ら
び
に

静
岡
県
立
大
学
で
の
抱
負
に
つ
い
て

実
践
薬
学
分
野

講
師　

柏

倉

康

治

（
平
成
26
年
修
了
）

　

２
０
１
４
年
9
月
よ
り
実
践
薬
学
分
野
の

講
師
と
し
て
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
、

柏
倉
康
治
（
か
し
わ
ぐ
ら　

や
す
は
る
）
と

申
し
ま
す
。

　

私
は
山
形
県
で
生
ま
れ
育
ち
、
昭
和
大
学

薬
学
部
を
卒
業
後
、
千
葉
県
に
あ
り
ま
す
亀

田
総
合
病
院
の
薬
剤
部
で
仕
事
を
し
て
い
ま

し
た
。
静
岡
県
と
は
無
縁
で
し
た
が
、
転
機

が
訪
れ
た
の
は
２
０
１
０
年
に
当
時
上
司
で

あ
っ
た
佐
々
木
薬
剤
部
長
が
当
教
室
の
客
員

教
授
に
着
任
し
た
こ
と
で
し
た
。
２
０
１
１

年
4
月
よ
り
静
岡
県
立
大
学
に
社
会
人
枠
と

し
て
入
学
し
、
並
木
教
授
の
ご
指
導
の
下
、

２
０
１
４
年
3
月
に
博
士
課
程
を
修
了
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
ご
縁
が
あ
っ

て
、
こ
ち
ら
に
勤
務
で
き
る
こ
と
に
な
り
、

と
て
も
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　

医
療
現
場
で
の
薬
剤
師
の
関
わ
る
領
域
は

拡
大
し
、
薬
剤
師
は
調
剤
業
務
の
み
な
ら
ず
、

患
者
に
最
適
な
薬
物
療
法
を
提
供
し
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
は
エ
ビ
デ
ン
ス
を
も
と
に
し
た

医
療
を
行
う
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
現

場
で
貢
献
で
き
る
問
題
解
決
能
力
や
患
者
を

思
う
優
れ
た
人
間
性
が
必
要
と
考
え
て
い
ま

す
。
10
年
間
の
臨
床
現
場
で
の
知
識
と
経
験

を
も
と
に
、
本
学
で
は
臨
床
現
場
で
活
躍
で

き
る
人
材
育
成
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
皆
様
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

新
任
挨
拶
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今
年
4
月
よ
り
生
体
機
能
分
子
分
析
学
分

野
の
助
教
と
し
て
赴
任
い
た
し
ま
し
た
、
水

野
初
で
す
。
主
に
質
量
分
析
を
用
い
た
生
体

分
子
分
析
、
メ
タ
ボ
ロ
ミ
ク
ス
や
プ
ロ
テ
オ

ミ
ク
ス
に
お
け
る
新
規
分
析
法
の
開
発
を
中

心
に
研
究
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
以
前
の
職

場
で
は
「
研
究
員
」
と
い
う
研
究
だ
け
を

や
っ
て
い
れ
ば
良
い
身
分
で
し
た
が
、
こ
こ

で
は
「
教
員
」
へ
と
変
わ
り
、
研
究
以
外
に

講
義
や
実
習
な
ど
慣
れ
な
い
こ
と
ば
か
り
で

悪
戦
苦
闘
し
て
お
り
ま
す
が
、
薬
剤
師
や
企

業
に
就
職
し
た
後
も
厳
し
い
競
争
社
会
を
生

き
抜
い
て
い
け
る
優
秀
な
卒
業
生
を
輩
出
す

　

平
成
27
年
2
月
1
日
付
け
で
衛
生
分
子
毒

性
学
分
野
の
助
教
に
着
任
い
た
し
ま
し
た
。

私
は
薬
学
部
入
学
か
ら
博
士
課
程
修
了
ま
で

の
9
年
間
に
渡
り
静
岡
県
立
大
学
に
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
衛
生
分
子
毒
性
学

分
野
は
私
の
出
身
研
究
室
で
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
び
母
校
の
出
身
研
究
室
に
教
員
と
し

て
戻
っ
て
来
ら
れ
た
こ
と
、
そ
し
て
再
び
静

岡
で
暮
ら
せ
る
こ
と
を
大
変
う
れ
し
く
思
っ

て
お
り
ま
す
。
私
が
学
生
と
し
て
当
研
究
室

に
在
籍
し
て
い
た
時
の
先
生
方
は
皆
、
他
大

学
に
ご
栄
転
ま
た
は
ご
退
任
さ
れ
て
し
ま
い
、

る
た
め
、
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
努
力
し
て
い

く
所
存
で
す
。

　

さ
て
、
長
ら
く
西
日
本
か
ら
出
た
こ
と
の

な
か
っ
た
私
や
家
族
に
と
っ
て
、
静
岡
は
未

知
の
地
で
あ
る
と
と
も
に
、
初
め
て
の
関
東

（
と
言
っ
て
い
い
の
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
）

と
い
う
こ
と
で
か
な
り
心
配
で
し
た
が
、
実

際
に
引
越
し
て
き
た
と
き
の
印
象
は
、
富
士

山
・
お
茶
・
次
郎
長･･･

ま
さ
に
「
ち
び
ま

る
こ
ち
ゃ
ん
」
の
世
界
そ
の
ま
ま
で
あ
り
、

と
て
も
親
近
感
を
持
ち
ま
し
た
。
今
で
は

す
っ
か
り
静
岡
ラ
イ
フ
を
楽
し
ん
で
お
り
ま

す
。
も
う
一
つ
最
近
の
楽
し
み
は
、
毎
朝
出

勤
し
た
と
き
に
大
学
の
駐
車
場
か
ら
富
士
山

を
見
る
こ
と
で
す
。
な
か
な
か
姿
を
現
し
て

く
れ
る
日
は
少
な
い
で
す
が
、
雄
大
な
富
士

山
を
見
た
日
は
何
と
な
く
良
い
こ
と
が
あ
り

そ
う
な
気
に
な
り
ま
す
。
研
究
で
も
綺
麗
な

peak 

を
検
出
で
き
る
よ
う
に
（
こ
ち
ら
も

中
々
姿
を
現
し
ま
せ
ん
が
）
頑
張
り
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
慣
れ
な
い
こ

と
ば
か
り
で
す
が
、
今
後
と
も
ご
指
導
、
ご

鞭
撻
の
ほ
ど
を
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

少
し
寂
し
い
気
持
ち
も
あ
り
ま
す
が
、
今
後

は
昨
年
4
月
に
着
任
さ
れ
た
吉
成
教
授
の
下
、

こ
れ
ま
で
の
伝
統
を
引
き
継
ぎ
つ
つ
、
新
た

な
研
究
室
を
作
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

衛
生
薬
学
は
生
物
学
・
化
学
・
物
理
学
を

基
盤
と
す
る
実
学
の
一
種
で
あ
り
、
人
々
の

健
康
維
持
・
向
上
を
目
的
と
す
る
国
の
保
健

行
政
の
基
礎
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
医

療
機
関
や
製
薬
関
連
企
業
、
行
政
機
関
な
ど

多
方
面
で
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
薬
学
部
卒
業

生
に
と
っ
て
、
衛
生
薬
学
で
学
ぶ
内
容
は
こ

れ
ら
分
野
の
違
い
に
か
か
わ
ら
ず
重
要
で
す
。

本
学
薬
学
部
に
お
い
て
、
こ
の
よ
う
に
重
要

な
学
問
を
担
当
す
る
唯
一
の
研
究
室
の
一
員

と
し
て
、
強
い
責
任
感
と
使
命
感
を
持
っ
て

教
育
・
研
究
に
尽
力
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

静
薬
学
友
会
の
皆
様
に
は
今
後
と
も
ご
指

導
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

雄
大
な
富
士
山
の
も
と
、

静
岡
に
赴
任
し
て

生
体
機
能
分
子
分
析
学
分
野

　
助
教　

水

野

　

初

新
任
の
ご
挨
拶

衛
生
分
子
毒
性
学
分
野

助
教　

保

坂

卓

臣

（
平
成
18
年
卒
）
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２
０
１
５
年
４
月
１
日
よ
り
医
薬
品
情
報

解
析
学
分
野
に
講
師
と
し
て
着
任
し
、
４
ヶ

月
が
経
ち
ま
し
た
。
静
薬
学
友
会
の
皆
様
に

は
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
ご
挨
拶
申
し
上
げ

ま
す
。

　

私
は
、
２
０
０
７
年
４
月
に
三
菱
ウ
ェ
ル

フ
ァ
ー
マ
に
入
社
し
、
Ｐ
Ｍ
Ｄ
Ａ
や
Ｆ
Ｄ
Ａ

へ
の
新
薬
申
請
を
経
験
し
た
の
ち
、
臨
床
研

究
全
般
に
携
わ
り
た
く
２
０
１
３
年
か
ら
は

国
立
国
際
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
で
生
物
統
計

家
と
し
て
働
き
始
め
ま
し
た
。
し
か
し
な
が

ら
、
急
な
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
副
デ
ー
タ
セ
ン

タ
ー
長
に
昇
格
し
て
し
ま
い
、
仕
事
は
マ

　

本
年
4
月
1
日
付
で
免
疫
微
生
物
学
分
野

の
助
教
に
就
任
し
ま
し
た
中
西　

勝
宏
（
な

か
に
し　

か
つ
ひ
ろ
）
で
す
。
静
薬
学
友
会

の
皆
様
に
は
こ
の
場
を
借
り
て
ご
挨
拶
申
し

上
げ
ま
す
。

　

平
成
17
年
に
本
学
薬
学
部
へ
入
学
し
た
私

が
こ
の
た
び
教
員
と
し
て
採
用
さ
れ
、
後
輩

た
ち
の
指
導
に
あ
た
る
立
場
と
な
れ
た
こ
と

に
喜
び
を
感
じ
て
い
ま
す
。
し
か
し
同
時
に
、

卒
業
生
の
皆
様
が
作
っ
た
伝
統
を
在
学
生
た

ち
に
伝
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い

う
責
任
も
感
じ
て
い
ま
す
。

　

私
は
学
生
時
代
か
ら
免
疫
微
生
物
学
分
野

ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
が
メ
イ
ン
と
な
り
、
研
究
マ

イ
ン
ド
が
強
い
私
と
し
て
は
、
翌
年
東
京
理

科
大
学
理
学
部
数
学
科
に
異
動
い
た
し
ま
し

た
。

　

私
の
専
門
は
生
物
統
計
学
及
び
数
学
で
あ

り
ま
す
。
生
物
統
計
学
と
は
、
医
薬
・
医
学

分
野
に
お
け
る
あ
ら
ゆ
る
諸
問
題
を
分
析
す

る
た
め
の
統
計
科
学
の
理
論
や
応
用
を
研
究

す
る
学
問
で
す
。
つ
ま
り
、
医
薬
・
医
学
の

分
野
と
同
じ
だ
け
非
常
に
幅
広
い
領
域
に
お

け
る
あ
ら
ゆ
る
統
計
学
的
な
問
題
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

薬
学
部
の
学
生
の
皆
さ
ん
に
は
、
統
計
学

は
面
白
い
と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
頑
張

り
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
後
と
も
皆
様
方
の

温
か
い
ご
支
援
、
ご
指
導
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

に
所
属
し
、
現
教
授
の
今
井
先
生
を
始
め
と

し
た
先
生
方
の
指
導
の
下
、
植
物
抗
体
の
研

究
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
の
研
究
は
、

腸
管
出
血
性
大
腸
菌
の
よ
う
な
粘
膜
に
対
す

る
感
染
症
の
治
療
に
有
用
な
抗
体
を
発
現
し
、

経
口
摂
取
に
よ
り
疾
患
の
治
療
が
で
き
る
植

物
の
開
発
研
究
で
、
本
学
食
品
栄
養
科
学
部

と
の
共
同
研
究
で
す
。
近
年
、
チ
ー
ム
医
療

や
分
野
横
断
型
研
究
の
よ
う
に
臨
床
、
研
究

の
両
方
に
お
い
て
他
分
野
と
の
連
携
が
重
要

視
さ
れ
て
い
ま
す
。
後
輩
た
ち
が
薬
学
の
専

門
知
識
に
加
え
て
、
共
同
研
究
を
通
し
て

バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
違
う
人
た
ち
と
連
携

で
き
る
力
を
身
に
つ
け
る
手
助
け
を
し
て
い

け
た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。
静
薬
学
友
会
の

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
今
後
と
も
ご
指
導

ご
鞭
撻
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

生
物
統
計
学
を
広
め
る
為
、

初
め
て
の
一
人
暮
ら
し
の
地
は
静
岡

医
薬
品
情
報
解
析
学
分
野

　
講
師　

川
　
崎
　
洋
　
平

母
校
の
教
員
に
採
用
さ
れ
て

免
疫
微
生
物
学
分
野

　
助
教　

中

西

勝

宏

（
平
成
21
年
卒
）
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部
活
動
を
通
じ
て

安　
部　
友　
涼

（
薬
学
部
二
年
）　

　

私
は
1
年
生
の
4
月
か
ら
陸
上
部
に
所
属

し
、
現
在
も
週
4
回
の
ペ
ー
ス
で
練
習
に
参

加
し
て
い
ま
す
。
陸
上
競
技
と
い
う
の
は

「
ス
ピ
ー
ド
・
体
力
の
限
界
に
挑
戦
す
る
ス

ポ
ー
ツ
」
と
い
う
こ
と
で
、
チ
ー
ム
メ
イ
ト

と
の
切
磋
琢
磨
が
競
技
力
向
上
に
つ
な
が
り

ま
す
。
こ
の
大
学
の
陸
上
部
は
ま
だ
創
部
し

て
4
年
し
か
経
っ
て
お
ら
ず
、
規
模
と
し
て

も
そ
れ
ほ
ど
大
き
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
私
と
同
じ
長
距
離
ブ
ロ
ッ
ク
を
専
門
と

す
る
同
級
生
は
2
人
も
い
ま
す
。
こ
の
2
人

の
存
在
が
、
私
の
競
技
生
活
の
支
え
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

先
日
、
静
岡
県
選
手
権
と
い
う
大
会
が
あ

り
ま
し
た
。
非
常
に
レ
ベ
ル
の
高
い
大
会
で

あ
り
ま
し
た
が
、
出
場
資
格
の
あ
っ
た
県
大

陸
上
部
の
選
手
の
半
分
を
超
え
る
6
人
が
上

位
の
東
海
選
手
権
の
出
場
資
格
を
得
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。
県
大
の
勢
い
を
感
じ
さ
せ

る
大
会
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
こ
の
時
も
、

や
は
り
力
に
な
っ
た
の
は
、
チ
ー
ム
メ
イ
ト

の
応
援
・
サ
ポ
ー
ト
で
し
た
。
試
合
に
出
場

で
き
な
か
っ
た
多
く
の
チ
ー
ム
メ
イ
ト
や
Ｏ

Ｂ
の
方
が
、
選
手
の
ケ
ア
を
し
て
く
れ
た
り
、

応
援
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。
試
合
中
、
前
を

走
る
選
手
に
つ
け
な
く
な
り
そ
う
に
な
っ
た

時
、「
フ
ァ
イ
ト
！
」
の
声
が
耳
に
飛
び
込

ん
で
き
ま
し
た
。
こ
の
た
っ
た
一
言
で
も
私

が
歩
を
進
め
る
原
動
力
に
な
り
ま
し
た
。

　

日
頃
の
学
校
生
活
に
お
い
て
も
、
同
じ
こ

と
が
言
え
ま
す
。
周
り
の
友
達
と
教
え
あ
っ

て
協
力
す
る
こ
と
で
、
多
く
の
履
修
内
容
を

理
解
す
る
こ
と
が
出
来
て
い
ま
す
。
自
分
一

人
の
力
だ
け
で
は
な
く
、
色
々
な
人
達
と
協

力
し
、
互
い
に
足
り
な
い
と
こ
ろ
を
補
う
こ

と
に
よ
っ
て
、
さ
ら
な
る
学
力
・
競
技
力
向

上
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
病
院
実
務
実
習
を
通
し
て
学
ん
だ
こ
と

細　
川　
奈　
緒

（
薬
学
部
六
年
）　

　

県
大
薬
学
部
で
の
生
活
も
早
い
も
の
で
6

年
目
に
な
り
ま
す
。
今
ま
で
の
学
生
生
活
の

中
で
特
に
印
象
に
残
っ
て
い
る
5
年
時
に

行
っ
た
病
院
実
務
実
習
に
つ
い
て
お
話
し
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

病
棟
薬
剤
管
理
指
導
で
私
は
イ
ン
ス
リ
ン

導
入
目
的
で
入
院
さ
れ
て
き
た
糖
尿
病
の
患

者
さ
ん
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
イ
ン
ス

リ
ン
自
己
注
射
と
自
己
血
糖
測
定
の
指
導
も

経
験
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
患
者
さ
ん
は
糖
尿
病
性
神
経
障
害
も

発
症
さ
れ
て
お
り
、
入
院
前
よ
り
神
経
障
害

の
薬
剤
も
服
用
し
て
い
ま
し
た
が
、
入
院
中

に
処
方
が
変
更
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
実

習
生
の
私
に
は
処
方
意
図
を
理
解
す
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
医
師
に

伺
っ
て
み
た
と
こ
ろ
、
薬
剤
の
使
い
分
け
に

つ
い
て
丁
寧
に
教
え
て
く
だ
さ
り
、
処
方
変

更
の
理
由
に
つ
い
て
も
納
得
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
直
接
伺
っ
て
み
な
い
と
分
か
ら

な
い
こ
と
も
多
く
、
医
療
従
事
者
間
の
連
携

が
患
者
さ
ん
に
よ
り
良
い
医
療
を
提
供
す
る

上
で
必
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
強
く
感
じ

ま
し
た
。

　

ま
た
そ
の
際
に
、
単
に
質
問
す
る
だ
け
で

な
く
自
分
な
り
に
ど
の
よ
う
な
処
方
が
適
切

で
あ
る
か
を
考
え
る
こ
と
に
大
き
な
意
味
が

あ
る
、
と
い
う
指
導
薬
剤
師
の
先
生
の
言
葉

が
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。
処
方
を
考
え
る

た
め
に
疾
患
や
治
療
薬
に
つ
い
て
必
死
に
調

べ
、
そ
の
中
で
得
る
知
識
も
非
常
に
多
く
有

意
義
な
時
間
を
過
ご
せ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
患
者
さ
ん
は
退
院
さ
れ
、
実
習

最
終
日
に
外
来
で
来
院
さ
れ
た
際
に
は
直
接

お
薬
を
お
渡
し
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
の
時
の
笑
顔
で
お
話
し
し
て
く
だ
さ
っ
た

元
気
そ
う
な
患
者
さ
ん
の
姿
は
、
今
で
も
忘

れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
実
習
中
で
最
も
嬉
し
か
っ

た
出
来
事
で
し
た
。
こ
の
よ
う
な
貴
重
な
経

験
が
で
き
た
こ
と
を
誇
ら
し
く
思
う
と
と
も

に
、
実
習
で
お
世
話
に
な
っ
た
方
々
に
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
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研
究
生
活
を
振
り
返
っ
て

生
体
機
能
分
子
分
析
学
講
座　

中　
野　
達　
基

（
薬
食
生
命
科
学
総
合
学
府
　
博
士
前
期
課
程
二
年
）　

　

研
究
に
専
念
し
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
大

学
院
に
進
学
し
、
早
く
も
一
年
が
経
ち
ま
し

た
。
お
世
話
に
な
っ
た
先
輩
方
は
卒
業
し
、

気
が
つ
い
た
と
き
に
は
、
私
は
最
高
学
年
と

な
っ
て
い
ま
し
た
。
配
属
当
初
は
、
手
取
り

足
取
り
教
え
て
も
ら
っ
て
い
た
の
が
、
今
で

は
教
え
る
立
場
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
驚
き

を
感
じ
て
い
ま
す
。
私
は
４
年
時
か
ら
本
大

学
の
生
体
機
能
分
子
分
析
学
講
座
で
研
究
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。
本
研
究
室
は
、
血
液
、

尿
な
ど
の
生
体
試
料
に
存
在
す
る
、
超
微
量

物
質
の
よ
う
な
見
え
な
い
も
の
を
「
見
え
る

化
」
す
る
分
析
法
開
発
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。
私
は
、
自
分
の
研
究
を
多
く
の
人
に

知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
論

文
投
稿
、
学
会
発
表
を
目
標
に
し
て
、
昼
夜

を
問
わ
ず
積
極
的
に
研
究
に
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。
私
の
研
究
は
所
属
ラ
ボ
の
ノ
ウ
ハ

ウ
だ
け
で
は
実
現
困
難
な
も
の
も
あ
り
、
そ

う
い
っ
た
場
合
は
、
他
分
野
の
ラ
ボ
に
通
う

こ
と
で
専
門
に
と
ら
わ
れ
ず
知
識
や
技
術
を

修
得
し
て
き
ま
し
た
。
更
に
、
共
同
研
究
先

の
企
業
や
先
生
方
と
積
極
的
に
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
す
る
こ
と
を
心
が
け
、
視
野
を
広
げ

て
考
察
す
る
力
を
身
に
付
け
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
こ
れ
ら
の
努
力
を
先
生
方
に
も
認
め

て
い
た
だ
き
、
同
時
に
３
つ
の
研
究
テ
ー
マ

を
任
さ
れ
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。
苦
悩
の

多
い
毎
日
で
す
が
、
一
歩
前
進
す
る
こ
と
の

充
実
感
を
糧
に
粘
り
強
く
研
究
し
、
第
135
会

日
本
薬
学
会
で
は
優
秀
発
表
賞
を
受
賞
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
研
究
者

と
し
て
評
価
さ
れ
た
こ
と
に
充
実
感
を
感
じ
、

同
時
に
、
自
分
の
研
究
を
さ
ら
に
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
し
て
い
き
た
い
と
い
う
情
熱
を
抱
き

ま
し
た
。
就
職
活
動
が
後
ろ
倒
し
と
な
っ
て

思
う
よ
う
に
実
験
が
で
き
な
い
時
期
が
続
い

て
い
ま
す
が
、
残
り
少
な
い
研
究
室
で
の
時

間
を
大
切
に
し
て
、
悔
い
が
残
ら
な
い
よ
う

に
、
今
し
か
で
き
な
い
こ
と
を
精
一
杯
の
力

で
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
研
究
と
こ
れ
か
ら
の
目
標

医
薬
品
創
製
化
学
講
座　

井　
出　
貴　
文

（
薬
食
生
命
科
学
総
合
学
府
　
博
士
後
期
課
程
一
年
）　

　

今
年
の
四
月
か
ら
博
士
後
期
課
程
の
一
年

生
と
な
り
、
四
年
目
の
研
究
室
生
活
を
迎
え

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
私
が
所
属
し
て
い

る
医
薬
品
創
製
化
学
教
室
は
、
学
生
の
こ
と

を
親
身
に
な
っ
て
考
え
て
く
だ
さ
る
三
名
の

先
生
、
優
し
い
秘
書
さ
ん
、
面
倒
見
の
良
い

二
名
の
先
輩
、
個
性
あ
ふ
れ
る
楽
し
い
十
六

人
の
後
輩
た
ち
、
そ
し
て
自
分
を
含
め
た

二
十
三
名
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
充
実
し
た

研
究
室
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　

私
は
、
こ
れ
ま
で
フ
ッ
素
に
関
す
る
研
究

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
医
薬
品
や
農
薬
な
ど

の
生
物
活
性
化
合
物
に
フ
ッ
素
を
導
入
す
る

と
、
効
能
が
上
が
る
、
ま
た
は
副
作
用
が
低

減
す
る
な
ど
優
れ
た
効
果
が
発
現
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
フ
ッ
素
官
能
基
は

医
薬
品
開
発
に
お
い
て
重
要
で
あ
り
、
有
機

化
合
物
に
効
率
的
に
フ
ッ
素
を
導
入
で
き
る

反
応
が
求
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　

修
士
過
程
一
年
時
か
ら
現
在
の
フ
ッ
素
に

関
す
る
研
究
を
開
始
し
ま
し
た
。
始
め
の
一

年
間
は
望
み
の
結
果
を
得
る
こ
と
が
で
き
ず

悩
み
ま
し
た
が
、
少
し
で
も
研
究
を
進
め
る

た
め
に
、
実
験
と
考
察
を
続
け
ま
し
た
。
ま

た
、
先
生
か
ら
的
確
な
助
言
を
頂
く
こ
と
で

研
究
は
少
し
ず
つ
進
展
し
、
修
士
二
年
時
に

は
論
文
投
稿
の
機
会
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。
さ

ら
に
、
得
ら
れ
た
成
果
を
学
会
で
発
表
し
、

発
表
賞
を
頂
く
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。

　

博
士
後
期
課
程
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
研

究
に
没
頭
し
、
よ
り
困
難
な
課
題
に
挑
戦
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
他
分
野
の
研
究

に
も
興
味
を
持
ち
、
積
極
的
に
知
識
を
蓄
え

る
こ
と
で
多
角
的
に
思
考
で
き
る
研
究
者
を

目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　

最
後
に
、
長
い
学
生
生
活
を
認
め
て
く
れ

た
両
親
に
深
く
感
謝
し
、
残
り
の
二
年
半
も

自
己
の
研
鑽
に
励
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

友人とともに　右上が本人
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静
岡
薬
科
大
学
名
誉
教
授
、
東
出
福
司
先

生
が
平
成
27
年
４
月
22
日
、
享
年
94
歳
で
天

寿
を
全
う
し
て
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
こ
と
を

ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。
中
村
好
志
氏
（
椙

山
女
学
園
大
学
・
教
授
）
か
ら
の
突
然
の
悲

報
に
驚
き
と
悲
し
み
に
堪
え
ま
せ
ん
。
教
授

の
生
前
の
希
望
で
親
族
の
み
で
会
葬
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
門
下
生
の
大
部
分
の
者
や
大
学

関
係
者
へ
の
連
絡
も
充
分
に
行
わ
れ
ず
、
お

怒
り
の
方
も
多
数
い
る
と
思
い
ま
す
が
故
人

の
意
向
を
く
み
ま
し
て
、
こ
の
場
は
私
の
独

断
で
そ
の
よ
う
に
し
ま
し
た
。
不
満
を
感
じ

た
人
は
私
を
責
め
て
、
教
授
に
は
安
ら
か
な

気
持
ち
で
旅
立
つ
よ
う
に
祈
っ
て
下
さ
い
。

　

東
出
先
生
は
当
時
で
は
数
少
な
い
製
薬

メ
ー
カ
ー
以
外
の
企
業
出
身
者
（
東
芝
）
で

あ
り
ま
す
。
静
岡
薬
科
大
学
の
初
代
学
長
の

鵜
飼
学
長
の
推
薦
で
静
岡
薬
科
大
学
の
製
薬

学
科
創
設
時
の
薬
品
製
造
工
学
講
座
の
立
ち

上
げ
を
す
る
た
め
に
奉
職
し
ま
し
た
。
先
生

が
赴
任
し
た
時
の
研
究
室
は
製
剤
機
械
も
全

く
な
く
、
工
学
的
な
研
究
が
出
来
る
状
態
で

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
ま
で
の
先
生

の
専
門
は
高
分
子
化
学
と
界
面
化
学
分
野
で

あ
り
、
最
初
に
着
手
し
た
の
が
医
薬
品
の
Ｄ

Ｄ
Ｓ
分
野
に
と
っ
て
最
も
重
要
な
薬
物
の
膜

透
過
性
を
足
が
か
り
に
し
て
次
第
に
か
つ
一

歩
一
歩
確
実
に
展
開
し
て
ゆ
き
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
水
分
や
酸
素
の
高
分
子
膜
の
透
過

性
や
高
分
子
膜
へ
の
イ
オ
ン
透
過
性
の
よ
う

な
基
礎
的
膜
透
過
特
性
か
ら
出
発
し
、
医
薬

品
の
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
膜
へ
の
透
過
性
へ
と
進

め
て
ゆ
き
ま
し
た
。

　

先
生
の
薬
品
製
造
工
学
へ
の
一
途
な
探
求

心
は
門
下
生
が
脈
々
と
引
き
継
い
で
行
っ
た

結
果
、
大
学
内
に
製
剤
機
械
を
納
め
た
製
剤

棟
を
配
し
、
現
在
で
は
製
剤
機
械
の
保
有
状

態
と
研
究
は
全
国
の
大
学
と
比
較
し
て
も
屈

指
の
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　

東
出
教
授
は
わ
れ
わ
れ
凡
人
と
は
頭
脳
の

造
り
が
違
う
よ
う
な
面
が
多
々
あ
り
ま
し
た
。

研
究
に
お
い
て
も
、
鋭
い
着
眼
点
の
違
い
に

驚
か
さ
れ
ま
し
た
。
常
に
多
く
の
も
の
に
興

味
を
示
し
、
一
度
気
に
な
る
と
、
そ
れ
を
確

か
め
ず
に
は
い
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
こ
と
が
研
究
以
外
の
方
向
に
も
向

か
っ
て
し
ま
う
時
に
は
周
り
に
い
る
我
々
に

と
っ
て
は
悩
み
の
種
で
も
あ
り
ま
し
た
。
先

生
ほ
ど
純
真
無
垢
な
人
に
は
会
っ
た
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。
研
究
で
も
一
般
常
識
に
縛
ら

れ
な
い
面
が
あ
り
、
他
人
の
文
献
よ
り
自
分

の
実
験
結
果
を
大
切
に
し
、
そ
の
違
い
を
検

証
し
な
さ
い
と
ご
指
導
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

先
生
の
退
職
後
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
は
文
化
勲

章
を
受
章
し
た
こ
と
で
す
。
叙
勲
直
後
の
来

静
の
際
に
は
、
多
く
の
門
下
生
の
前
で
勲
章

を
見
せ
、
今
ま
で
見
た
こ
と
の
な
い
よ
う
な

笑
み
を
浮
か
べ
て
い
ま
し
た
。
東
出
教
授
が

用
事
で
来
静
の
折
に
は
急
な
連
絡
で
も
東
京

か
ら
大
阪
に
至
る
多
く
の
門
下
生
が
30
人
は

ゆ
う
に
超
す
も
の
が
集
結
し
た
も
の
で
し
た
。

　

東
出
教
授
は
定
年
退
官
後
の
進
路
に
つ
い

て
は
生
ま
れ
故
郷
の
北
海
道
に
帰
り
、
社
会

へ
の
奉
仕
を
し
な
が
ら
暮
ら
し
た
い
と
我
々

が
引
き
留
め
る
の
も
振
り
払
い
、
静
岡
の
家

や
土
地
を
処
分
し
て
若
者
の
よ
う
に
胸
を
膨

ら
ま
せ
て
出
発
し
て
行
き
ま
し
た
。
と
こ
ろ

が
、
こ
の
話
も
数
年
後
に
は
仕
事
が
無
く
な

り
七
飯
へ
移
住
し
、
さ
ら
に
最
後
の
転
居
と

な
り
ま
し
た
函
館
に
移
り
住
み
ま
し
た
。
と

こ
ろ
が
、
数
年
前
か
ら
目
や
足
の
衰
え
が
激

し
く
な
り
、
自
分
ひ
と
り
で
は
駅
の
標
識
も

読
め
な
く
遠
出
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
い
、

静
岡
に
も
行
く
こ
と
が
で
き
そ
う
に
な
い
と

電
話
で
言
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
と
き
、
今

度
は
函
館
で
会
い
た
い
で
す
ね
と
返
事
を
し

ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
そ
の
約
束
を
果
た
す
前

に
訃
報
が
飛
び
込
ん
で
き
ま
し
た
。
も
っ
と

早
く
行
動
し
な
か
っ
た
こ
と
が
悔
や
ま
れ
ま

す
。

　

最
後
に
、
東
出
先
生
が
立
ち
上
げ
た
薬
品

製
造
工
学
講
座
の
現
在
は
創
剤
科
学
分
野
と

名
称
は
変
わ
り
ま
し
た
が
、
先
生
の
意
志
を

引
き
継
い
で
躍
進
し
、
四
代
目
の
板
井
教
授

の
も
と
薬
学
部
屈
指
の
研
究
室
に
な
っ
て
い

ま
す
。
ど
う
ぞ
、
心
安
ら
か
に
旅
立
っ
て
下

さ
い
ま
す
よ
う
お
祈
り
し
ま
す
。

昭和60年当時の薬品製造工学教室のメンバー�中央が東出先生、右端が筆者

東
出
福
司
先
生
の
ご
逝
去
を
悼
ん
で

創
剤
科
学
分
野 

前
准
教
授
　
宮
城
島　
惇　
夫

（
昭
和
46
年
卒
）
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平成26年度　大学院薬学研究科　博士後期課程　秋
氏　名 所属研究室 論文題目（和文） 論文題目（英文）

福島　圭穣 生化学講座 ヒトパラインフルエンザウイルスのスパ
イク糖タンパク質の機能解析

Functional analysis of human parainfluenza 
virus spike glycoproteins

河野　博樹 医薬生命化学 新規サバイビン発現抑制剤YM155封入
リポソームの体内動態および抗腫瘍効
果

Antitumor efficacy and biodistribution of 
liposomal YM155, a novel small-molecule 
survivin suppressant

赤代　宏介 医薬生命化学 薬物動態シミュレーションに基づく新
規サバイビン発現抑制剤YM155のリポ
ソーム製剤設計

Formulation design of liposomal YM155, a 
novel small-molecule survivin suppressant, 
based on pharmacokinetic modeling and 
simulation

Jantana 
Yahufai

医薬生命化学 Effect of  PEGylated l iposomes 
encapsu l a t i ng  doxorub i c i n  on 
immunosurveillance

Effect of PEGylated liposomes 
encapsulating doxorubicin on 
immunosurveillance

宮西　秀雄 創剤工学 インバースガスクロマトグラフィーを用
いたニフェジピン固体分散体表面におけ
る再結晶化の評価

Evaluation of crystallization behavior on 
the surface of nifedipine solid dispersion 
power using inverse gas chromatography

松井　良幹 実践薬学 患者のアドヒアランス向上をめざした
口腔内崩壊錠ならびに経皮吸収型製剤
の研究

Orally Disintegrating Tablet and 
Transdermal Formulations for Enhancing 
Adherence of Patients

平成26年度　薬食生命科学総合学府　博士前期課程
氏　名 所属研究室 論文題目（和文） 論文題目（英文）

大内　仁志 医薬品製造化学 アクロメリン酸A, Bの全合成 Total Syntheses of Acromelic Acids A and 
B

田添　唯 臨床薬効解析学 関節リウマチにおけるメトトレキサー
トの個別化療法を指向した遺伝子およ
び薬物動態解析

Genetic and pharmacokinetic analyses of 
rheumatoid arthritis patients for 
personalized methotrexate therapy 

木村晋一郎 実践薬学 口腔内崩壊錠の服用性改善をめざした
含有粒子の評価と最適化に関する研究

Evaluation and optimization of particle 
design aimed at improvement of palatability 
of orally disintegrating tablets

平岡　祥吾 実践薬学 精神疾患患者の受療意識向上を目指し
たアリピプラゾールの新規製剤開発に
関する研究

Development of novel formulation of 
aripiprazole to enhance adherence of 
psychiatric patients

石川　格靖 生薬学 糸 状 菌 由 来 キ ノロ ン ア ル カ ロ イド
4'-methoxyviridicatin の生合成研究

Biosynthetic Study of Fungal Quinolone 
Alkaloid 4'-methoxyviridicatin

坪井康一郎 免疫微生物学 組織特異的遺伝子欠損マウスを用いた
免疫恒常性の維持と破綻に関する研究

Immune homeostasis and dysregulation in 
tissue-specific conditional knockout mice

平成26年度　大学院薬学研究科　博士後期課程
氏　名 所属研究室 論文題目（和文） 論文題目（英文）

石井　卓也 臨床薬剤学 アキノアルキルメタクリレートコポリ
マ ー に よ る サ バ イ ビ ン 発 現 抑 制
剤 sepantronium bromide （YM155） の
経口吸収性改善

Oral absorption improvement of 
sepantronium bromide （YM155） , a survivin 
suppressant, by aminoalkyl methacrylate 
copolymer

長島　輝芳 生命物理化学 ホスホリパーゼCを用いたリン脂質単分
子膜の物性研究

Study of physical properties of phospholipid 
monolayers using phospholipase C

大 学 院 学 位 論 文
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学
友
会
員
の
み
な
さ
ま
に
は
、
ご
健
勝
の
こ
と
と
お

喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
昨
秋
行
わ
れ
た
衛
生
化
学
教
室

開
設
60
周
年
記
念
祝
賀
会
に
つ
い
て
ご
紹
介
さ
せ
て
頂

こ
う
と
思
い
ま
す
。

　

１
９
５
３
年
（
昭
和
28
年
）
４
月
、
静
岡
薬
科
大
学

に
産
声
を
あ
げ
た
衛
生
化
学
教
室
は
、
静
岡
県
立
大
学

薬
学
部
衛
生
分
子
毒
性
学
教
室
と
し
て
名
称
を
変
え
な

が
ら
、
昨
年
度
開
設
60
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

同
門
で
あ
る
山
本
敏
博
先
生
（
１
９
６
７
年
卒
、
聖
隷

福
祉
事
業
団
理
事
長
）
に
音
頭
を
取
っ
て
頂
き
、
昨
年

の
11
月
２
日
㈰
に
ク
ー
ポ
ー
ル
会
館
に
て
、
創
立
60
周

年
記
念
祝
賀
会
を
開
催
致
し
ま
し
た
。
会
に
は
、
二
代

目
教
授
の
富
田
勲
先
生
、
昨
年
御
退
官
さ
れ
た
三
代
目

教
授
の
出
川
雅
邦
先
生
、
さ
ら
に
、
昨
年
四
月
よ
り
四

代
目
教
授
と
し
て
ご
着
任
さ
れ
た
吉
成
浩
一
先
生
を
お

招
き
し
、
ま
た
、
旧
教
職
員
や
卒
業
生
、
現
役
生
合
わ

せ
て
100
人
を
超
え
る
参
加
者
を
迎
え
、
盛
大
に
開
催
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

祝
賀
会
の
前
に
行
わ
れ
た
講
演
会
で
は
、
今
年
３
月

に
退
任
さ
れ
た
木
苗
直
秀
学
長
（
当
時
）
に
「
私
の
大

学
生
活
と
健
康
長
寿
社
会
へ
の
挑
戦
」
と
い
う
演
題
で

ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
教
員
と
し
て
、
そ
し
て
学

長
と
し
て
、
木
苗
先
生
が
県
立
大
学
の
発
展
に
大
変
な

ご
尽
力
を
な
さ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
、
参
加
者
の
多

く
が
感
銘
を
受
け
ら
れ
た
お
話
し
で
し
た
。
さ
ら
に
続

い
て
、「
研
究
室
の
想
い
出
を
語
る
」
と
題
し
て
、
中

村
好
志
先
生
（
元
助
教
授
、
１
９
６
６
年
卒
）、
大
村

洋
一
様
（
１
９
７
３
年
卒
）、
芳
野
恭
士
様
（
１
９
８ 

２
年
卒
）、
加
藤
義
典
様
（
１
９
９
５
年
卒
）、
さ
ら
に

今
年
の
２
月
よ
り
衛
生
分
子
毒
性
学
分
野
の
助
教
を
務

め
ら
れ
て
い
る
保
坂
卓
臣
先
生
（
２
０
０
６
年
卒
）
に
、

研
究
室
在
籍
当
時
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
ご
披
露
頂
き
ま
し

た
。
冨
田
先
生
の
秘
蔵
の
写
真
も
飛
び
出
し
、
懐
か
し

く
楽
し
い
話
を
聞
く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
河
西
き
よ
み
様
（
１
９
９
４
年
卒
）
の
司

会
で
、
太
田
保
様
（
１
９
５
８
年
卒
）
の
乾
杯
の
も
と
、

大
変
和
や
か
な
雰
囲
気
で
祝
賀
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。

出
川
先
生
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
冨
田
先
生
も
現
役
の

頃
と
全
く
変
わ
ら
ず
お
元
気
で
し
た
。
お
二
人
と
も
絶

え
間
な
く
卒
業
生
達
に
囲
ま
れ
て
お
り
、
先
生
方
の
人

静
岡
薬
科
大
学
・
衛
生
化
学
教
室
、
静
岡
県
立
大
学
・
衛
生
分
子
毒
性
学
分
野

開
設
60
周
年
記
念
祝
賀
会

関　
本　
征　
史

（
平
成
11
年
修
了
）

衛生化学教室開設60周年記念祝賀会　H26.11.2　於 クーポール会館（1）
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柄
が
伺
え
ま
し
た
。
吉
成
先
生
は
、
現
役
の
学
生
を
紹

介
し
な
が
ら
ご
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
、
ま
す

ま
す
活
気
あ
ふ
れ
る
研
究
室
に
な
っ
て
い
く
よ
う
、
卒

業
生
一
同
で
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
静
岡
県
立

大
学
ジ
ャ
グ
リ
ン
グ
サ
ー
ク
ル
「
五
臓
六
腑
」
様
に
よ

る
余
興
の
後
、
三
浦
進
司
先
生
（
現
食
品
栄
養
科
学
部

教
授
、
１
９
９
６
年
博
士
修
了
）
の
ご
挨
拶
を
も
っ
て

閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

私
ご
と
で
は
あ
り
ま
す
が
、
今
回
の
60
周
年
記
念
祝

賀
会
の
直
前
、
昨
年
の
10
月
１
日
よ
り
学
生
・
教
員
と

し
て
20
年
近
く
在
籍
し
た
静
岡
県
立
大
学
薬
学
部
・
衛

生
分
子
毒
性
学
分
野
か
ら
、
麻
布
大
学
生
命
・
環
境
科

学
部
に
異
動
と
な
り
ま
し
た
。
準
備
不
足
で
皆
様
に
は

い
ろ
い
ろ
と
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
し
た
。
こ
の
場
を

借
り
て
、
本
会
の
開
催
に
ご
協
力
頂
い
た
皆
様
、
参
加

者
の
皆
様
、
あ
る
い
は
参
加
出
来
な
い
な
が
ら
も
ご
寄

付
を
い
た
だ
い
た
皆
様
に
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

そ
の
甲
斐
あ
っ
て
、
同
門
の
皆
様
と
楽
し
く
歓
談
す
る

機
会
を
得
る
こ
と
が
で
き
、
ホ
ッ
と
胸
を
な
で
お
ろ
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

な
お
、
ご
出
席
い
た
だ
い
た
皆
様
の
ご
賛
成
の
も
と

に
、
い
た
だ
き
ま
し
た
会
費
・
寄
付
金
、
な
ら
び
に
衛

生
化
学
教
室
同
門
会
の
繰
越
金
、
計
46
万
円
を
静
岡
県

立
大
学
薬
学
部
創
立
100
周
年
記
念
事
業
に
寄
付
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

県
立
大
学
薬
学
部
が
こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
発
展
す
る

こ
と
を
心
よ
り
お
祈
り
し
て
い
ま
す
！

衛生化学教室開設60周年記念祝賀会　H26.11.2　於 クーポール会館（2）

富田先生，木苗先生を囲んで
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薬
学
部
教
員
の
人
事
異
動

退　
職身

体
運
動
科
学 

教　

授 

大
　
石
　
哲
　
夫 

平
成
27
年
3
月

衛
生
分
子
毒
性
学 

准
教
授 

根
　
本
　
清
　
光 

平
成
27
年
3
月

生
体
機
能
分
子
分
析
学 

講　

師 

井
之
上
　
浩
　
一 

平
成
27
年
3
月

薬
品
資
源
学 

講　

師 

石
　
田
　
均
　
司 

平
成
27
年
3
月

創
薬
探
索
セ
ン
タ
ー 

助　

教 

海
　
野
　
雄
　
加 

平
成
27
年
3
月

新　
任衛

生
分
子
毒
性
学 

助　

教 

保
　
坂
　
卓
　
臣 

平
成
27
年
2
月

身
体
運
動
科
学 
准
教
授 

窪
　
田
　
辰
　
政 

平
成
27
年
4
月

医
薬
品
情
報
解
析
学 
講　

師 

川
　
崎
　
洋
　
平 

平
成
27
年
4
月

生
体
機
能
分
子
分
析
学 

助　

教 

水
　
野
　
　
　
初 

平
成
27
年
4
月

免
疫
微
生
物
学 

助　

教 
中
　
西
　
勝
　
宏 

平
成
27
年
4
月

衛
生
分
子
毒
性
学 

講　

師 
佐
々
木
　
崇
　
光 

平
成
27
年
8
月

薬
物
動
態
学 

助　

教 

佐
　
藤
　
秀
　
行 

平
成
27
年
8
月

昇　
任生

化
学 

准
教
授 

高
　
橋
　
忠
　
伸 
平
成
27
年
6
月
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■
平
成
27
年
度
静
薬
学
友
会
第
1
回
理
事
会
議
事
録

日
　
時
：　

平
成
27
年
4
月
11
日　

土
曜
日　

17
：
30
～
20
：
00

会
　
場
：　

静
岡
県
立
大
学　

は
ば
た
き
棟
3
階　

特
別
会
議
室

出
席
者
：
敬
称
略

横
倉
輝
男
、
大
石
悦
子
、
高
橋
千
恵
子
、
鈴
木　

隆
、
植
松
正
吾
、
安
倍
道
治
、

岩
崎
年
史
、
若
林
敬
二
、
涌
澤
伸
哉
、
武
田
厚
司
、
杉
井
邦
好
、
賀
川
義
之
、

池
田
雅
彦
、
内
田
信
也
、
渡
邉　

学
、
黒
羽
子
孝
太
、
関
本
征
史
、
高
橋
忠
伸
、

伊
藤
由
彦
、
大
木
明
代
、
若
尾
直
司

（
欠　

席
）　

北
川
俊
朗
、
井
口
和
明
、
鈴
木
由
美
子
、
清
水
広
介

（
事
務
局
）　

鈴
木
い
ず
み
、
鈴
木
敬
子

司
　
会
：
横
倉
会
長 

〈
議
題
〉

１
．
平
成
26
年
度
静
薬
学
友
会
総
会　

議
題
の
検
討

（
1
）　

平
成
26
年
度
事
業
報
告
：
横
倉
会
長
よ
り
説
明
が
あ
っ
た
。

　

今
年
は
支
部
総
会
が
多
い
年
で
あ
っ
た
。
会
長
一
人
で
は
行
き
き
れ
な
い
の
で
副
会
長

に
も
出
席
し
て
も
ら
っ
た
。
支
部
総
会
は
一
度
に
重
な
る
と
本
部
か
ら
の
参
加
も
大
変
に

な
る
の
で
分
散
し
て
開
催
し
て
い
た
だ
く
よ
う
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

会
報
の
支
部
特
集
号
が
原
稿
が
集
ま
ら
ず
仕
上
が
り
が
薄
く
な
っ
て
い
る
。
支
部
特
集

号
の
会
報
発
行
を
続
け
る
か
今
後
検
討
し
た
い
。

（
2
）　

平
成
26
年
度
会
計
報
告
：
伊
藤
由
彦
会
計
担
当
理
事
よ
り
説
明
が
あ
っ
た

　

収
入
は
全
体
で
み
れ
ば
例
年
通
り
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
維
持
会
費
だ
け
で
見
る
と

収
入
が
減
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
現
在
行
っ
て
い
る
100
周
年
記
念
事
業
募
金
に

関
係
す
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
の
事
業
が
終
わ
れ
ば
戻
っ
て
く
る
と
は
思
う
。
退
官
記

念
事
業
費
は
年
度
途
中
で
退
官
さ
れ
る
先
生
が
い
る
場
合
、
予
定
よ
り
増
え
る
。

　

大
学
か
ら
薬
学
生
涯
研
修
講
座
へ
の
集
会
助
成
が
あ
っ
た
。

　

以
下
、
次
の
意
見
、
提
案
な
ど
が
議
論
さ
れ
た
。

○
維
持
会
費
納
入
者
数
に
つ
い
て

・
謝
恩
会
の
場
で
勧
誘
し
た
効
果
が
表
れ
た
。（
鈴
木
隆
副
会
長
）

・
維
持
会
費
納
入
者
数
の
表
で
、
基
準
と
な
る
人
数
が
違
う
の
は
な
ぜ
か
。
ま
た
２
０
１
４

年
の
納
入
者
数
が
少
な
い
の
は
な
ぜ
か
。（
若
林
理
事
）

・
２
０
１
４
年
に
4
年
生
の
人
数
が
入
っ
て
い
な
い
た
め
で
は
な
い
か
。
年
度
が
ず
れ
て

入
っ
て
く
る
と
思
う
。（
鈴
木
隆
副
会
長
）

・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
デ
ー
タ
で
は
２
０
１
４
年
卒
の
会
費
支
払
い
対
象
者
は
96
名
で
あ
っ

た
。（
事
務
局
）

・
4
年
制
は
４
年
制
の
卒
年
、
6
年
制
は
6
年
制
の
卒
年
と
な
っ
て
い
る
。
4
年
制
の
学

生
は
2
年
後
に
入
っ
て
く
る
。（
伊
藤
理
事
）

・
要
は
4
年
制
も
6
年
制
も
ど
こ
か
で
支
払
い
対
象
者
に
入
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
よ

ろ
し
い
か
。（
若
林
理
事
）

・
伊
藤
先
生
に
総
会
ま
で
に
調
べ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
お
願
い
し
た
い
。（
横
倉
会
長
）

・
了
解
し
た
。（
伊
藤
理
事
）

○
維
持
会
費 

終
身
会
費
・
10
年
会
費
の
納
入
に
つ
い
て

　

本
年
度
の
終
身
会
費
・
10
年
会
費
の
納
入
分
か
ら
本
年
度
年
会
費
納
入
分
を
差
し
引
い

た
も
の
を
来
年
度
以
降
に
繰
り
越
す
こ
と
と
考
え
た
い
。

　

平
成
26
年
度
繰
越
金
の
う
ち
約
５
９
８
、０
０
０
円
は
、
終
身
会
費
・
10
年
会
費
に
よ
り

生
じ
た
次
年
度
以
降
へ
繰
り
越
す
べ
き
資
金
で
あ
る
こ
と
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

○
会
報
の
発
行
に
つ
い
て

・
会
報
は
年
に
1
回
に
し
て
も
良
い
の
で
は
な
い
か
。
支
部
特
集
号
の
原
稿
が
集
ま
ら
な

い
。（
横
倉
会
長
）

・
現
在
の
会
則
で
は
年
に
2
回
発
行
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
賀
川
先
生
が
学
部
長
と
な

り
こ
れ
か
ら
大
変
忙
し
く
な
る
と
思
う
。
後
任
の
編
集
長
が
必
要
な
の
で
は
な
い
か
。

（
安
倍
理
事
）

・
ぜ
ひ
後
任
を
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
。（
賀
川
理
事
）

・
メ
ー
ル
登
録
数
に
も
よ
る
が
、
会
報
を
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
で
メ
ー
ル
配
信
す
る
方
法
は

ど
う
か
。
今
後
こ
の
よ
う
な
方
法
が
増
え
て
く
る
と
思
う
。（
若
林
理
事
）

・
会
費
納
入
さ
れ
る
方
で
50
％
以
上
を
占
め
る
世
代
の
方
に
配
慮
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

冊
子
版
の
会
報
を
望
ん
で
い
る
方
も
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。（
大
木
理
事
）

・
そ
れ
も
あ
る
と
思
う
。（
横
倉
会
長
）

・
し
か
し
会
費
を
払
っ
て
い
る
世
代
は
今
後
変
わ
っ
て
く
る
。（
鈴
木
隆
副
会
長
）

・
会
報
に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
取
っ
た
ら
ど
う
か
。（
横
倉
会
長
）

・
編
集
委
員
会
で
検
討
し
て
も
ら
っ
た
ら
ど
う
か
。（
鈴
木
隆
副
会
長
）

・
5
月
の
編
集
委
員
会
で
検
討
し
て
み
て
ほ
し
い
。（
横
倉
会
長
）

・
了
解
し
た
。（
賀
川
理
事
）

・
印
刷
費
、
発
行
費
な
ど
経
費
が
い
く
ら
か
か
る
か
調
べ
て
お
い
て
欲
し
い
。（
鈴
木
副

会
長
）

・
安
に
会
報
を
増
や
す
と
か
減
ら
す
と
か
の
前
に
、
中
身
を
ど
う
す
る
か
が
大
事
で
は
な

い
か
。
こ
れ
か
ら
若
い
会
員
に
読
ん
で
も
ら
う
た
め
に
、
在
学
生
に
原
稿
を
書
い
て
も

ら
い
載
せ
る
よ
う
に
し
て
は
ど
う
か
。（
安
倍
理
事
）

本
　
部
　
だ
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・
学
生
の
情
報
を
載
せ
れ
ば
卒
業
生
に
も
会
報
を
見
て
も
ら
え
る
よ
う
に
な
る
の
で
は
な

い
か
。（
渡
邉
理
事
）

・
会
報
が
年
一
回
で
も
い
い
の
で
は
な
い
か
と
の
意
見
が
多
く
あ
っ
た
と
の
こ
と
で
編
集

会
議
に
か
け
て
ほ
し
い
（
横
倉
会
長
）

・
了
解
し
た
（
賀
川
理
事
）

（
3
）　

平
成
27
年
度
事
業
計
画
案
：
横
倉
会
長
よ
り
説
明
が
あ
っ
た
。

・
本
年
度
の
理
事
会
予
定
日
で
他
の
事
業
と
重
な
っ
て
い
る
等
都
合
の
悪
い
日
が
あ
っ
た

ら
変
更
す
る
の
で
事
前
に
知
ら
せ
て
ほ
し
い
。（
横
倉
会
長
）

（
4
）　

平
成
27
年
度
予
算
案
：
伊
藤
由
彦
会
計
担
当
理
事
よ
り
説
明
が
あ
っ
た
。（
伊
藤
理
事
）

・
会
報
へ
の
広
告
掲
載
に
ご
協
力
を
い
た
だ
け
る
よ
う
お
願
い
し
た
い
。

・
事
務
局
改
修
費
と
し
て
エ
ア
コ
ン
の
設
置
分
を
予
算
に
入
れ
た
。

・
総
会
が
京
都
で
行
わ
れ
る
の
で
、
総
会
費
を
増
額
し
た
。

・
生
涯
学
習
費
は
決
算
額
が
少
な
く
済
ん
で
い
る
が
、
予
算
が
例
年
通
り
40
万
円
と
な
っ

て
い
る
。

　

こ
れ
ほ
ど
予
算
を
取
る
必
要
が
あ
る
の
か
。（
安
倍
理
事
）

・
昨
年
と
同
様
薬
学
部
の
集
会
助
成
を
受
け
ら
れ
る
か
が
わ
か
ら
な
い
。（
鈴
木
隆
副
会

長
）

・
恐
ら
く
大
丈
夫
で
あ
ろ
う
と
思
う
。
本
年
度
も
集
会
助
成
の
担
当
な
の
で
、
夏
前
に
は

申
請
す
る
。（
武
田
理
事
）

・
出
来
る
だ
け
大
学
に
は
早
め
の
申
請
（
5
月
頃
）
を
お
願
い
し
た
い
。（
若
林
理
事
）

・
了
解
し
た
。（
武
田
理
事
）

（
5
）　

総
会
当
日
の
役
割
分
担
に
つ
い
て

・
総
会
の
支
部
長
会
の
時
間
が
11
：
00
で
は
早
す
ぎ
る
の
で
は
な
い
か
。
11
：
30
か
ら
で

ど
う
か
。
ま
た
、
関
西
方
面
の
支
部
長
に
出
席
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
の
で
関
西
で
総

会
を
開
催
す
る
の
だ
か
ら
、
な
る
べ
く
出
席
を
し
て
い
た
だ
く
よ
う
事
務
局
か
ら
伝
え

て
ほ
し
い
。（
安
倍
理
事
）

・
支
部
長
会
は
11
：
30
か
ら
と
の
こ
と
で
了
解
し
た
。
変
更
を
支
部
長
に
伝
え
て
お
く
。

（
事
務
局
）

・
受
付
を
手
伝
え
る
方
は
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。
そ
の
他
懇
親
会
の
司
会
担
当
者
等
は

当
日
関
西
支
部
と
打
ち
合
わ
せ
て
決
定
。
カ
メ
ラ
撮
影
は
伊
藤
理
事
、
関
本
理
事
が
担

当
。（
横
倉
会
長
）

（
6
）　

退
任
、
就
任
に
つ
い
て

○
理
事
の
交
代
に
つ
い
て

・
新
理
事
、
次
期
東
海
支
部
長
就
任
に
つ
き
涌
澤
伸
哉
様
よ
り
ご
挨
拶
が
あ
っ
た
。

・
新
理
事
、
静
岡
県
支
部
長
の
就
任
に
つ
き
杉
井
邦
好
様
よ
り
ご
挨
拶
が
あ
っ
た
。

○
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
の
退
任
に
つ
い
て

・
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
、
静
岡
県
支
部
長
の
退
任
に
つ
い
て
、
若
尾
直
司
様
よ
り
ご
挨
拶
が

あ
っ
た
。

○
特
別
顧
問
の
就
任
に
つ
い
て

・
横
倉
会
長
よ
り
木
苗
直
秀 

前
静
岡
県
立
大
学
学
長
の
特
別
顧
問
へ
の
就
任
に
つ
い
て

提
案
が
あ
っ
た
。

・
会
則
の
修
正
の
必
要
は
あ
る
か
。（
黒
羽
子
理
事
）

・
会
則
第
3
章
第
10
条
に
顧
問
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
と
な
っ
て
い
る
。（
安
倍
理
事
）

・
木
苗
直
秀 

前
静
岡
県
立
大
学
学
長
の
特
別
顧
問
へ
の
就
任
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
承
認

さ
れ
た
。（
理
事
一
同
）

・
会
則
に
か
か
る
件
な
の
で
、
総
会
で
最
終
決
定
と
す
る
。（
横
倉
会
長
）

○
支
部
長
の
理
事
会
出
席
に
つ
い
て

・
支
部
と
本
部
の
つ
な
が
り
を
強
く
す
る
こ
と
が
大
事
と
考
え
る
。
会
員
数
の
多
い
関
東

支
部
、
関
西
支
部
、
東
海
支
部
、
静
岡
県
支
部
の
会
長
に
理
事
会
に
出
席
を
い
た
だ
い

て
は
ど
う
か
。（
安
倍
理
事
）

・
支
部
の
い
ろ
い
ろ
な
意
見
を
聞
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
私
は
賛
同
す
る
。（
若
林
理
事
）

・
参
加
し
て
い
た
だ
く
旅
費
な
ど
予
算
を
確
保
す
る
必
要
が
あ
る
。（
横
倉
会
長
、
若
林

理
事
）

・
理
事
会
の
回
数
を
1
回
減
ら
し
て
は
ど
う
か
。
4
月
か
7
月
の
ど
ち
ら
か
。（
安
倍
理

事
）

・
総
会
の
準
備
の
た
め
4
月
は
行
っ
て
ほ
し
い
。（
伊
藤
理
事
）

・
先
の
話
な
ら
い
い
が
、
今
は
100
周
年
事
業
が
あ
る
の
で
理
事
会
の
回
数
は
減
ら
し
て
よ

い
も
の
か
ど
う
か
。
今
か
ら
忙
し
く
な
る
時
期
に
勝
手
に
や
っ
て
く
だ
さ
い
と
い
う
わ

け
に
は
い
か
な
い
と
思
う
。
支
部
長
参
加
に
つ
い
て
は
、
皆
さ
ん
お
仕
事
を
お
持
ち
な

の
で
仕
事
を
休
ん
で
ま
で
遠
く
か
ら
出
て
き
て
い
た
だ
け
る
の
か
ど
う
か
。
入
っ
て
い

た
だ
く
こ
と
は
良
い
と
思
う
。
基
盤
を
し
っ
か
り
し
た
い
の
で
静
岡
県
支
部
に
は
入
っ

て
い
た
だ
き
た
い
。（
岩
崎
理
事
）

・
理
事
会
は
年
間
4
回
の
ま
ま
で
、
静
岡
県
支
部
長
だ
け
に
理
事
会
に
出
席
し
て
い
た
だ

く
と
い
う
こ
と
で
、
そ
の
他
の
支
部
長
の
出
席
の
検
討
に
つ
い
て
は
先
送
り
で
ど
う
か
。

（
横
倉
会
長
）

・
な
ぜ
静
岡
県
支
部
だ
け
か
と
い
う
こ
と
に
な
ら
な
い
か
。（
安
倍
理
事
）

・
支
部
長
の
件
も
あ
る
が
、
私
は
43
年
卒
と
し
て
の
意
見
を
伝
え
る
た
め
に
理
事
会
に
出

て
き
て
い
る
。（
植
松
理
事
）

・
木
苗
先
生
よ
り
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
っ
た
の
だ
が
、
卒
業
生
の
中
に
も
い
ろ
い
ろ
な
職

業
に
就
い
て
い
る
方
が
い
る
。
多
様
な
職
種
の
方
か
ら
意
見
を
聞
く
べ
き
だ
。（
関
本

理
事
）

・
支
部
長
の
参
加
に
つ
い
て
、
100
周
年
も
あ
り
重
要
な
時
期
な
の
で
、
関
西
支
部
長
、
関

東
支
部
長
に
は
理
事
会
に
出
席
し
て
理
事
会
の
雰
囲
気
な
ど
を
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と

も
良
い
と
思
う
。
会
計
的
に
問
題
が
あ
れ
ば
7
月
の
理
事
会
は
行
わ
な
い
こ
と
で
調
整

が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。（
若
林
理
事
）

・
杉
井
さ
ん
（
静
岡
県
支
部
長
）
も
か
な
り
忙
し
い
よ
う
だ
が
。（
横
倉
会
長
）
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・
関
西
支
部
の
在
住
者
数
も
513
名
と
な
っ
て
い
る
。
参
加
し
て
い
た
だ
く
の
が
よ
い
と
思

う
。
東
海
支
部
長
も
500
名
以
上
と
い
う
こ
と
で
入
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
ど
う
か
。
目

安
と
し
て
、
会
員
数
の
１
割
を
超
え
る
大
規
模
な
支
部
の
支
部
長
に
は
本
部
理
事
に

入
っ
て
い
た
だ
く
と
い
う
こ
と
に
す
れ
ば
良
い
の
で
は
な
い
か
。（
渡
邉
理
事
）

・
理
事
会
を
行
う
前
に
あ
ら
か
じ
め
支
部
長
の
意
見
を
聞
い
て
お
く
必
要
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
。
理
事
会
に
来
て
い
た
だ
く
の
は
会
員
数
の
多
い
支
部
だ
け
で
よ
い
が
、
来
ら

れ
な
い
遠
方
の
支
部
に
対
し
て
意
見
を
出
し
て
い
た
だ
く
こ
と
は
や
る
べ
き
で
は
な
い

か
。（
大
木
理
事
）

・
大
変
良
い
案
で
あ
る
。（
安
倍
理
事
）

・
こ
れ
は
メ
ー
ル
も
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
出
せ
ば
い
い
の
で
、
こ
れ
は
簡
単
に
で
き

る
か
と
思
う
。（
若
林
理
事
）

・
支
部
長
の
意
見
を
す
く
い
取
る
と
い
う
意
図
で
支
部
長
会
を
総
会
の
前
に
行
っ
て
い
る
。

そ
れ
な
ら
ば
支
部
長
会
を
行
う
必
要
も
な
い
の
で
は
な
い
か
。（
大
石
副
会
長
）

・
支
部
長
会
を
行
う
か
ど
う
か
は
支
部
の
ほ
う
で
開
催
を
判
断
し
て
い
た
だ
く
の
が
よ
い
。

（
安
倍
理
事
）

・
こ
の
件
は
総
会
で
決
議
す
る
こ
と
と
す
る
。（
横
倉
会
長
）

２
．
東
日
本
大
震
災
義
援
金
に
つ
い
て
：
井
口
理
事
か
ら
の
提
案
書
を
伊
藤
理
事
よ
り
報
告

・（
井
口
先
生
の
提
案
書
を
読
み
上
げ
て
）
被
災
さ
れ
た
方
106
名
に
1
万
円
ず
つ
お
送
り

し
た
残
金
が
６
２
６
、１
７
７
円
と
な
っ
て
い
る
。
予
算
委
員
会
で
は
赤
十
字
な
ど
の

一
般
募
金
に
拠
出
す
る
案
も
出
た
が
、
今
回
の
募
金
は
「
東
日
本
大
震
災
の
募
金
で

あ
っ
た
」「
会
員
に
対
す
る
募
金
で
あ
っ
た
」
と
い
う
2
点
の
縛
り
が
あ
る
。
今
後
の

対
応
に
つ
い
て
ご
意
見
を
伺
い
た
い
。（
伊
藤
理
事
）

・
東
北
支
部
が
義
援
金
の
残
金
を
返
し
て
き
た
の
は
な
ぜ
か
。（
植
松
理
事
）

・
本
部
と
被
災
者
の
直
接
の
や
り
取
り
で
あ
っ
た
の
で
、
実
際
に
は
東
北
支
部
で
は
義
援

金
は
持
っ
て
い
な
い
。
送
金
は
本
部
で
行
っ
た
。（
伊
藤
理
事
）

・
一
般
募
金
へ
の
拠
出
は
反
対
で
あ
る
と
い
う
の
が
今
回
の
義
援
金
担
当
の
井
口
理
事
の

意
見
で
あ
る
。
理
由
は
「
東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
た
会
員
の
た
め
の
募
金
で
あ
っ
た

の
で
募
金
を
し
て
く
れ
た
会
員
の
意
思
と
は
異
な
る
」
と
い
う
こ
と
。
ま
た
、
被
害
を

受
け
た
の
が
東
北
支
部
だ
け
で
な
く
関
東
地
域
も
含
ま
れ
て
い
る
と
私
が
伝
え
た
と
こ

ろ
、
井
口
先
生
も
義
援
金
担
当
者
と
し
て
困
っ
て
し
ま
っ
た
よ
う
だ
。
資
料
に
も
書
い

て
あ
る
通
り
、「
学
友
会
会
員
が
災
害
を
受
け
た
場
合
に
支
援
す
る
」
と
い
う
趣
旨
に

基
づ
き
、
別
枠
で
こ
の
残
金
を
も
と
に
災
害
基
金
を
立
ち
上
げ
て
は
ど
う
か
と
の
結
論

に
至
っ
た
が
い
か
が
だ
ろ
う
か
。（
横
倉
会
長
）

・
災
害
基
金
と
し
て
作
る
の
は
い
い
が
、
例
え
ば
先
日
の
白
馬
で
の
地
震
災
害
に
つ
い
て

は
被
災
者
の
確
認
を
し
て
い
な
い
と
思
う
。（
大
木
理
事
）

・
広
島
は
行
っ
た
。（
横
倉
会
長
）

・
今
後
、
被
災
者
を
確
認
す
る
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
必
要
が
あ
る
。（
大
木
理
事
）

・
ど
の
災
害
に
も
適
用
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
災
害
基
金
に
お
金
を
入
れ
る
仕
組

み
も
作
っ
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
。（
渡
邉
理
事
）

・
災
害
が
あ
っ
た
時
に
広
報
し
て
改
め
て
募
金
を
募
る
。

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
義
援
金
を
募
る
場
所
を
作
っ
て
お
く
と
よ
い
。（
大
木
）

・
井
口
理
事
に
よ
る
と
大
分
義
援
金
募
金
で
は
若
尾
前
会
長
や
大
石
副
会
長
に
御
苦
労
を

か
け
た
と
言
っ
て
い
た
が
、
若
尾
さ
ん
何
か
意
見
は
あ
り
ま
す
か
。（
横
倉
会
長
）

・
義
援
金
募
金
で
は
大
分
苦
労
し
た
。
会
員
の
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
１
、１
５
３
、０
０
０

円
の
募
金
が
あ
っ
た
。
一
人
10
万
円
も
募
金
し
て
く
れ
た
方
も
あ
っ
た
。
メ
ー
ル
と
会

報
で
全
員
に
義
援
金
の
お
願
い
を
し
た
。
被
災
状
況
に
つ
い
て
は
往
復
は
が
き
で
実
態

調
査
を
し
、
被
害
の
あ
っ
た
方
に
1
万
円
を
お
渡
し
し
た
。
今
後
も
ど
の
よ
う
な
災
害

が
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
の
で
、
そ
の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
作
り
は
必
要
に
な
る
か
も
し

れ
な
い
。（
若
尾
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
）

・
実
際
に
被
災
さ
れ
た
方
は
、
大
変
な
状
況
の
中
で
は
動
く
こ
と
も
で
き
な
い
と
思
う
の

で
、
実
態
調
査
の
た
め
に
本
部
か
ら
（
人
員
を
）
派
遣
す
る
余
裕
も
な
い
と
い
け
な
い
。

こ
の
よ
う
な
災
害
基
金
を
作
っ
て
お
く
こ
と
に
よ
っ
て
本
部
が
実
態
調
査
に
動
く
た
め

の
資
金
に
も
な
る
と
思
う
の
で
良
い
と
思
う
。（
大
石
副
会
長
）

・
東
北
支
部
総
会
で
は
、
1
万
円
を
頂
い
た
こ
と
よ
り
静
薬
学
友
会
か
ら
連
絡
が
来
た
こ

と
が
う
れ
し
か
っ
た
、
改
め
て
卒
業
生
で
良
か
っ
た
と
の
声
を
伺
っ
た
。（
高
橋
千
副

会
長
）

・
そ
れ
が
大
事
で
あ
る
。
そ
の
気
持
ち
に
こ
た
え
る
た
め
お
金
を
集
め
て
か
ら
答
え
る
の

で
は
遅
す
ぎ
る
よ
う
な
気
も
す
る
。（
岩
崎
理
事
）

・
そ
れ
で
は
、（
東
日
本
大
震
災
義
援
金
の
残
金
は
）
静
薬
学
友
会
災
害
援
助
基
金
な
ど

の
名
称
で
本
会
計
と
は
別
に
し
て
続
け
て
も
ら
え
る
か
。（
横
倉
会
長
）

・
了
解
し
た
。（
伊
藤
理
事
）

・
こ
の
件
は
総
会
で
決
議
す
る
こ
と
と
す
る
。（
横
倉
会
長
）

３
．
平
成
26
年
度
薬
学
生
涯
研
修
講
座
報
告
：
若
林
理
事
よ
り
報
告
が
あ
っ
た
。

・
こ
れ
か
ら
期
待
さ
れ
る
在
宅
薬
剤
業
務
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
法
律
に
関
す
る
講
演
と
、

在
宅
薬
剤
業
務
に
つ
い
て
の
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
2
部
構
成
で
行
っ
た
。

参
加
者
は
46
名
で
あ
っ
た
が
、
活
発
な
討
論
が
行
わ
れ
実
り
多
い
も
の
に
な
っ
た
。
薬

学
部
の
集
会
助
成
を
受
け
る
こ
と
が
出
来
た
た
め
支
出
を
低
く
抑
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

本
年
度
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
は
ま
た
ご
意
見
を
伺
い
た
い
。

４
．
そ
の
他　

１
０
０
周
年
に
つ
い
て

・
学
友
会
を
足
並
み
そ
ろ
え
て
進
め
て
い
き
た
い
。（
賀
川
理
事
・
薬
学
部
長
）

・
大
学
の
奨
学
寄
付
金
を
除
い
た
金
額
は
、
薬
学
部
後
援
会
も
含
め
３
月
末
で
約
300
万
円

集
ま
っ
て
い
る
。（
事
務
局
）
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卒
業
時
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
登
録
、
年
会
費
徴
収
等
に
つ
い
て
：
鈴
木
隆
理
事
か
ら
報
告

・
昨
年
に
引
き
続
き
謝
恩
会
会
場
で
行
っ
た
。
卒
業
生
166
人
中
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
登
録

者
は
148
名
、（
前
年
64
名
）、
年
会
費
納
入
者
は
48
名
（
前
年
45
名
）
で
あ
っ
た
。
事
務

局
と
先
生
方
の
協
力
に
よ
り
、
ほ
と
ん
ど
の
卒
業
生
か
ら
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
登
録
し

て
も
ら
え
た
。

会
報
の
広
告
に
つ
い
て

・
現
在
、
会
員
で
な
い
方
か
ら
の
広
告
掲
載
の
申
し
出
が
あ
る
。
会
報
に
広
告
掲
載
が
出

来
る
の
は
会
員
に
限
る
の
か
。（
黒
羽
子
理
事
）

・
広
告
の
募
集
要
項
で
は
会
員
に
限
る
と
な
っ
て
い
る
。（
事
務
局
）

・
オ
ー
ナ
ー
で
な
く
て
も
、
勤
務
し
て
い
る
方
の
推
薦
が
あ
れ
ば
良
い
。
ま
る
き
り
関
係

の
な
い
企
業
の
広
告
掲
載
で
な
け
れ
ば
良
い
の
で
は
な
い
か
。（
大
石
副
会
長
）

・
全
く
会
員
で
な
い
方
か
ら
の
広
告
掲
載
の
申
し
出
で
あ
る
。（
黒
羽
子
理
事
）

・
会
報
編
集
委
員
会
で
話
し
合
っ
て
も
ら
え
る
か
。（
横
倉
会
長
）

・
了
解
し
た
。（
賀
川
理
事
・
編
集
委
員
長
）

 

平
成
27
年
4
月
11
日　

議
事
録
作
成　

書
記　

鈴
木
い
ず
み
（
事
務
局
）

■
平
成
27
年
度
静
薬
学
友
会
総
会
議
事
録 

１
．
日　
　

時
：
平
成
27
年
5
月
24
日
（
日
曜
日
） 

13
：
00
～
14
：
10 

２
．
会　
　

場
：
京
都
平
安
ホ
テ
ル （
出
席
者
名
簿
別
添
）

　
　

司　
　

会
：
武
田
厚
司
（
理
事
、
昭
和
53
年
卒
） 

３
．
開
会
の
辞
：
大
石
悦
子
（
副
会
長
、
昭
和
44
年
卒
） 

４
．
会
長
挨
拶
：
横
倉
輝
男
（
会
長
、
昭
和
40
年
卒
） 

５
．
来
賓
挨
拶
：
河
本
光
宏
（
関
西
支
部
長
） 

賀
川
義
之
（
静
岡
県
立
大
学
薬
学
部
長
） 

６
．
議
長
選
出　

司
会
者
一
任
で
、
若
林
敬
二
（
理
事
、
昭
和
46
年
卒
）
が
選
出
さ
れ
た 

７
．
議
事
内
容
（
議
長
が
進
行
） 

会
則
第
12
条
に
よ
り
通
常
総
会
を
開
催
す
る 

議
案
：
第
1
号
議
案 

平
成
26
年
度
事
業
報
告 

　
　
　

第
2
号
議
案 

平
成
26
年
度
決
算
報
告 

　
　
　

第
3
号
議
案 

各
支
部
活
動
報
告 

　
　
　

第
4
号
議
案 

平
成
27
年
度
事
業
計
画
案 

　
　
　

第
5
号
議
案 

平
成
27
年
度
予
算
案 

　
　
　

第
6
号
議
案 

そ
の
他
・
役
員
の
交
代
に
つ
い
て

８
．
議
事
録
署
名
人
の
指
名
（
議
長
が
進
行
） 

　

本
総
会
の
議
事
録
署
名
人
を
議
長
に
よ
り
北
川
俊
朗
（
理
事
、
昭
和
49
年
卒
）、
関
本

征
史
（
理
事
、
平
成
8
年
修
了
）
の
2
名
が
指
名
さ
れ
た
。
議
事
録
は
、
黒
羽
子
孝
太

（
理
事
、
平
成
8
年
卒
）
が
取
り
ま
と
め
る
。 

９
．
議
事
（
議
長
が
進
行
） 

Ⅰ
．
第
1
号
議
案 

平
成
26
年
度
事
業
報
告 

　

横
倉
輝
男
会
長
よ
り
、
配
付
資
料
に
基
づ
き
報
告
が
な
さ
れ
た
。 

Ⅱ
．
第
2
号
議
案 

平
成
26
年
度
決
算
報
告 

　

伊
藤
由
彦
（
理
事
、
平
成
14
年
卒
）
よ
り
配
付
資
料
に
基
づ
き
会
計
報
告
、
維
持
会
費

納
入
割
合
に
関
す
る
説
明
が
な
さ
れ
た
。

　

ま
た
会
計
監
査
に
つ
い
て
は
、
平
成
27
年
4
月
24
日
に
大
石 

稔
（
監
事
、
昭
和
49
年

卒
）、
大
村
洋
一
（
監
事
、
昭
和
48
年
卒
）
の
2
名
に
よ
り
行
わ
れ
、
承
認
さ
れ
た
事
が

池
田
雅
彦
（
理
事
、
昭
和
60
年
卒
）
よ
り
、
報
告
さ
れ
た
。

質
問
）
１
９
７
１
年
卒
か
ら
維
持
会
費
納
入
割
合
が
低
下
し
て
い
る
の
は
何
故
か
。

回
答
）
伊
藤
：
１
９
７
１
年
か
ら
納
入
率
が
低
下
し
て
い
る
正
確
な
原
因
は
不
明
で
あ
る
。

維
持
会
費
の
納
入
を
増
や
す
た
め
に
対
策
を
講
じ
て
い
る
。
学
部
の
卒
業

謝
恩
会
の
場
で
、
卒
業
生
に
卒
業
後
の
連
絡
先
と
し
て
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

の
登
録
を
促
し
、
ま
た
そ
の
場
で
維
持
会
費
の
納
入
を
お
願
い
し
て
い
る
。

横
倉
：
静
岡
県
立
大
学
薬
学
部
同
窓
会
の
運
営
は
、
維
持
会
費
に
よ
っ
て
行
わ
れ

て
い
る
が
、
納
入
割
合
が
低
い
。
是
非
、
後
輩
、
学
生
の
た
め
に
も
維
持

会
費
の
納
入
を
お
願
い
し
た
い
。

 

質
疑
応
答
の
後
、
採
決
の
結
果
、
第
1
号
、
第
2
号
議
案
は
原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
。

Ⅲ
．
第
3
号
議
案 

各
支
部
活
動
報
告 

東
北
支
部
の
活
動
に
つ
い
て
、
岡
田
宜
彦
（
東
北
支
部
長
、
昭
和
55
年
卒
）
が
報
告
し
た
：

　

支
部
総
会
を
平
成
26
年
10
月
25
、
26
日
に
行
い
、
そ
の
時
の
様
子
を
静
薬
学
友
会

報
２
０
１
５
年
（
平
成
27
年
）
№
81
号
で
写
真
を
多
く
使
い
報
告
し
た
。
ま
た
、
4

年
前
に
支
援
し
て
い
た
だ
い
た
義
捐
金
の
残
金
を
全
額
本
部
に
基
金
と
し
て
寄
付
す

る
こ
と
を
決
定
し
た
。

関
東
支
部
の
活
動
に
つ
い
て
、
仲
谷
博
明
（
関
東
支
部
長
、
昭
和
45
年
卒
）
が
報
告
し
た
：

　

平
成
26
年
6
月
22
日
に
支
部
総
会
を
開
催
し
、
そ
こ
で
支
部
長
と
し
て
選
任
さ
れ

た
。
平
成
27
年
4
月
に
静
岡
県
立
大
学
に
て
開
催
さ
れ
た
薬
学
系
の
就
職
説
明
会
に

当
支
部
か
ら
7
名
参
加
し
、
将
来
の
方
向
性
を
決
め
か
ね
て
い
る
学
生
へ
の
ア
ド
バ

イ
ス
な
ど
を
行
っ
た
。
ま
た
今
後
に
も
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。 

長
野
県
支
部
の
活
動
に
つ
い
て
、
牟
礼
孝
貴
（
長
野
県
副
支
部
長
、
昭
和
59
年
卒
）
が
報
告
し
た
：

　

平
成
26
年
10
月
5
日
に
松
本
市
で
支
部
総
会
を
開
催
し
た
。
山
田
静
雄
先
生
に
ご

講
演
い
た
だ
い
た
。
支
部
会
員
が
91
名
と
な
っ
て
い
る
が
、
出
席
者
が
10
名
と
少
な

い
こ
と
が
課
題
と
考
え
て
い
る
。

静
岡
県
支
部
の
活
動
に
つ
い
て
、
杉
井
邦
好
（
静
岡
県
支
部
長
、
昭
和
55
年
卒
）
が
報
告
し
た
：

　

若
尾
直
司
（
静
岡
県
支
部
長
代
行
、
昭
和
44
年
卒
）
の
元
で
、
平
成
27
年
1
月
に
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支
部
総
会
を
開
催
し
、
役
員
改
選
を
行
い
選
出
さ
れ
た
。
60
名
程
度
の
参
加
者
が
あ

り
、
平
成
年
代
の
卒
業
生
が
3
分
の
1
程
度
参
加
し
て
く
れ
た
。
今
後
も
若
い
世
代

に
も
参
加
を
促
し
、
ま
た
支
部
の
維
持
会
費
の
納
入
率
を
高
め
る
事
で
，
全
体
の
会

費
納
入
率
の
向
上
に
貢
献
し
た
い
。

東
海
支
部
の
活
動
に
つ
い
て
、
三
上
栄
一
（
東
海
支
部
長
、
昭
和
49
年
卒
）
が
報
告
し
た
：

　

平
成
26
年
12
月
14
日
に
支
部
総
会
／
研
修
会
（
第
38
回
）
を
開
催
し
た
。
3
名
の

卒
業
生
に
講
演
し
て
い
た
だ
い
た
。
若
い
世
代
の
参
加
者
も
増
や
し
て
い
け
る
よ
う

に
し
た
い
。 

関
西
支
部
の
活
動
に
つ
い
て
、
河
本
光
宏
（
関
西
支
部
長
、
昭
和
57
年
卒
）
が
報
告
し
た
：

　

平
成
27
年
6
月
8
日
に
支
部
総
会
を
開
催
し
50
名
強
の
参
加
者
が
あ
っ
た
。
今
年

は
奈
良
県
副
支
部
お
よ
び
兵
庫
県
副
支
部
の
活
動
が
あ
る
。
来
年
の
支
部
総
会
開
催

は
見
送
り
、
静
薬
創
立
100
周
年
記
念
事
業
に
協
力
す
る
。
平
成
30
年
6
月
に
次
回
の

支
部
総
会
を
予
定
し
て
い
る
。

中
国
支
部
の
活
動
に
つ
い
て
、
池
田 
潔
（
中
国
支
部
長
、
昭
和
54
年
卒
）
が
報
告
し
た
：

　

平
成
26
年
8
月
の
豪
雨
に
よ
る
災
害
の
際
、
本
部
か
ら
問
い
合
わ
せ
が
あ
り
約
10

名
の
無
事
を
確
認
し
た
。
平
成
26
年
11
月
24
日
に
中
国
支
部
総
会
を
開
催
し
、
参
加

者
は
15
名
程
度
と
少
な
か
っ
た
が
、
充
実
し
た
会
と
な
っ
た
。
連
絡
方
法
の
見
直
し

（
メ
ー
ル
に
よ
る
）
に
よ
り
参
加
者
を
増
や
し
た
い
。
ま
た
女
性
の
会
員
よ
り
託
児

所
な
ど
の
設
置
が
あ
る
と
出
席
し
や
す
い
と
の
意
見
も
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

四
国
支
部
の
活
動
に
つ
い
て
、
井
上
泰
秀
（
四
国
支
部
長
、
昭
和
59
年
卒
）
が
報
告
し
た
：

　

平
成
27
年
11
月
に
、
四
国
支
部
総
会
を
開
催
予
定
で
あ
る
。
若
い
年
代
の
参
加
も

増
や
す
た
め
に
、
若
い
世
代
の
幹
事
と
も
相
談
し
、
企
画
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。 

Ⅳ
．
第
4
号
議
案 

平
成
27
年
度
事
業
計
画
案 

Ⅴ
．
第
5
号
議
案 

平
成
27
年
度
予
算
案 

　

第
4
号
議
案
、
第
5
号
議
案
は
と
も
に
平
成
27
年
度
に
関
す
る
議
案
の
た
め
、
一
括
議

案
と
し
た
。 

　

横
倉
輝
男
会
長
よ
り
、
配
付
資
料
に
基
づ
き
平
成
27
年
度
事
業
計
画
案
の
説
明
が
な
さ

れ
た
。 

　

伊
藤
由
彦
理
事
よ
り
、
配
付
資
料
に
基
づ
き
平
成
27
年
度
予
算
案
の
説
明
が
な
さ
れ
た
。

収
入
の
う
ち
雑
収
入
５
０
０
、０
０
０
円
を
予
定
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
会
報
に
載
せ
る

広
告
費
を
含
め
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
支
出
の
部
の
事
業
費
の
う
ち
、
事
務
局
改
修
費
と

し
て
事
務
局
空
調
設
備
工
事
に
５
０
０
、０
０
０
円
計
上
し
た
。
総
会
を
関
西
で
開
催
す

る
た
め
、
会
議
費
の
内
、
総
会
費
が
１
、６
０
０
、０
０
０
円
計
上
さ
れ
て
い
る
。

　

以
上
の
平
成
27
年
度
事
業
計
画
・
予
算
案
に
つ
い
て
質
疑
応
答
を
行
っ
た
。 

質
問
）
河
本
：
支
部
活
動
費
に
よ
る
各
支
部
へ
の
補
助
が
最
大
10
万
円
と
い
う
形
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
が
、
支
部
活
動
（
支
部
会
の
開
催
、
副
支
部
会
の
開
催
）
を

維
持
し
て
い
て
い
く
た
め
に
ご
配
慮
を
お
願
い
し
た
い
。

回
答
）
横
倉
：
ま
た
相
談
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。 

質
問
）
森
本
：
慶
弔
費
の
規
程
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

回
答
）
横
倉
：
役
員
の
受
賞
な
ど
の
際
に
お
祝
い
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
県
立
大
学
理
事

長
が
文
化
勲
章
を
受
章
し
た
際
に
、
お
花
を
贈
っ
た
。
ま
た
役
員
お
よ
び

そ
の
親
に
不
幸
が
あ
っ
た
場
合
を
規
定
し
て
い
る
。

質
問
）　　
　

 

特
別
会
計
と
は
何
か
、
教
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

回
答
）
伊
藤
、
池
田
：
学
友
会
館
設
立
を
目
的
と
し
開
始
さ
れ
た
積
立
金
で
あ
り
、
一
般

会
計
と
は
分
け
て
管
理
し
て
い
る
。
ま
た
、
名
簿
の
管
理
シ
ス
テ
ム
を
変

更
し
た
際
に
、
一
部
使
用
し
た
。

質
問
）　　
　

 

特
別
会
計
と
し
て
で
は
な
く
、
一
般
会
計
に
組
み
込
む
こ
と
を
提
案
し
た

い
。

回
答
）
横
倉
：
同
様
の
意
見
が
支
部
長
会
議
で
も
あ
が
っ
て
い
る
の
で
、
今
後
検
討
し
た

い
。

　

採
決
の
結
果
、
異
議
な
し
で
第
4
号
、
第
5
号
議
案
は
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
た
。 

Ⅵ
．
第
6
号
議
案 

そ
の
他
・
役
員
の
交
代
に
つ
い
て

横
倉
）
・
役
員
の
交
代
に
つ
い
て

　

特
別
顧
問
と
し
て
平
成
27
年
3
月
に
静
岡
県
立
大
学
学
長
を
退
任
さ
れ
た
木

苗
直
秀
先
生
に
就
任
し
て
い
た
だ
く
。
本
部
理
事
と
し
て
涌
澤
伸
哉
氏
（
昭
和

51
年
卒
）
に
就
任
し
て
い
た
だ
く
。
静
岡
県
支
部
長
と
し
て
杉
井
邦
好
氏
に
就

任
し
て
い
た
だ
く
。

・
東
日
本
大
震
災
時
の
義
捐
金
の
取
扱
い
に
つ
い
て

　

東
北
支
部
会
で
使
っ
て
い
た
だ
い
た
残
金
の
取
扱
に
つ
い
て
、
理
事
会
で
議

論
し
た
結
果
、
静
岡
県
立
大
学
薬
学
部
同
窓
会
員
を
対
象
と
し
た
「
静
薬
学
友

会
災
害
義
捐
金
基
金
」
と
し
て
管
理
す
る
こ
と
に
す
る
。
詳
細
は
、
次
回
発
行

の
会
報
で
報
告
す
る
予
定
で
あ
る
。（
Ｐ
45
お
よ
び
Ｐ
59
参
照
）

・
支
部
会
に
つ
い
て

・「
静
薬
学
友
会
賞
」
の
紹
介
（
Ｐ
49
参
照
）

意
見
）
角　

興
三
（
昭
和
38
年
卒
）
：
総
会
の
運
営
方
法
に
関
し
て
、
議
案
を
提
示
し

て
説
明
、
承
認
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
総
会
出
席
者
の
方
々
の
議
論
、
意
見
交
換

の
場
と
し
て
も
活
用
し
て
は
ど
う
か
。
会
員
へ
の
連
絡
手
段
と
し
て
、
Ｅ
メ
ー
ル

を
上
手
く
用
い
る
事
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　

採
決
の
結
果
、
異
議
な
し
で
第
6
号
議
案
は
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
た
。

10
．
閉
会
の
辞
：
高
橋
千
恵
子
（
副
会
長
、
昭
和
51
年
卒
） 

 
議
事
録
作
成　

書
記　
　

黒
羽
子
孝
太
（
理
事
、
平
成
8
年
卒
） 

※
次
ペ
ー
ジ
に
総
会
出
席
者
名
簿
を
掲
載
し
て
い
ま
す
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役　　職 卒 年 氏　　名 役　　職 卒 年 氏　　名
1 理 事 S46卒 安 倍 道 治 48 静岡県支部長 理事 S55卒 杉 井 邦 好
2 会 員 S53卒 井 浦 教 子 49 副  会  長 S54卒 鈴 木 　 隆
3 会 員 S50卒 生 田 久 雄 50 会 員 S57卒 鈴 木 直 人
4 会 員 S37卒 池 田 　 明 51 講 演 会 講 師 S39卒 鈴 木 康 夫
5 中 国 支 部 長 S54卒 池 田 　 潔 52 会 員 S38卒 角 　 興 三
6 理 事 S60卒 池 田 雅 彦 53 関西支部役員 S45卒 清 家 　 功
7 会 員 S57卒 池 田 道 治 54 理 事 H8修了 関 本 征 史
8 会 員 S49卒 池 谷 　 敬 55 会 員 H3卒 園 田 寿 寿
9 会 員 S47卒 池 谷 幸 信 56 理 事 H11卒 高 橋 忠 伸

10 会 員 H1卒 石　田　久仁子 57 副  会  長 S51卒 高　橋　千恵子 
11 理 事 H14卒 伊 藤 由 彦 58 理 事 S53卒 武 田 厚 司
12 四 国 支 部 長 S59卒 井 上 泰 秀 59 講 演 会 講 師 田 宮 憲 一
13 会 員 S63卒 井　上　千佳恵 60 会 員 S47卒 田 村 義 男
14 会 員 S46卒 伊 東 俊 雄 61 会 員 S51卒 辻 屋 正 弘
15 会 員 S51卒 今 井 公 江 62 会 員 S46卒 土 山 ふ み 
16 会 員 S46卒 今 村 政 晴 63 関西支部役員 S53卒 友 村 雅 昭
17 会 員 S47卒 今 本 哲 治 64 会 員 S61卒 中 川 彰 昭 
18 関西支部役員 H4卒 岩 崎 綾 乃 65 会 員 H13卒 中 島 　 元
19 理 事 S46卒 岩 崎 年 史 66 関 東 支 部 長 S45卒 仲 谷 博 明
20 会 員 S38卒 上 杉 史 代 67 会 員 H6卒 仲 地 　 剛
21 理 事 S43卒 植 松 正 吾 68 会 員 H3卒 長　野　有美子
22 副 会 長 S44卒 大 石 悦 子  69 関西支部役員 S58卒 中 村 一 基
23 理 事 S62卒 大 木 明 代 70 会 員 S39卒 名 倉 猛 夫
24 会 員 S37卒 大久保　好　子 71 会 員 S46卒 野　路　久仁子 
25 東 北 支 部 長 S55卒 岡 田 宜 彦 72 会 員 H5卒 畑　　　真太郎
26 会 員 S27卒 小 川 彦 和 73 会 員 S33卒 東 　 博 幸
27 関西支部役員 S45卒 尾 阪 芳 孝 74 関西支部役員 S63卒 藤 本 　 司
28 理事　薬学部長 S58卒 賀 川 義 之 75 会 員 S49卒 前 崎 義 樹
29 会 員 S50卒 河 村 浄 子 76 会 員 H3卒 松　木　いつ子
30 会 員 S37卒 河 村 信 弘 77 会 員 S27卒 圓 城 淑 子 
31 関 西 支 部 長 S57卒 河 本 光 宏 78 東 海 支 部 長 S49卒 三 上 栄 一
32 理 事 S49卒 北 川 俊 朗 79 会 員 S50卒 蓑 内 徳 蔵
33 会 員 S47卒 北 田 善 三 80 長野県支部副支部長 S59卒 牟 礼 孝 貴
34 会 員 S47卒 北 田 裕 子 81 会 員 S47卒 森 野 直 宜 
35 関西支部役員 S48卒 北 村 正 孝 82 会 員 S44卒 森 本 正 信
36 四国支部 幹事 H16卒 木 戸 智 史 83 会 員 S61卒 森 山 賢 治
37 理 事 H8卒 黒羽子　孝　太 84 会 員 S46卒 山 田 静 雄
38 会 員 S51卒 小 島 克 子 85 会      長 S40卒 横 倉 輝 男
39 会 員 S47卒 小 瀬 俊 裕 86 会 員 S57卒 吉 田 直 恵
40 会 員 S33卒 近 藤 道 男 87 会 員 S54卒 吉 田 昌 史
41 会 員 S60卒 佐 藤 善 弘 88 理 事 S46卒 若 林 敬 二
42 会 員 S55卒 佐 藤 和 裕 89 会 員 S42卒 若 宮 忠 弘
43 会 員 S51卒 篠 塚 和 正 90 会 員 S50卒 脇　田　久美子
44 会 員 S55卒 篠 塚 朋 子 91 関西支部役員 H19卒 和久田　浩　一
45 会 員 S62卒 清 水 　 繁 92 理 事 S51卒 涌 澤 伸 哉
46 会 員 S53卒 末 次 尚 子 93 理 事 H7卒 渡 邉 　 学
47 会 員 S49卒 菅 原 義 生 94 会 員 S59修了 渡 辺 徹 志

平成27年度静薬学友会総会　出席者名簿
Ｈ27.5.24（50音順・敬称略）
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　静岡県立大学薬学部同窓会（静薬学友会）では、会員相互の親睦と学識及び職能の向上を図
るとともに、静岡県立大学薬学部及び大学院薬学研究院の発展に貢献し、併せて社会に寄与す
ることを目的に、会員の顕著な功績を表彰し、今後の活躍を奨励する「静薬学友会賞」の候補
者を下記の要領で募集します。

１．資　　格
⑴　 原則として平成28年４月１日現在で５年間以上継続して（静岡県立大学薬学部または

大学院薬学研究科（院）に在籍していた期間も含む）静薬学友会の会員であること（自
薦・他薦可）。

⑵　 平成28年４月１日現在で静薬学友会の理事に相当する者が応募する場合、本賞の表彰
選考委員会から除外する。

⑶　本応募時に、静薬学友会の会費を納入した会員であること。
２．対象とする業績

　個人またはグループ（募集資格に該当する者に限る）に対して、薬学、薬事に関連した
分野またはその他の分野に関して優れた業績を表彰する。本年度の募集分野は、「①薬剤
師の職能向上に大きく貢献した活動」または「②社会に大きく貢献するものを提供した研
究成果」とする。

３．応募方法
　下記応募書類を書留便で、下記の本会事務局までお送りください。
⑴　本会所定の応募申請書　１部
⑵　 募集分野に関する主たる業績（学会誌、業界紙、学術雑誌の論文、報告、記事、メディ

ア報道など）の別刷およびその参考となる資料のコピー　最大５つまで　各１部
⑶　応募書類の継続５年以上の本会会員である欄にチェックしてくだい。

４．審査方法
　当会で設置した表彰選考委員会において選考し、理事会で決定する。

５．締　　　　切：平成27年10月末日（消印有効）
６．受  賞  件  数：２件程度（賞状、副賞）
７．受賞者の決定：平成28年１月
８．授　 賞　 式：平成28年度 静薬学友会　総会（５月頃）
９．受  賞  講  演：平成28年度　静薬学友会　総会
10．そ の 他

⑴　 応募用紙は静薬学友会ホームページからダウンロードしてください。または、切手
120円分を添えて下記連絡先まで請求してください。

⑵　応募書類の送付、照会は下記連絡先にお願いします。
⑶　応募書類は、返却しません。
⑷　受賞者の氏名、受賞テーマは本会のホームページに掲載します。
⑸　 受賞者には、静薬学友会　総会（５月頃）で開催される授賞式への出席ならびに受賞

講演をお願いしております。また、学友会誌への原稿執筆をお願いしております。

連　絡　先：
　〒422-8526 静岡市駿河区谷田52-1 静岡県立大学薬学部
　静岡県立大学薬学部同窓会（静薬学友会）事務局
　shizuyak@u-shizuoka-ken.ac.jp
　電話（054）265-8763　FAX（054）265-8769 

静薬学友会賞
平成28年度　候補者募集要項
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平成26年度卒年別維持会費納入割合　※人数 ： 物故者を除いた数 （支払い対象）

卒年 人数 納入者数 割合 卒年 人数 納入者数 割合
女薬 215 19 8.8 1985 110 12 10.9
薬専 100 30 30.0 1986 108 15 13.9

女薬専 128 45 35.2 1987 112 13 11.6
1957 62 43 69.4 1988 114 11 9.6
1958 64 43 67.2 1989 109 9 8.3
1959 56 31 55.4 1990 115 11 9.6
1960 70 45 64.3 1991 125 14 11.2
1961 69 40 58.0 1992 124 27 21.8
1962 70 29 41.4 1993 113 10 8.8
1963 63 28 44.4 1994 148 18 12.2
1964 76 39 51.3 1995 134 8 6.0
1965 78 35 44.9 1996 136 4 2.9
1966 72 42 58.3 1997 135 7 5.2
1967 73 38 52.1 1998 145 7 4.8
1968 77 42 54.5 1999 137 8 5.8
1969 70 30 42.9 2000 144 8 5.6
1970 109 46 42.2 2001 135 9 6.7
1971 108 28 25.9 2002 118 11 9.3
1972 122 34 27.9 2003 145 4 2.8
1973 112 31 27.7 2004 132 8 6.1
1974 104 41 39.4 2005 136 7 5.1
1975 120 24 20.0 2006 156 14 9.0
1976 121 46 38.0 2007 159 7 4.4
1977 112 24 21.4 2008 152 7 4.6
1978 113 27 23.9 2009 140 5 3.6
1979 126 29 23.0 2010 59 3 5.1
1980 125 26 20.8 2011 66 3 4.5
1981 119 26 21.8 2012 119 16 13.4
1982 127 42 33.1 2013 117 8 6.8
1983 86 12 14.0 2014 96 35 36.5
1984 127 29 22.8 中途退学者 85 0 0.0

合  計 6,898 1,363 19.8

平成26年度維持会費支部別納入割合

支部名 支部在住者数 納入口数 納入割合 納入金額
北海道 47 13 27.7 26,000
東北 167 31 18.6 62,000
関東 1321 417 31.6 834,000

長野県 91 21 23.1 42,000
北陸 140 44 31.4 88,000

静岡県 1934 538 27.8 1,076,000
東海 534 137 25.7 274,000
関西 513 156 30.4 312,000
中国 201 50 24.9 100,000
四国 114 35 30.7 70,000

九州 ・ 沖縄 226 65 28.8 130,000
国外＆その他 47 0 0 0

合  計 5,335 1,507 25.04 3,014,000

※支部別納入割合の支部在住者数には、 住所不明者は含まれておりません。

平成26年度維持会費支部別納入割合及び卒業年次別納入割合 （H27/3/31締切）
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終
身
会
費
納
入
者
（
5
万
円
）

静
岡
薬
科
大
学

　
昭
和
58
年

高
橋
秀
明

　
昭
和
62
年

大
木
明
代

静
岡
県
立
大
学

　
平
成
6
年

飯
田
海
保

　
平
成
8
年

川
合
真
由
美

　
平
成
9
年

丹
治
麻
希

　
平
成
12
年

長
瀬
邦
彦

　
平
成
25
年

大
滝
俊
也

10
年
会
費
納
入
者
（
2
万
円
）

静
岡
薬
科
大
学

　
昭
和
32
年

山
村
美
智
彦

　
昭
和
41
年

中
村
好
志

　
昭
和
48
年

伊
藤
久
男

　
昭
和
50
年

望
月
雅
史

　
昭
和
52
年

土
屋
益
美

　
昭
和
56
年

鈴
木
直
人

静
岡
県
立
大
学

　
平
成
3
年

川
嶋
　

実

　
平
成
7
年

横
山
由
斉

　
平
成
12
年

石
川
裕
子

年
会
費
納
入
者
（
2
千
円
）

静
岡
女
子
薬
学
校

　
昭
和
13
年

永
田
み
つ

　
昭
和
14
年

森
岡
好
子

　
昭
和
19
年

山
本
二
三

渡
辺
ウ
メ

和
田
幸
子

吉
本
道
子

竹
内
ツ
キ

　
昭
和
20
年

平
尾
定
子

荻
原
末
美
恵

尾
崎
み
ち
子

三
村
治
子

松
島
春
子

麻
谷
昌
子

和
田
初
枝

櫻
井
菊
子

児
玉
光
子

　
昭
和
22
年

小
林
富
士
子

伊
藤
矩
子

梅
島
恵
美
子

宮
本
房
子

堺
　

清
子

村
上
　

実

瀬
尾
弘
子

増
田
令
子

三
浦
　

巖

寺
井
和
子

松
永
公
良

矢
萩
和
子

村
上
敏
子

美
濃
部
悦
子

大
西
安
子

辻
本
隆
次

静
岡
薬
科
大
学

　
昭
和
32
年

福
岡
妙
子

梅
村
隆
久

渡
辺
規
子

林
　

貞
子

依
光
悦
子

丸
山
　

晶

増
井
千
恵
子

野
村
由
紀
子

志
村
通
雄

増
井
幸
子

中
山
須
恵
子

青
山
健
一

石
川
哲
朗

石
黒
義
脩

松
岡
淑
子

酒
見
圭
子

辰
己
好
美

三
谷
倫
一

開
発
邦
男

太
田
斐
子

土
屋
一
朗

石
和
信
弘

河

西

健

藤
井
千
鶴
子

藤
井
明
郎

北
川
英
雄

稲
名
一
枝

須
崎
守
康

中
谷
貴
美
子

大
石
克
己

平
野
昌
子

和
田
多
賀
二

秋
山
矩
子

杉
浦
　

暢

森
谷
甫
美

山
内
　

丈

内
田
貞
夫

斎
藤
　

弘

田
中
英
子

吉
田
　

宏

増
井
俊
夫

上
谷
資
子

　
昭
和
33
年

太
田
善
三

風
里
谷
歌
子

塩
谷
勝
夫

青
山
　

仁

青
木
冨
佐

大
桑
滋
之

大
坪
千
恵
子

右
近
洋
英

谷
口
年
男

小
林
猛
夫

中
島
信
子

野
呂
和
子

鈴
木
健
介

古
川
　

皐

田
村
重
継

石
田
佳
子

三
枝
好
乃

中
村
て
る
子

太
田
　

保

深
津
斌
夫

深
津
　

昭

中
村
迪
子

鈴
木
鈴
子

杉
本
多
喜
子

水
野
啓
子

東
　

博
幸

伊
庭
治
子

小
原
博
光

小
林
喜
久
子

縣
　

貴
江

堀
田
　

好

長
崎
　

宏

小
西
陞
子

小
野
忠
道

吉
田
佳
子

辻
本
美
保

近
藤
道
男

村
井
晶
子

村
井
　

勉

前
田
祐
子

園
原
寛
幸

三
輪
修
平

片
山
克
彦

山
田
真
基
子

勝
又
輝
信

　
昭
和
34
年

石
和
　

誠

神
田
礼
子

飯
島
千
穂
子

神
谷
大
三
郎

柴
田
幸
子

溝
口
し
づ

富
沢
　

裕

長
倉
久
美
子

望
月
和
美

　
昭
和
23
年

半
田
令
子

奥
田
政
子

小
竹
京
子

赤
堀
美
代
子

木
下
静
代

田
島
い
そ
代

山
川
久
代

　
昭
和
24
年

米
澤
宜
子

崎
山
邦
子

提
坂
種
子

内
西
い
よ
子

森
　

光
子

佐
藤
さ
ち
子

中
村
あ
け
み

土
村
保
子

中
村
光
子

久
保
田
田
鶴
子

堀
内
好
子

三
上
郁
美

　
昭
和
25
年

石
井
貞
子

武
藤
幸
子

安
間
俊
子

平
野
祥
子

望
月
摩
利
子

柘
植
榮
子

川
村
幸
子

野
口
ス
ミ
子

渡
辺
喜
久
代

徳
田
久
子

木
口
隆
子

西
村
ト
シ
エ

高
士
み
え
子

静
岡
薬
学
専
門
学
校

　
昭
和
26
年

杉
浦
昌
子

佐
藤
伊
佐
子

小
林
仁
美

栗
山
理
子

田
代
ふ
み
子

吉
住
瑛
子

荒
川
喜
美
子

三
沢
真
弓

　
昭
和
27
年

鈴
木
君
江

圓
城
淑
子

坂
本
千
世

小
川
彦
和

　
昭
和
28
年

山
田
和
子

杉
本
満
子

細
田
興
子

横
田
順
子

原
田
雄
吉

室
伏
す
み
子

上
塚
敬
子

山
本
早
苗

　
昭
和
29
年

西
川
佳
代

渕
野
恒
雄

山
下
友
子

平
林
和
子

藤
井
和
恵

渥
美
弘
子

戸
田
英
子

中
林
さ
ち
子

桜
井
芙
紗

林
　

治
子

正
木
ミ
ツ
エ

小
野
郁
夫

平
野
信
三

織
田
　

武

杉
本
敬
介

平
成
26
年
度
　
年
会
費
納
入
者
一
覧
表�

（
卒
業
年
順
、
平
成
27
年
７
月
末
日
現
在
）

�

（
東
日
本
大
震
災
義
援
金　

寄
付
者
を
末
尾
に
掲
載
し
て
い
ま
す
）
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伊
藤
典
子

飯
田
真
弓

安
藤
圭
子

太
田
英
子

伊
藤
玲
子

逸
見
絹
代

山
本
昭
野

西
郷
　

功

大
村
二
三
夫

大
石
有
二

村
上
圭
子

村
上
博
達

森
田
　

全

池
上
於
嵯
子

小
野
田
靖
彦

小
野
田
従
子

矢
沢
光
子

松
下
倭
文
夫

池
田
啓
子

田
中
幹
晃

富
田
弥
生

大
嶽
英
子

伏
見
喜
代
子

　
昭
和
35
年

遠
藤
伸
江

鈴
木
澄
雄

奥
村
太
一

山
田
と
し
子

有
田
政
彦

谷
戸
恵
子

小
川
高
子

宮
原
武
恒

東
　

利
子

大
木
英
也

寺
田
姉
生

星　

由
利
子

山
下
恒
子

小
林
富
二
男

座
間
常
昌

那
須
槙
子

林
　

正
康

鳥
居
　

暁

鍋
谷
　

勤

篠
崎
文
秀

市
中
洋
子

小
林
弘
子

尾
崎
克
子

佐
々
木
良
子

宇
都
宗
長

宇
都
仁
子

赤
羽
昌
江

百
々
紗
世
子

角
田
藤
子

金
子
暁
子

金
子
治
郎

杉
山
豊
美

鈴
木
捷
司

中
嶋
　

稔

中
嶋
イ
チ
子

森
川
誠
一

久
保
田
光
秋

鈴
木
千
枝

松
永
義
明

吉
田
桂
子

小
栗
信
彦

久
松
千
鶴
子

増
井
ほ
と
り

土
屋
　

弘

久
保
田
浩
子

　
昭
和
36
年

西
川
雍
子

丸
山
利
依
子

丸
山
　

晃

斎
藤
美
奈
子

朝
木
は
る
子

高
木
　

操

矢
満
田
怜
子

西
野
　

章

渡
辺
亜
沙
子

木
下
幸
子

三
宅
匡
子

仲
道
述
夫

小
堤
公
子

岡
　

鐵
雄

中
村
阿
丈

古
田
尚
平

中
川
豊
子

為
近
伸
夫

山
崎
雅
江

大
長
孝
雄

山
崎
宏
子

佐
々
木
睦
子

上
野
英
子

熊
田
和
生

河
谷
浩
子

佐
藤
卓
也

松
永
純
一

大
塚
信
子

福
島
俊
郎

砂
盃
圭
子

渋
谷
け
い
子

山
下
敏
夫

佐
藤
美
也
子

鈴
木
勇
夫

木
村
良
平

木
幡
恵
彦

田
中
正
幸

四
條
英
子

金
井
修
躬

岡
本
　

稔

井
上
隆
子

　
昭
和
37
年

田
中
恒
夫

稲
荷
邦
宣

笹
田
庸
子

白
井
千
恵
子

井
口
誠
一
郎

桑
原
伊
玖
子

奥
田
允
子

近
藤
静
男

工
藤
弘
子

賀
村
雅
子

鈴
木
光
子

小
西
一
宏

大
長
美
穂
子

松
原
民
子

平
良
武
男

佐
藤
朝
子

井
口
英
彦

松
岡
千
恵
子

蔵
本
和
彦

石
井
漱
一

川
合
頴
子

西
田
幹
夫

河
村
信
弘

境
澤
貞
夫

亀
井
　

興

大
塚
勝
久

川
合
紀
代
子

川
合
正
孝

平
松
朋
子

吉
岡
は
ま

　
昭
和
38
年

山
内
道
雄

小
橋
洋
子

野
口
英
世

河
合
善
夫

上
杉
史
代

野
未
一
茂

川
口
和
子

長
沢
美
智
代

長
沢
道
男

小
林
信
良

野
呂
忠
敬

志
村
　

孝

山
下
　

正

佐
藤
寛
子

吉
田
信
正

角
　

興
三

有
光
英
二

石
島
弘
明

風
間
舜
介

長
倉
裕
子

寺
田
章
男

村
井
一
博

渡
辺
直
則

古
畑
喜
博

小
栗
瑠
璃
子

中
川
　

淳

竹
津
秀
麿

砂
本
　

勝

境
　

宏

　
昭
和
39
年

澤
西
啓
之

鈴
木
康
夫

辻
　

邦
郎

高
桑
幸
子

西
澤
伸
行

角
　

重
信

竹
野
精
治

浅
海
英
子

山
下
和
子

田
中
源
治

小
沢
敬
子

佐
野
　

勝

岩
本
浩
代

有
光
と
し
子

三
浦
勇
二

河
原
畑
二
郎

田
中
洋
子

鈴
木
次
郎

柿
谷
芳
宏

小
坂
恭
一

深
沢
　

彰

脇
田
康
夫

中
村
宏
子

八
鍬
恭
子

林
　

英
文

飯
塚
優
規
子

名
倉
猛
夫

石
原
さ
ち
子

石
原
庸
男

池
上
行
要

左
納
通
正

長
谷
川　

煥

宮
本
正
紀

豊
田
　

満

山
田
和
子

犬
伏
式
生

犬
伏
三
千
代

本
田
貫
十
郎

吉
野
敦
子

須
藤
和
勇

新
　

邦
夫

秋
山
百
合
子

　
昭
和
40
年

山
下
紘
子

山
添
悦
子

永
野
隆
夫

角
　

淑
子

手
塚
　

勇

田
引
勢
郎

奥
村
淑
恵

渡
辺
　

徹

村
越
信
義

宮
本
靖
夫

安
藤
富
仁

志
村
洋
子

長
沢
淑
子

松
浦
美
恵
子

増
田
吉
雄

大
塚
坦
造

木
苗
直
秀

山
口
正
代

小
西
み
ゆ
き

齋
下
光
宏

岩
村
　

晋

中
島
欣
吾

本
多
洋
子

鈴
木
一
市

河
野
悦
子

高
橋
圭
子

中
　

寿
美

池
田
正
章

秋
山
喜
彦

石
原
廣
男

平
野
正
幸

中
川
い
く
子

足
立
一
彦

青
島
雅
之

河
合
秀
和

岸
野
文
治

三
輪
匡
男

　
昭
和
41
年

成
田
愈
尚

沢
西
直
美

服
部
徳
子

本
田
　

聰

片
岡
　

睦

渡
邉
能
子

野
田
弘
子

石
上
幸
司

岡
本
昌
子

山
中
矩
子

大
場
　

浩

池
田
洋
子

高
橋
郁
子

岡
久
敏
子

小
松
喜
子

阿
部
千
恵
子

稲

垣

忠

福
田
時
男

清
水
義
允

関
　

健
一

石
川
い
く
子

高
田
博
章

黒
柳
公
子

沼
田
　

洋

伊
藤
静
代

田
辺
智
弘

糠
谷
東
雄

山
崎
悦
孝

鈴
木
義
則

古
木
昭
夫

木
下
孝
夫

金
原
昌
臣

酒
井
秀
夫

斎
藤
慎
一

鈴
木
宣
子

森
田
俊
夫

板
東
信
夫

手
塚
雅
勝

門
名
嘉
則

海
野
郁
夫

味
知
恵
子

都
築
幸
子

　
昭
和
42
年

鷲
巣
幸
子

鷲
巣
昭
弘

内
田
　

隆

内
田
文
代

渡
辺
武
明

芹
沢
嘉
子

斉
藤
紀
恵

望
月
知
嘉
子

木
村
昭
三
郎

竹
下
邦
雄

土
屋
久
美
子

小
澤
久
子

白
橋
美
智
子

長
谷
川
進
彦

山
本
敏
博

山
本
正
枝

糠
谷
ミ
ツ
ル

奥
村
令
子

後
籐
正
典

佐
藤
　

倜

鈴
木
紳
一

鈴
木
孝
子

前
田
国
昭

長
島
紀
子

田
村
八
宏

大
石
政
利

上
西
明
子

鈴
木
和
子

興
津
　

馨

高
柳
法
康

寺
田
欽
造

石
原
知
子

平
野
美
恵
子

佐
倉
直
樹

板
東
智
恵
子

船
山
和
彦

近
松
房
枝

長
谷
川
米
子

若
宮
忠
弘

　
昭
和
43
年

植
松
正
吾

野
沢
千
鶴
子

渡
辺
敏
昭

雨
宮
敏
子

岩
崎
健
一

北
原
功
久

辻
　

静
子

深
沢
伸
之

丸
山
博
三

安
間
勝
男

大
庭
　

均

谷
口
邦
子

北
村
久
代

松
田
　

治

高
山
修
一

向
後
勝
成

永
野
博
正

藤
井
武
教

前
田
文
子

高
橋
久
美
子

小
笠
原
純
子

鈴
木
ふ
み
子

本
間
文
夫

長
岡
彰
子

酒
井
伊
佐
子

森
下
隆
子

梶
原
和
恵

佐
藤
美
代
子

中
　

公
子

浦
野
文
良

山
田
幸
子

山
上
寿
子

浅
岡
公
江

川
口
　

彰

堀
川
　

武

大
谷
淑
郎

斎
藤
正
子

平
野
　

寛

鈴
木
昭
二

村
松
鐸
治

梅
村
尚
子

越
智
寿
美
子

宇
都
宮
岩
生

立
石
カ
ヨ
子

　
昭
和
44
年

佐
藤
仁
尤

佐
藤
令
子

大
石
悦
子

馬
場
宏
行

若
尾
直
司

手
塚
利
憲

杉
山
恭
子

森
本
正
信

村
松
郁
延

佐
藤
し
づ
子

岩
城
節
子

沢
村
正
寿

藤
原
好
孝

山
本
正
春

望
月
笙
子

植
田
悦
子

伴
　

晴
江

山
本
栄
子

増
田
昌
子

浮
島
美
之

鈴
木
勝
雄

佐
藤
正
基

水
島
き
く
江

宮
武
忠
司

藤
井
　

真

坂
上
政
則

村
上
　

実

柴
原
綾
子

柴
原
慎
右

菊
間
泰
氾

東
郷
笑
美
子

　
昭
和
45
年

折
田
和
恵

伊
藤
徳
雄

小
股
和
裕

小
楠
和
彦

二
宮
俊
隆

市
尾
義
昌

金
月
一
夫

後
藤
武
茂

桑
山
雅
枝

法
月
正
善

内
神
啓
子

内
神
慶
三

野
田
幸
男

谷
山
忠
義

宮
瀬
敏
男

米
田
一
輝

有
本
博
雄

富
坂
　

修

望
月
和
子

橋
本
　

茂

櫻
田
照
男

北
脇
康
子

新
里
光
子

廣
田
勇
夫

山
下
健
二
郎

高
山
雅
子

増
田
義
典
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新
川
千
春

佐
野
満
昭

横
山
さ
と
子

後
藤
守
男

下
山
俊
明

下
山
道
子

小
林
美
幸

小
林
政
幸

大
村
敏
子

山
崎
正
敏

浦
野
治
明

細
田
康
彦

澤
島
　

侑

和
田
澄
子

清
家
　

功

増
田
恒
夫

佐
藤
悦
子

久
米
澤
正
樹

仲
谷
博
明

脇
　

利
幸

青
木
興
治

堀
内
淳
司

尾
阪
芳
孝

　
昭
和
46
年

安
倍
恵
子

二
橋
純
一

入
江
俊
夫

入
江
洋
子

瀬
戸
き
み
子

山
城
實
子

味
知
博
泰

廣
田
孝
之

吉
村
泰
夫

国
府
田
寿
郎

山
岸
一
美

近
藤
　

隆

小
木
曽
俊
夫

青
木
行
雄

鈴
木
正
子

野
路
久
仁
子

木
苗
恵
子

前
田
　

稔

前
田
勝
代

鈴
木
英
夫

浮
田
富
夫

前
田
利
男

松
島
三
重
子

神
谷
　

庸

中
村
芳
正

山
田
静
雄

鎌
田
裕
子

望
月
　

拡

田
中
隆
子

岩
崎
年
史

　
昭
和
47
年

柳
川
英
幸

畑
中
美
代
子

大
石
　

章

秋
山
岳
士

矢
野
千
恵

岡
谷
栄
三

近
藤
和
子

高
橋
俊
二

竹
下
春
代

中
村
美
津
夫

加
藤
広
啓

中
村
共
子

佐
塚
純
子

神
戸
研
一

神
戸
三
千
子

福
田
陽
子

広
瀬
信
長

小
瀬
俊
裕

寺
田
佳
織

茂
籠
英
晴

北
田
善
三

提
坂
雅
昭

寺
田
愛
子

大
庭
茂
樹

木
下
俊
子

橋
本
好
次

福
田
陽
子

長
谷
川
隆
一

川
田
礼
子

坂
本
忠
勝

鈴
木
典
子

大
場
明
男

山
本
政
利

吉
村
京
義

坂
元
洋
一
郎

池
谷
幸
信

北
田
裕
子

　
昭
和
48
年

牛
川
　

務

寺
田
　

茂

酒
井
　

博

鈴
木
幸
男

鈴
木
英
代

安
藤
知
世

大
井
英
男

鈴
木
信
雄

中
川
久
司

服
部
幸
男

堀
内
　

拓

清
水
み
ち
子

山
岸
愛
子

山
岸
政
昭

田
中
　

豊

矢
嵜
　

高

馬
場
克
行

二
見
真
理
子

佐
合
徳
穂

高
井
　

優

溝
口
雅
子

馬
場
健
次

斉
藤
喜
孝

川
原
利
春

大
橋
洋
次

亀
山
　

茂

鍋
田
由
美
子

東
谷
康
治

佐
藤
英
二

名
倉
幸
子

松
林
重
幸

　
昭
和
49
年

石
川
愼
一

駒
木
玲
子

菅
原
義
生

仲
野
慶
子

内
藤
恵
子

渡
辺
ち
づ
子

佐
藤
章
仁

綿
引
喜
志
郎

法
月
壽
美
子

太
田
伊
則

増
井
直
美

佐
藤
重
一

佐
藤
礼
子

関
　

敦
子

稲
田
幸
江

樽
谷
洋
子

杉
山
　

清

石
原
幸
子

小
瀬
晶
子

松
永
吉
史

西
園
憲
郎

落
合
利
明

松
島
須
美

宮
　

三
保

増
田
美
保
子

宇
佐
美
ふ
さ
枝

深
江
志
津
子

鬼
頭
和
子

大
石
　

稔

飯
沼
光
壽

安
田
誠
治

野
瀬
和
孝

左
中
ナ
チ
子

中
安
賢
二

渕
上
賢
二
郎

山
田
玲
子

山
本
　

豊

北
川
俊
朗

高
橋
治
鳴
紀

篠
田
礼
子

渡
辺
和
樹

鈴
木
達
始

西
澤
雅
彦

　
昭
和
50
年

伊
藤
　

成

白
鳥
和
子

小
長
井
晴
美

村
越
正
典

淺
場
知
惠
子

河
口
進
次

石
原
弘
子

野
口
祐
子

西
本
良
子

三
瓶
由
美
子

渡
邊
裕
美
子

高
井
容
子

鈴
木
　

清

小
島
大
二

仲
田
富
枝

蓑
内
徳
蔵

喜
納
美
枝

小
杉
智
子

瀬
戸
山　

亨

安
積
昌
信

脇
田
久
美
子

河
村
利
行

河
村
浄
子

野
中
則
孝

服
部
知
恵
子

佐
倉
有
紀

　
昭
和
51
年

赤
坂
喜
孝

清
水
志
津

清
水
　

明

鈴
木
修
司

伊
藤
あ
ゆ
み

相
良
美
企
子

山
下
裕
次

五
味
和
代

和
田
ま
り
子

小
島
克
子

立
花
有
美
子

野
尻
美
智
子

矢
嵜
淳
子

服
部
訓
子

服
部
隆
夫

千
葉
和
美

千
葉
直
子

浜
本
延
哉

小
野
公
江

小
平
郁
子

芹
澤
房
子

芹
澤
重
男

杉
山
和
美

米
山
美
鈴

塩
川
敏
江

小
野
照
子

篠
塚
和
正

八
木
怜
子

牧
田
寿
男

百
瀬
佳
寿
子

今
井
　

譲

関
根
英
市

中
林
啓
子

石
井
康
子

武
田
初
実

神
谷
昌
子

田
村
敬
子

高
橋
嘉
代
子

古
谷
泰
治

高
橋
千
恵
子

安
積
宏
美

涌
澤
伸
哉

斎
藤
由
美
子

北
島
裕
子

松
本
順
子

加
藤
珠
江

渋
谷
住
枝

川
上
典
子

海
野
け
い
子

今
井
公
江

　
昭
和
52
年

戸
塚
順
子

戸
塚
　

実

生
越
朋
子

山
下
千
鶴
子

橋
爪
　

崇

鈴
木
　

忍

浅
原
圭
子

上
田
恵
子

坂
本
達
一
郎

伊
藤
茂
子

大
橋
光
代

中
島
典
子

杉
山
富
士
江

中
島
美
智
子

柳
原
幸
子

神
谷
公
子

古
西
清
司

大
石
真
由
美

丸
山
久
美
子

牧
野
栄
一

名
倉
美
恵
子

勝
丸
清
美

斎
藤
　

博

佐
藤
京
子

市
橋
純
子

沼
澤
真
理
子

村
橋
桂
子

　
昭
和
53
年

成
瀬
典
子

伊
藤
規
世
子

前
田
典
子

久
嶋
道
広

堀
江
久
美
子

藤
井
き
ょ
う
こ

丹
羽
正
弘

松
橋
直
美

池
上
ま
り
子

山
本
啓
二

辻
本
喜
則

岡
田
澄
子

栗
田
祐
子

佐
藤
和
彦

工
藤
武
施

田
内
里
美

竹
本
訓
子

牧
田
淑
子

石
岡
政
子

瓦
谷
秀
治

森　

美
貴
子

森
　

茂
雄

曽
布
川
和
則

岩
本
明
彦

老
田
達
雄

藤
井
裕
子

山
本
裕
美

武
田
厚
司

　
昭
和
54
年

杉
山
昌
宣

成
瀬
　

聰

丹
羽
知
登
世

水
島
教
之

水
島
久
美

吉
田
　

敬

月
井
裕
二

池
田
　

潔

栄
田
達
夫

服
部
宏
明

安
藤
公
一

池
田
し
の
ぶ

佐
々
木
敏
郎

木
村
美
子

星
野
豊
子

牧
田
智
津
子

村
上
博
子

桑
原
尚
子

進
士
寿
子

進
士
一
男

在
原
早
苗

宮
城
島
正
枝

山
崎
芳
枝

在
原
　

登

花
村
祥
子

土
田
素
子

掛
川
直
子

久
保
順
一

加
藤
　

泉

吉
永
利
夫

曽
布
川
美
登
理

市
橋
　

透

梅
田
和
美

吉
田
明
美

池
本
長
司

吉
田
静
生

　
昭
和
55
年

是
永
ひ
さ
子

橋
爪
隆
江

後
藤
美
重
子

後
藤
利
宏

榊
原
幹
生

宇
藤
淳
子

杉
井
邦
好

牧
野
法
子

碓
井
純
子

竹
中
裕
行

佐
藤
和
裕

岩
堀
玲
子

岡
田
宜
彦

勝
丸
由
美
子

山
下
瑞
江

石
川
和
正

西
浦
伊
公
子

篠
塚
朋
子

阿
部
信
夫

梅
垣
敬
三

渡
辺
文
孝

佐
々
木
洋
子

佐
々
木
龍
介

谷
　

重
喜

吉
田
や
え
み

老
田
明
子

内
藤
　

縁

内
藤
　

弘

結
川
宏
子

　
昭
和
56
年

杉
山
裕
茂

勝
又
陽
子

丸
山
徹
也

本
島
久
也

上
坂
一
行

秋
山
欣
三

北
川
日
佳
子

石
川
芳
彦

勝
木
佐
登
子

伊
藤
　

章

中
根
文
重

近
藤
明
子

木
村
和
男

土
肥
佳
史

松
下
保
彦

石
間
街
子

児
山
知
典

河
合
陽
子

西　

千
賀
子

小
池
弘
子

渡
部
由
紀
子

山
下
和
夫

高
木
由
紀

石
田
さ
と
み

久
次
米
始
介
子

丸
本
正
彦

内
田
玲
子

　
昭
和
57
年

太
田
正
昭

磯
貝
光
孝

永
田
　

実

今
井
信
行

倉
澤
由
美
子

松
浦
智
子

諸
田
和
子

諸
田
　

隆

池
田
典
子

塚
田
秀
夫

塚
田
淳
代

朝
比
奈
由
和

乙
田
ゆ
か
り

古
橋
美
佳
子

勝
木
伸
介

美
濃
部
淳
子

山
口
典
子

岩
下
敦
子

石
原
由
美

杉
岡
典
子

市
川
晶
子

大
島
　

勝

池
田
香
里

上
田
春
美

角
田
真
澄

河
本
光
宏

加
藤
伸
二

松
本
正
敏

勝
山
善
彦

石
間
　

強

小
栗
由
弥
子

松
永
正
之

田
畑
尚
子
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大
軽
靖
彦

杉
村
壮
一

杉
村
敦
子

名
倉
基
雄

有
賀
美
津
子

吉
田
直
恵

増
澤
俊
幸

小
久
保
宏
恭

鈴
木
直
人

皆
川
俊
哉

斉
藤
智
佐
子

　
昭
和
58
年

西
田
慶
子

加
藤
善
久

本
島
玲
子

小
川
　

恵

間
中
友
季
子

石
原
夕
美

賀
川
義
之

安
長
文
隆

南
部
佳
代
子

塚
本
理
史

秋
本
文
男

　
昭
和
59
年

福
山
俊
典

堺
谷
研
嗣

前
田
　

浩

片
山
富
彦

関
口
智
彦

大
家
　

毅

古
川
真
郎

森
信
智
子

大
澤
勝
一

長
尾
康
博

吉
田
千
佳
代

井
上
泰
秀

大
石
哲
久

田
中
喜
久
夫

渡
辺
詩
織

渡
辺
徹
志

青
野
雅
博

和
田
久
仁
恵

芦
川
裕
子

橋
本
佳
己

八
尾
徳
正

岩
川
ふ
さ
枝

黒
澤
豊
彦

石
井
勇
司

川
島
　

拓

大
石
美
満

大
岩
祐
子

越
田
　

晃

野
中
　

稔

鈴
木
文
子

稲
葉
厚
弘

大
木
英
嗣

井
上
恵
利
子

　
昭
和
60
年

土
屋
正
彦

凪
　

貴
史

清
水
宣
秀

櫻
井
の
り
子

黒
木
由
香

松
尾
憲
一

阿
出
川　

滋

加
藤
道
子

平
野
智
子

池
田
雅
彦

竹
下
智
重
子

宮
崎
多
恵

根
本
智
恵

　
昭
和
61
年

中
野
浩
美

小
林
真
美

渡
辺
浩
樹

阿
出
川
佳
枝

野
村
幸
絵

山
口
尚
子

原
田
晴
司

野
崎
洋
子

土
屋
浩
司

片
岡
智
子

小
林
淳
一

牧
野
尚
美

河
合
秀
晃

前
田
　

徹

川
上
裕
子

尾
上
泰
江

　
昭
和
62
年

井
口
　

潔

井
口
裕
子

松
尾
紀
子

高
田
真
人

小
沢
美
佳

野
末
清
美

岩
田
尚
美

小
林
俊
子

三
宅
　

秀

赤
松
泰
子

根
津
幸
代

鈴
木
加
奈
子

金
子
孝
司

河
合
永
子

　
昭
和
63
年

加
藤
広
之

大
城
雅
章

土
屋
秀
美

牧
草
由
紀
夫

井
上
千
佳
恵

堀
田
博
美

居
出
上
敬
祐

川
瀬
一
朗

川
瀬
直
子

笠
毛
浩
彦

小
澤
久
仁
子

　
平
成
元
年

多
田
義
孝

鈴
木
由
美
子

長
尾
美
宏

大
田
直
樹

松
原
久
雄

今
津
佳
子

金
井
好
人

兵
庫
淳
志

松
浦
健
太
郎

大
野
さ
つ
き

石
田
久
仁
子

　
平
成
2
年

小
島
房
子

望
月
正
栄

松
丸
直
美

田
中
真
寿
美

林
　

勇

多
田
志
緒
里

丸
山
恭
史

下
尾
貴
宏

平
野
晃
子

小
田
雄
司

北
嶋
時
世

榊
原
利
恵

静
岡
県
立
大
学

　
平
成
3
年

渡
邉
哲
史

日
比
貴
子

多
田
明
弘

櫻
井
孝
司

猪
俣
千
香
子

園
田
祥
司

園
田
寿
寿

杉
本
　

収

長
野
有
美
子

長
野
　

敬

松
木
い
つ
子

福
原
正
博

下
澤
浩
美

吉
田
博
之

　
平
成
4
年

川
口
香
苗
子

川
口
健
次

大
月
昭
子

望
月
由
木
子

島
田
和
彦

池
田
美
保

尾
形
和
美

尾
形
有
規

鈴
木
啓
子

岩
崎
綾
乃

栗
田
晃
伸

藤
本
勝
博

谷
本
倫
子

喜
好
昭
彦

竹
入
　

章

増
崎
詞
子

大
川
知
子

長
尾
明
美

鈴
木
登
紀
子

福
原
裕
子

古
畑
亜
由
美

鈴
木
太
嘉
栄

藤
江
直
人

新
田
茂
彦

中
村
和
重

住
井
直
美

河
村
美
保
花

　
平
成
5
年

大
道
克
裕

神
野
文
宏

中
村
光
博

中
村
理
子

影
山
知
子

西
村
慎
也

小
澤
紀
子

内
田
信
也

大
井
郁
子

河
島
知
子

　
平
成
6
年

藤
川
郁
世

富
安
晃
一

檜
山
章
絵

渡
邉
佳
子

渡
邉
　

学

大
塚
有
加

下
村
聡
美

西
島
秀
明

河
西
き
よ
み

野
澤
美
保

番
場
　

勇

富
永
民
雄

大
城
ま
ゆ
み

櫻
井
幹
也

大
橋
綾
美

高
井
奈
美

仲
地
　

剛

黄
倉
　

崇

　
平
成
7
年

本
間
丈
士

内
田
　

恵

鈴
木
博
子

小
西
宏
治

水
口
英
明

小
宮
直
美

渡
邉
　

学

米
田
昌
裕

　
平
成
8
年

根
地
嶋
宏
昌

大
塚
朗
子

梶
野
大
二
郎

中
山
大
輔

関
本
征
史

黒
羽
子
孝
太

　
平
成
9
年

岩
谷
有
夏

石
井
祐
香

小
林
正
典

板
井
　

詩

荒
木
美
保

関　

由
希
子

山
下
和
香
子

　
平
成
10
年

後
藤
こ
ま
希

根
地
嶋
麻
里
子

野
寄
秀
明

佐
藤
敦
史

大
賀
美
幸

藤
田
行
代
志

出
羽
歩
美

　
平
成
11
年

横
田
　

崇

小
林
由
紀
子

外
山
訓
之

村
田
周
子

高
橋
忠
伸

宮
澤
真
理
子

齋
藤
正
孝

浦
上
武
雄

　
平
成
12
年

板
持
雅
恵

南
　

彰

菊
池
保
正

高
木
貴
治

深
野
幸
子

中
西
美
智

永
吉
　

翼

関
口
祐
史

　
平
成
13
年

若
尾
晃
一

勝
又
　

孝

石
川
智
之

山
田
か
こ
み

福
井
貴
史

田
川
真
由

星
野
有
吾

吉
田
梨
沙

伊
藤
美
帆

山
本
博
之

　
平
成
14
年

二
橋
智
郎

秋
山
将
寛

久
保
田
陽
子

長
谷
部
ふ
み

長
谷
部
文
春

川
合
大
介

米
澤
　

正

南　

由
季
子

伊
藤
由
彦

藤
井
真
一

廣
瀬
亜
紀

　
平
成
15
年

山
岡
麻
衣
子

高
久
修
司

大
西
真
央

中
村
ほ
な
み

永
吉
和
恵

益
岡
尚
由

　
平
成
16
年

鈴
木
な
つ
み

進
野
和
子

奥
山
大
輔

青
木
千
恵

沖
野
奈
央

青
木
節
代

關
口
　

徹

木
村
智
之

岡
崎
浩
一

　
平
成
17
年

村
上
涼
子

高
木
友
里

松
岡
温
名

本
多
正
樹

村
田
敏
拓

村
瀬
恵
理

竹
花
裕
貴

　
平
成
18
年

秋
本
真
友
子

上
原
　

裕

井
上
直
樹

茂
木
大
地

海
野
　

渉

横
田
洵
一

河
村
美
香

千
葉
健
人

林
　

哲
男

鈴
木
一
裕

佐
藤
美
和
子

菊
永
奈
穂
美

原
田
佳
奈
子

小
林
敬
子

阿
部
祥
子

佐
藤
一
毅

　
平
成
19
年

阿
部
拓
哉

世
戸
孝
樹

野
嶋
芳
紀

田
中
紫
茉
子

神
戸
英
芳

兵
頭
正
員

渡
邉
　

歩

木
村
日
都
美

福
山
知
哲

　
平
成
20
年

高
野
真
弓

藤
原
理
惠

田
野
井　

隆

岩
田
皓
生

赤
星
早
江
子

内
本
武
亮
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東日本大震災義援金　寄付

　静岡薬科大学　　昭和52年　　土　屋　益　美
　静岡県立大学　　平成 6 年　　飯　田　海　保

（敬称略）

「静薬学友会災害義捐金基金」の設立について
前総会で承認を得た通り、東日本大震災で会員の皆様
から頂いた分の余剰金を、今後災害を被った会員を救
済する資金とするため新たに「静薬学友会災害義捐金
基金」を設立します。なお、今後の基金の運用につい
ては新たに規程を策定し、それに従って行うこととい
たします。 （P47　総会議事録参照）

佐
藤
紘
彰

　
平
成
21
年

筒
井
陽
仁

中
西
勝
宏

入
江
こ
は
る

椎
野
甲
斐

栗
田
有
理
男

佐
藤
友
美

　
平
成
22
年

髙
田
俊
介

新
谷
　

亮

比
嘉
香
澄

　
平
成
23
年

横
山
智
紀

鈴
木
寛
人

小
野
貴
裕

　
平
成
24
年

豊
田
耕
司

保
坂
大
樹

川
上
達
矢

一
関
　

優

五
反
田
康
孝

佐
野
拓
也

池
本
啓
祐

増
田
茂
明

長
澤
　

豊

鈴
木
絵
莉

三
浦
基
靖

川
岸
佐
和
子

横
澤
浩
子

安
倍
智
子

淺
沼
雄
太

杉
本
彩
也
香

齊
藤
こ
ず
も

豊
泉
樹
一
郎

矢
吹
晴
一
郎

内
田
　

淳

　
平
成
25
年

諸
田
有
佳

波
々
壁
信
也

寺
田
健
一
郎

渡
邉
雄
一

鈴
木
友
季
子

宮
田
美
咲

杉
山
亜
由
美

　
平
成
26
年

上
戸
由
里
佳

家
野
太
輔

池
田
俊
暁

伊
藤
あ
ゆ
み

遠
藤
壮
真

大
橋
加
純

岡
田
莉
奈

小
野
彩
奈

柏
原
道
志

佐
久
間
大
樹

杉
山
智
啓

鈴
木
裕
香

千
葉
里
菜

芳
賀
辰
臣

長
谷
川
由
紀
子

益
田
　

碧

三
重
野　

碧

村
木
俊
文

森
　

惇
貴

米
田
成
輝

若
宮
紀
子

渡
邊
裕
貴

渡
邊
　

諒

園
部
芙
史

北
村
美
穂

熊
谷
洋
一

山
中
雅
之

神
野
敬
將

柏
倉
康
治

上
原
将
士

榊
　

夏
澄

杉
浦
佑
樹

服
部
浩
明

鎌
田
健
吾

水
野
勝
貴

（
敬
称
略
）

静
岡
女
子
薬
学
校
　
大
正
8
年

近
藤
ま
さ
し

静
岡
女
子
薬
学
校
　
大
正
9
年

土
切　

わ
か

静
岡
女
子
薬
学
校
　
大
正
11
年

田
口　

錜
子

静
岡
女
子
薬
学
校
　
大
正
11
年

松
山　

千
代

静
岡
女
子
薬
学
校
　
大
正
12
年

石
井　

綾
野

静
岡
女
子
薬
学
校
　
大
正
13
年

竹
下　

梅
子

静
岡
女
子
薬
学
校
　
昭
和
3
年

水
野　

せ
つ 

秀
島　

ミ
ツ

静
岡
女
子
薬
学
校
　
昭
和
4
年

庄
野　

し
ず

静
岡
女
子
薬
学
校
　
昭
和
5
年

樽　
　

み
ゑ 
御
堂
前
美
子

宮
崎　

キ
ク

静
岡
女
子
薬
学
校
　
昭
和
6
年

今
宮　

貞
枝 

市
川　

は
る

菊
池　
　

愛 

江
口　

勝
栄

静
岡
女
子
薬
学
校
　
昭
和
7
年

石
内
マ
ツ
エ 

小
川　

綾
子

高
橋　

テ
ル 

坂
崎　

た
か

静
岡
女
子
薬
学
校
　
昭
和
8
年

加
藤
み
ね
子 

植
松　

た
い

島
崎　

ナ
ツ 

辻
村
伊
久
子

森
下
美
代
子

静
岡
女
子
薬
学
校
　
昭
和
9
年

矢
内
あ
き
子 

橋
爪　

橙
江

平
松　

い
わ 

小
針　

和
子

静
岡
女
子
薬
学
校
　
昭
和
10
年

久
保
田
実
枝
子 

小
島　
　

和

中
野　

コ
卜 

藁
科
み
さ
を

静
岡
女
子
薬
学
校
　
昭
和
11
年

猿
渡　

年
許

静
岡
女
子
薬
学
校
　
昭
和
13
年

萩
原　

幸
子

静
岡
女
子
薬
学
校
　
昭
和
14
年

小
沢　

た
ね

静
岡
女
子
薬
学
校
　
昭
和
15
年

中
村　

国
枝

海
野　

勝
代

静
岡
女
子
薬
学
校
　
昭
和
16
年

岡
村　

朋
子 

塩
見
ア
イ
子

陸
施　

秀
芳

静
岡
女
子
薬
学
校
　
昭
和
17
年

井
上　

つ
ぎ 

平
岡
喜
代
子

寿　
　

澄
子 

河
野　

綾
子

武
田　

信
子 

溝
口　

萩
子

静
岡
女
子
薬
学
校
　
昭
和
18
年

越
智　

秩
子 

大
江
チ
ズ
エ

大
矢　

幸
子 

村
山　

愛
子

砂
山　

恵
美 

阿
部
千
寿
子

山
田　

邦
子 

吉
村
千
鶴
子

秋
山
千
代
子 

伊
与
野
真
佐
子

飯
田
喜
久
枝 

石
原　
　

栄

渡
辺　

綾
子 

小
野　

春
江

小
野
田
富
美
子 

尾
上　

節
子

住
山　

道
子 

大
山
み
ど
り

岡
野　

増
子 

岡
村　

幸
子

片
岡　

豊
子 

川
崎
千
鶴
子

吉
田　

礼
子 

杉
山
千
鶴
子

粟
屋　

幸
子 

高　
　

秀
子

伊
達　

正
子 

浜
本　

光
子

寺
沢
田
鶴
子 

杉
村　

雅
子

東　
　

一
枝 

藤
本
し
づ
枝

曾
根　

光
子 

松
岡　

チ
セ

吉
原
美
津
子 

甲
斐　

房
子

柳
沢
喜
美
子 

渡
辺　

信
子

広
江
美
代
子

住
所
不
明
者
一
覧
（
卒
年
順
・
平
成
27
年
７
月
現
在
）

左
記
の
会
員
の
連
絡
先
を
ご
存
知
の
方
は
、
静
薬
学
友
会
事
務
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
会
報
が

届
い
て
い
て
も
下
記
一
覧
表
に
お
名
前
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
方
は
、
お
手
数
で
す
が
会
報
に
同
封
し
て
あ
り

ま
す
『
登
録
お
よ
び
名
簿
開
示
内
容
の
ご
確
認
』
用
紙
に
て
、
ご
自
宅
住
所
等
を
事
務
局
に
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。
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静
岡
女
子
薬
学
校
　
昭
和
19
年

田
島
や
す
子 

北
口　

悦
子

浅
野　

セ
ツ 

稲
葉　

時
子

山
本　

美
子 

猪
口
美
和
子

大
房
多
美
恵 

重
光　

梅
英

佐
藤　

八
重 

茂
倉
恵
美
子

杉
山
百
合
子 
浜
野　

澄
代

重
永　

光
子 
国
松　

い
ね

石
原　

芳
子 

岡
本　

澪
子

橋
本　

栄
子 

都
田
ふ
じ
子

宮
田　

久
子

静
岡
女
子
薬
学
校
　
昭
和
20
年

井
上　

澄
子 

海
野
千
代
子

遠
藤　

茂
子 

妹
尾　

寿
恵

甲
斐　

節
子 

森
島　

ふ
み

奥
苑
千
亀
子 

半
沢　

文
枝

佐
藤　

文
子 

沢
野
よ
し
江

高
木　

博
美 

田
尻　

幸
子

谷
口
富
久
子 

小
西
千
枝
子

得
能
チ
エ
子 

富
岡
千
質
子

納
屋　

田
鶴 

大
嶽
き
み
子

青
山　

暲
子 

福
岡　

淳
子

森　

き
よ
子 

大
谷　

栄
子

田
中　

良
子 

松
本　

久
子

武
藤　

玲
子 

山
口
多
美
子

静
岡
女
子
薬
学
校
　
昭
和
22
年

石
崎　

貞
子 

菅
沼　

尚
子

奥
苑　

知
喜 

小
池　

慧
子

柴
田　
　

有 

大
林
み
さ
を

寺
田　

澄
子 

原
田
千
栄
子

萩
原　

益
子

静
岡
女
子
薬
学
専
門
学
校
　
昭
和
23
年

小
澤　

冴
子 

大
矢　

矯
子

川
口　

瑞
穂 

野
栗　

条
子

池
尻　

徳
子 

加
藤
美
津
代

高
橋
富
美
子 

人
見　

昌
子

藤
原　

銀
子

静
岡
女
子
薬
学
専
門
学
校
　
昭
和
24
年

渥
美
は
つ
子 

伊
藤　
　

緑

鈴
木　

道
代 

大
内　

亮
子

柴
田
志
津
枝 

鈴
木　

達
子

佐
久
間
シ
ズ 

野
口　

容
子

小
林　

英
子 

松
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子
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芳
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よ
子
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岡
薬
学
専
門
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26
年
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崎　

益
子 
青
木　

恵
子

八
木　

絢
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植
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広
田　

澄
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松
尾　

洋
子

坂
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ト
シ
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静
岡
薬
学
専
門
学
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昭
和
27
年

上
田　

光
子 

城
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節
子

木
村　

伸
江

静
岡
薬
学
専
門
学
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昭
和
28
年

岩
堀　

邦
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新
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道
子

住
田　

治
雄 

浜　
　

幸
子

田
島　

市
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静
岡
薬
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専
門
学
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和
29
年

田
中
テ
ル
子 

飯
塚　

時
夫

小
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正
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佐
久
間
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佐
藤　

信
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木　

康
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田
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芳
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田
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広
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充
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木
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士
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久
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木
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奈
子 

尾
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辺
さ
わ
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岡
薬
科
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昭
和
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年

足
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順
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佐
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西
井
陽
三
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湊　
　

哲
也

静
岡
薬
科
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昭
和
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年
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波
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子
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岡
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科
大
学
　
昭
和
34
年

時
田　

登
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子

鈴
木　

輝
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静
岡
薬
科
大
学
　
昭
和
35
年
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鷹
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弘
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昭
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田
中
佐
知
子

静
岡
薬
科
大
学
　
昭
和
36
年

坂
上　

豊
子 

中
野　

千
博

三
浦　

賢
二

静
岡
薬
科
大
学
　
昭
和
37
年

小
方　

和
子 

大
石　

雅
俊

静
岡
薬
科
大
学
　
昭
和
38
年

市
川　
　

勲 
大
川　
　

博

静
岡
薬
科
大
学
　
昭
和
39
年

石
川　

葉
子 

薮　
　

充
代

清
水　

良
美 

鈴
木　

孝
義

山
田　

敬
一 

若
杉　
　

学

静
岡
薬
科
大
学
　
昭
和
40
年

佐
藤　
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谷
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久
之

寺
尾　

良
保

静
岡
薬
科
大
学
　
昭
和
41
年

大
竹　

治
雄 

黒
柳　

正
典

谷
澤　

康
子 

永
長　

久
徳

森
谷　

悦
生

静
岡
薬
科
大
学
　
昭
和
42
年

鈴
木　
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藤
田　

卓
二

静
岡
薬
科
大
学
　
昭
和
43
年

伊
海　
　

仁 

高
橋
三
枝
子

宇
都
宮
暁
子 

宮
沢
ト
モ
子

山
本　

茂
樹

静
岡
薬
科
大
学
　
昭
和
44
年

坂
根　

雅
朗 

大
塚　
　

満

原　
　

光
子 

増
田　

睦
子

静
岡
薬
科
大
学
　
昭
和
45
年

高
木　

憲
子 

前
田　

一
子

矢
内
原　

洋 

山
田
か
ほ
る

増
田　

光
子 

志
村　

進
司

山
田　

重
行

静
岡
薬
科
大
学
　
昭
和
46
年

横
山　

淳
子 

岩
下
真
里
子

両
口　

素
子 

石
川　

雅
世

谷
内　

正
彦 

山
田
久
美
子

平
口　

達
夫 

清
水　

久
子

勝
間
田
富
士
男 

北
川　

英
雄

宮
内　

義
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山
口　
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義

静
岡
薬
科
大
学
　
昭
和
47
年

青
野　

好
一
朗 

市
川　

吉
光

岩
松　

良
枝 

市
川　

千
恵

杉
山　

克
己 

西
内　

道
郎

岡
本
ひ
ろ
子 

奥
村　

陽
子

小
田　

泰
雄 

久
保　

和
子

加
藤　

勝
久 

小
林　

俊
道

塚
本　

健
治 

平
松　

勝
太

松
永　
　

淳

静
岡
薬
科
大
学
　
昭
和
48
年

網
野　

光
人 

太
田　

京
次

宮
内
久
美
子 

鈴
木　

恵
美

鈴
木　

正
広 

関
口　

吉
夫

長
倉　

邦
男 

水
上　

博
文

北
村　
　

博 

小
菅　

邦
義

後
久　

正
昭 

清
水　

英
範

高
柳　

和
久 

角
田　

信
之

富
山
俊
二
郎 

西
丸　

栄
司

増
田　

千
春 

宮
下　
　

晶

望
月　
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山
下　

和
夫

静
岡
薬
科
大
学
　
昭
和
49
年

飯
塚　

敏
江 

鈴
木　

陽
子

馬
場　

裕
子 

田
中　

伸
明

前
崎　

義
樹 

八
木　

利
男

静
岡
薬
科
大
学
　
昭
和
50
年

佐
藤　

町
子 

坂
井　

智
子

平　

み
ど
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石
井　

節
子

平
澤　

明
美 

横
山　

裕
子

金
澤　

利
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金
子　

仁
士

佐
藤　

善
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鈴
木　

高
明

平
松
か
お
る 

宮
下
由
美
子

静
岡
薬
科
大
学
　
昭
和
51
年

眞
島　

英
子 

大
橋　

聰
樹

浪
越　

悦
子 

青
山
美
佐
代

玉
岡　

順
吉 

津
田
千
代
子

中
前　

真
弓 

春
野　

明
弘

草
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谷
守 

坂
元　

和
郎
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堀
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寺
西　

雄
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悦
子 

田
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宮
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智
裕

静
岡
薬
科
大
学
　
昭
和
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年
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川
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絵
子

中
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中
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忠
司

丸
岡　
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延
　々

麗
子 

鵜
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峰
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滝
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代
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美

静
岡
薬
科
大
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昭
和
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年

吉
田　

雅
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宇
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酒
井　

良
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沢
田　
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子
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明
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高
森　

健
雄
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崎
比
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治
田
文
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木　

猛
夫
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淳
子 

林　

久
美
子
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克
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杜
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昭
彦

山
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昌
彦
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岡
薬
科
大
学
　
昭
和
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厚
子

樫
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和
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島　
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明
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仁
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洋
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高
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ふ
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竹
元　

良
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腰
岡　

眞
弓 
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次

小
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三
室　

佳
子

佐
藤　

雅
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杉
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明
広

近
藤
久
美
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田
畑　

満
家

滝
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松
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と
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半
代　
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寺
田
ひ
ろ
子
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松
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清
孝
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岡
薬
科
大
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昭
和
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年

加
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美 
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田　
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一

加
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日
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昭

神
山　
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野　

史
子

丸
山
利
恵
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坪
井
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賀
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河　

磨
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西
垣　

克
昭
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田　

洋
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杉
本
香
也
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井
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修
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伊
藤　

嘉
章

池
田　

光
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松
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と
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佐
塚　

泰
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井　
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田　
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松
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久

千
葉　

紀
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田　

昭
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冨
田　

幸
介
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薬
科
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和
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村　
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久

清
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啓
子

山
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津
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谷
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久
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石
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子

浅
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池
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彦
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飯
田　

隆
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雅
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今
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仁
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須
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伊
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津
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健
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渡
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幸
子
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小
林　

忠
正 

後
藤　

節
子

小
田
原
美
由
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柴
森　

雅
文

白
石　

典
生 

前
田　

純
子

角　
　

聡
子 

岡
垣
智
恵
子

中
尾　
　

徹 

久
門　

弘
子

鈴
木　

知
美

静
岡
薬
科
大
学
　
平
成
元
年

三
田　

幸
子 

小
久
保
陽
子

榎
本　

雅
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岡
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斎
藤　
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田　

詔
子

小
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杉
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聡
子

松
原
美
和
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又
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子

瓜
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葉
子 

神
田　

功
子

又
木　

克
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松
井　

龍
吉

松
浦　
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三
浦　

直
美

山
添
毅
一
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小
林　

和
代

石
井　

葉
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江
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正
明

小
松　

元
博 

辻　
　

智
史

中
込　

文
佳 

羽
田　

貴
子

馬
場　

貴
子 

服
部　

順
一

伊
藤　

清
子 

松
重　
　

宏

村
上　

忠
弘 

柳
瀬　

京
子

岸　
　

文
子

静
岡
薬
科
大
学
　
平
成
2
年

伊
藤　
　

毅 

伊
吹　

友
二

久
保　

美
恵 

海
老
池
啓
達

越
智　

紀
子 

大
生　

和
博

寺
社
下
美
樹 

小
坂　
　

拓

林　
　

早
苗 

清
水　

亮
子

佐
野　

健
史 

清
水　

ゆ
き

崔　
　
　

俊 

野
沢　

由
子

榎
本　

千
里 

小
林　

由
恵

林　
　
　

健 

平
野　

正
晃

別
府　

良
人 

堀
川　

尚
嗣

矢
吹　

佳
久 

吉
村
か
お
り

渡
辺　

基
信 

森
田　

匡
史

生
駒　

繁
一 

埋
橋　

哲
郎

小
林　
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後
藤
弥
朱
美

宮
家　

容
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鈴
木
真
由
美

相
馬　

晋
司 

竹
原　

洋
一

仁
科　

公
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平
沼　

純
子

藤
井　

秀
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星
野　

明
彦

馬
渕　

人
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宮
家　

英
司

山
下　

史
雄 

山
田　
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吉
川　

清
史 

広
瀬　

由
美

静
岡
県
立
大
学
　
平
成
3
年

坂
根　

照
美 

山
崎　

敬
子

遠
藤　

深
春 

兼
松　

雅
博

小
金
澤
明
央 

井
ノ
上
早
苗

菅
昌　

美
穂 

杉
山　

哲
也

鈴
木　

康
予 

横
山　

玲
子

土
屋
奈
緒
子 
鶴
羽　

曉
子

藤
林　
　

整 
松
野
か
お
り

宮
島　

忠
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望
月　

康
生

高
堀　

和
美 

松
村　

欣
未

楽　
　

美
良 

竹
田　

隆
代

武
田　

智
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岡
田　

知
巳

金
子　

英
志 

矢
矧　

順
子

菊
田　

純
子 

坂
井
田　
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清
水　

政
典 

田
井　
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田
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弘
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田　

浩
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佐
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深
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博
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世
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佳
子 

三
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潤
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山
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淑
子 

三
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山
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幹
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楊　
　

啓
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岡
県
立
大
学
　
平
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4
年

三
井　

恭
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井
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一
則

小
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萩
原　

礼
子 

小
田
栄
一
郎

落
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明
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金
澤
千
惠
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佐
藤　

倫
也 

松
野　

裕
子

坂
入　

崇
史 

杉
野　

英
章

鈴
木　

淳
子 

松
村　

智
春

森
戸
い
づ
み 

渡
邊　

真
史

高
阿
田
知
子 

佐
藤　

幸
子

佐
藤
由
美
子 

角
山　

弘
嘉

片
井　
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佐
藤　

和
美

鈴
木　
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酒
井
久
美
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介 

杉
野　

千
秋

田
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由
美

中
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徹 

永
渕　

博
子

永
井　

陽
子 

田
代　
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吉
田　

英
紀

静
岡
県
立
大
学
　
平
成
5
年

松
元　

恵
子 

小
澤　

裕
恵

小
野　

友
也 

石
田　

清
美

鹿
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清
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川
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弥
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佐
々
木
久
美
子 

佐
藤　

隆
幸

杓
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野
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子
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英
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縄
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和
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福
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澤
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津
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和
人 

赤
木　

智
絵

秋
山　

正
喜 

石
田　

佳
幸

小
林　

理
恵 

栗
田　
　

亨

川
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友
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村
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岡
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大
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6
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佳
代
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幸

仙
波　
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敏
昭
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千
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司
郎
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健
達
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吉
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君
子
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忠
克 
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陽
司
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田
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江
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山
下　

博
子
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飯
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勝
恵

池
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久
美
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齋
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暢
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藤
本
亜
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桂
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越　

弘
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岡
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大
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年

岡
田　
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梶
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光
弘
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藤　

美
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北
林
麻
衣
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尚
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増
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水
谷
有
紀
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紀
美
子

山
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寿
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山
下　

仁
美

阿
世
知
亜
希
子 

梶
原
由
紀
子

伊
藤　

則
子 

鈴
木　

朝
子

鈴
木　

哲
子 

高
橋　

真
紀

西
村　

文
寿 

廣
津　

祥
代

安
森　

彩
乃 

沼
田　
　

敦

静
岡
県
立
大
学
　
平
成
8
年

相
曾
い
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み 

井
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朋
美

今
福　

英
俊 

山
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真
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内
野
万
有
美

村
松
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つ
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高
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節
子
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洋
子 

田
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日
野
田
純
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太
刀
川
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美

山
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麻
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吉
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健
一

吉
田　

泰
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邉
早
祐
美

佐
野　

美
紀 

朝
倉　

裕
美

岩
間
絵
里
子 

上
田　

真
理

岡
村　

明
美 

岡
村　

裕
子

河
村　

康
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佐
藤　

義
久

鈴
木　

直
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竹
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竹
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啓
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田
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織

日
江
井
和
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藤
井　

秀
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水
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直
子 

八
木　
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憲

吉
岡　

敬
二 

伊
藤　

晶
子

横
山　

暁
子

静
岡
県
立
大
学
　
平
成
9
年

板
野　

智
子 

梅
原　

美
穂

菅
原　

香
織 

小
澤　

愛
子

金
山
久
美
子 

木
村　

洋
子

小
坂　

寛
一 

高
橋　

裕
輝

武
重
友
美
子 

中
元　

真
弓

濱
保　

英
樹 

村
上　

正
俊

飯
田　

佳
代 

大
塚　

早
苗

太
田　

佳
子 

岡
田
美
穂
子

岡
村　

明
美 

山
崎　

菊
代

加
藤　

万
美 

小
長
谷
直
史

榊
原
美
衣
子 

篠
原　

忠
人

鈴
木　

紳
之 

辻
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英
範

荒
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綾
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豊
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恵

中
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孝
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中
村　

美
紀

西
尾　

亮
介 

松
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敦
子

松
本　

尚
己

静
岡
県
立
大
学
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成
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年

渥
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岡
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織
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郎
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小
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三
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智
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小
長
谷
か
お
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高
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早
恵
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寺
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有
希
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豊
留
真
理
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山
本
加
代
子

井
手　

紀
子 

福
田　

寛
憲

吉
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渡
辺　
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清
野　

広
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岩
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裕
美

大
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理
佐 

春
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樹 

佐
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美
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鈴
木
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浩
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鈴
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幸
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立
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美
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田
麻
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村
岡　
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山
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山
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美
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県
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大
学
　
平
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年

齊
藤　

恵
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有
里

塩
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甲
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稚
子
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野　
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金
原　

朱
里

近
藤
健
太
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坂
井　

和
友

白
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杉
山　

恵
美

鈴
木　

紀
恵 

照
本
真
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美

深
澤　

友
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本
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真
紀

村
上　

恵
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江
川　

洋
一
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玉　

悦
子 

祭
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繁
人

杉
山　

哲
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人
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橋　

美
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美
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裕
子

福
留　

万
美 

望
月　

彩
子

白
石　

幸
子

静
岡
県
立
大
学
　
平
成
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年

加
藤　

麻
紀 

川
瀬　

亮
介

古
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優 

小
松　

正
典

清
水　

寛
弥 

高
橋
ゆ
う
子

津
田
壮
一
郎 

津
田　

英
高

山
木
さ
と
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村
上　

正
紀

矢
野　

俊
介 

江
川　

恵
代

横
山　

瑞
樹 

吉
田　

陽
子

内
山　

幸
恵 

越
智
あ
や
の

小
野　

裕
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兼
廣　

牧
子

饗
場　

祐
一 

小
関　

貴
洋

小
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繁
田　

知
子

中
出
亜
紀
子 

長
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由
佳

野
沢　

佳
代 

深
澤　

奈
々

宮
崎
千
紗
都 

吉
岡　

沙
織

山
内
令
一
郎

静
岡
県
立
大
学
　
平
成
13
年

梅
澤　

睦
美 

神
谷　

美
緒

神
部
真
理
子 

栗
原　

啓
子

鈴
木　

祐
喜 

高
橋　

裕
介

中
野　

美
佳 

西
迫
真
紀
子

原
田　

緒
良 

武
藤　

広
通

安
野　

武
明 
安
藤
さ
や
か

飯
野　

弘
子 
伊
藤
由
里
子

西
澤　

洋
一 

岡
崎　

淳
子

勝
見　

隆
志 

内
山　

智
美

川
瀬　

厚
司 

清
川　

典
子

白
井　

由
希 

野
々
垣　

篤

肱
岡　

良
隆 

水
野　

朋
子

山
村
百
合
香 

渡
邊
真
希
子

向
島　

武
史

静
岡
県
立
大
学
　
平
成
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年

幾
見　

泰
洋 

桑
原　

敦
子

武
田　

幸
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田
崎　

秀
和

神
埼　

信
織 

松
下　

亜
記

山
田　

恭
子 

横
井　
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沙

中
村
季
実
子 
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野
田
敦
子
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口
屋　
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坂
倉　

賢
一

佐
竹　

啓
彰 

高
田　

美
紀

田
中　

徹
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鶴
田　
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子
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和
照 
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絢
子
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地　
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織 
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ま
り
子
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岡
県
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大
学
　
平
成
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年
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佐
見
友
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河
野
江
利
子
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生　
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山　

大
地
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野　

厚
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伸

松
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寿
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邊
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つ
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仁
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岡
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ど
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友
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史
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平成 27 年度会費納入のお願い 

「10 年会費と終身会費のカード払い」がご利用いただけます 

今回同封いたしました払込用紙は「平成 27 年度年会費」納入分です。ぜひともお忘れなく納入ください。 

◎コンビニおよび Edy 加盟店での払い込みは平成 27 年 12 月 15 日まで可能です。 

◎郵便局および静薬学友会ホームページからのクレジットカードでの払込は無期限で受け付けております。 

会員の皆様には、学友会の活動にご理解をいただくとともに、会費および寄付金の納入について一層のご協力をお願
い申し上げます。 

会費の種類について 

納入方法は３種類です。年会費か、10 年会費または終身会費のいずれかを選択してください。 

1. 年会費（2,000 円／年間）  

2. 10 年会費（20,000 円／10 年分前納） 

3. 終身会費（50,000 円／終身として一括前納） 

会費の納入について 

1. 郵便局またはコンビニエンスストアから払込用紙を利用して納入する場合 

コンビニエンスストアでの納入には納入期限がございます。平成 27 年 12 月 15 日までにご利用ください。 

郵便局からの納入は無期限で受け付けております。 

2. クレジット決済の場合 

年会費、10 年会費、終身会費のカード払いが可能です。 

静薬学友会ホームページの会員専用サイト「マイページ」より納入の手続きをお願い致します。 

賛助会員の会費納入および寄付金について 

納入方法は直接、学友会事務局までお問合せください。 

1. 賛助会員（正会員以外の会員）として会費の納入にご協力をいただける方を募ります。 

一口 20,000 円で 5 口を上限として納入ください。 

2. 寄付金につきましても、引き続きご協力をいただけますようお願い申し上げます。 
 

問合せ先 静岡県立大学薬学部同窓会（静薬学友会）事務局 
TEL 054-265-8763   FAX 054-265-8769 

Ｅメール shizuyak@u-shizuoka-ken.ac.jp ホームページ  http//www.shizuyaku.jp 

（事務局在室時間 午前 10 時～午後 3 時） 
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静薬創立100周年記念事業への
募金のお願い

拝　啓

　学友会の皆様には益々ご健勝のこととお喜び申し上げます。

　日頃より静岡県立大学薬学部に対しまして温かいご支援を賜り厚く御礼申し上げます。

　さて、前回の会報（No.81号）に静薬創立100周年記念事業への募金（一口　五千円）

のお願いを掲載しましたところ、多数の学友会の皆様から募金をいただきました。薬学部

附属薬局設置や国際交流基金の増額などを目指した募金目標金額（二億円）を達成するた

めに、引き続き事業募金についてのご協力をお願い致します。

� 敬 具　

薬��学��部��長　 賀川　義之

静薬学友会長　 横倉　輝男

記

記念行事の開催

1）記念講演会　平成28年7月16日（土）� 静岡県立大学大講堂

2）記 念 式 典　平成28年7月17日（日）午前　� 静岡県立大学大講堂

3）祝賀会・情報交換会　平成28年7月17日（日）午後　� ホテルセンチュリー静岡

振込方法（2種類あります）

１．減免措置を希望する個人、法人・団体等の場合

　別添の「奨学寄付金申込書」に必要事項（■の箇所）をご記入・ご捺印の上、下記宛

ご連絡ください。後日、入金依頼書を送付いたしますので、そちらに記載された説明に

沿って振込等の手続きをお願いいたします。振込手数料についてはご本人様負担となり

ます。なお、本学が寄付金の入金確認後にお送りする「寄付金受領証明書」を添えて所

轄税務署に確定申告していただければ、税制上の優遇措置を受けることができます。

２．減免措置を希望しない個人、法人・団体等の場合

　同封の「払込取扱票」をご利用ください。振込手数料は不要です。なお、誠に勝手な

がら「振替払込請求書兼受領証」を以って領収書に替えさせていただきます。

※１による振込と２による振込は、振込先の口座が異なります。１の「奨学寄付金申込

書」をご送付いただいても、２の「払込取扱票」により振込処理をされた場合、減免措

置の対象外となってしまいますので、ご注意ください。

募金担当代表　薬学部長��賀川　義之

〒422-8526　静岡県静岡市駿河区谷田52-1

静岡県立大学　薬学部 臨床薬剤学教室

電話およびFAX　054-264-5855

e-mail;�shizuyaku100@u-shizuoka-ken.ac.jp
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静薬創立100周年記念事業寄附金納付状況

奨学寄付金  （薬学部同窓会会員含む） 3,860,000円（寄付額のうち6%は事務費として徴収されます）
薬学部同窓会（静薬学友会）  4,610,000円（寄付額のうち郵便払込手数料が徴収されます）
薬学部後援会    1,350,000円（　　　　　　　 〃 　　　　　　　）
　合　計（2015.8.31現在）  9,820,000円

　　（寄附者ご芳名は静薬学友会ホームページにて順次掲載します）

　薬学部附属薬局設置や国際交流基金の増額などを目指した募金目標金額（二億円）の達成のため
　引き続きご協力をお願い申し上げます。

募金担当代表　薬学部長  賀川　義之
〒422-8526　静岡県静岡市駿河区谷田52-1
静岡県立大学　薬学部 臨床薬剤学教室
電話およびFAX　0５４－２6４－５8５５
e-mail; shizuyaku100@u-shizuoka-ken.ac.jp

四国支部総会開催のお知らせ
　爽秋の候、会員の皆様方にはますますご健勝のこととお喜び申し上げます。日頃は
静薬学友会四国支部活動にご理解・ご協力賜り厚くお礼申し上げます。
　さて、２年ぶりの支部大会を次のとおり開催いたします。

日　時：平成27年11月29日（日曜日）　午後２時～午後8時
会　場：グランドパレス徳島　　徳島市寺島本町西1-60-1（JR徳島駅より徒歩３分）
会次第：①受　　付：午後２時00分～午後２時30分

②支部総会：午後２時30分～午後３時00分
③講　　演：午後３時00分～午後４時00分
　講　　師：徳島文理大学教授徳島文理大学教授　加藤善久先生
④懇親会：午後5時00分～午後8時00分

参加費： 4,000円（夫婦会員の参加は２人で5,000円）

問い合わせ先：井上　泰秀（いのうえ　やすひで）Ｓ59卒
〒772-0014　徳島県鳴門市撫養町弁財天字ハマ11-54
　　　　　　E-mail：akiyusou@kde.biglobe.ne.jp
　　　　　　携帯TEL：0９0－２8２２－00５９

　　静岡県立大学薬学部同窓会（静薬学友会）事務局
TEL 054-265-8763　FAX 054-265-8769
E-mail shizuyak@u-shizuoka-ken.ac.jp
静薬学友会ホームページ　http://www.shizuyaku.jp/
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東海支部総会開催のお知らせ

下記により東海支部総会および第39 回薬剤師セミナーを開催いたします。ご多忙のことと思
いますが、皆様お誘い合わせの上、ご参加くださいますようご案内申し上げます。

記

日　時　：　平成27年12月13日（日）午後1:00～午後5:00
場　所　：　ウインクあいち（愛知県産業労働センター）　1006会議室
　　　　　　〒450-0002 名古屋市中村区名駅4丁目4-38　TEL 052-571-6131

1．東海支部総会
2．薬剤師セミナー
演　題　：

⑴　「高齢者の生活と栄養を考える－日本人の食事摂取基準（2015年版）で変わったこと－」
前椙山女子学園大学教授 中村　好志（昭和41年卒）

⑵　「愛知県における危険ドラッグ対策について」
愛知県医薬安全課 佐藤　克彦（昭和63年卒）

⑶　「医薬品安全管理と薬剤師業務　～RMPの利活用や入院持参薬の安全管理を中心に～（仮）」
特定医療法人駿甲会コミュニティーホスピタル甲賀病院　薬剤科長

 渡邉　　学（平成 7 年卒）
3．意見交換会（懇親会）
参加及び会費　：　参加費無料、意見交換会（懇親会）参加者は￥3,000円（予定）
　　　　　　　　　日本薬剤師研修センター集合研修会シール２単位認定

※東海支部会員の皆様
別紙ご案内チラシ裏面のFAX用参加申込用紙、下記Eメールまたは静薬学友会ホームページ
会員専用サイト「マイページ」にて参加のお申し込みをお願いいたします。

問い合わせ先：
〒461-0043　名古屋市東区大幸4丁目8-24 三上　栄一
 TEL 052－711－0914

静岡県立大学薬学部同窓会（静薬学友会）事務局
TEL 054－265－8763　　FAX 054－265－8769
事務局在室時間　午前10時～午後3時
（在室時間以外は留守番電話にて対応します）
E-mail shizuyak@u-shizuoka-ken.ac.jp
静薬学友会ホームページ http://www.shizuyaku.jp/
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本　部　役　員　一　覧（27名） 2015.10.1現在

役    職 卒業・
修了年 氏名（旧姓） 担　　　　当 静薬創立100周年記念

事業委員会

1 特別顧問 昭和40年 木苗　直秀 財務委員

2 会     長 昭和40年 横倉　輝男 　総務 　会報 　生涯研修 　予算 　支部 　教授会 財務委員

3 副 会 長 昭和44年 大石　悦子（石黒） ※総務 　予算 　支部 　教授会 式典・シンポジウム委員

4 副 会 長 昭和51年 高橋千恵子（八木） 　予算 　支部 　教授会 記念碑委員

5 副 会 長 昭和54年 鈴木　   隆 　生涯研修 　予算 ※教授会 記念誌委員長

6 理     事 昭和43年 植松　正吾 　総務 記念誌委員

7 理     事 昭和46年 安倍　道治 　生涯研修 ※支部 　教授会 財務委員

8 理     事 昭和46年 岩崎　年史 　生涯研修 　支部 広報委員

9 理     事 昭和46年 若林　敬二 ※生涯研修 　教授会 式典・シンポジウム委員

10 理     事 昭和49年 北川　俊朗 　総務 　生涯研修 　教授会 記念碑委員

11 理     事 昭和51年 涌澤　伸哉 　支部 財務委員

12 理     事 昭和53年 武田　厚司 　会報 　生涯研修 　支部 　教授会 財務委員

13 理     事 昭和55年 井口　和明 　総務 　予算 広報委員

14 理     事 昭和55年 杉井　邦好 　支部 財務委員

15 理     事 昭和58年 賀川　義之 　生涯研修 　教授会 財務委員長・記念碑委
員長

16 理     事 昭和60年 池田　雅彦 　予算 記念碑委員

17 理     事 昭和62年 大木　明代（石垣） 　総務 　会報 　生涯研修 　教授会 広報委員

18 理     事 平成3年 鈴木由美子 　総務
　（書記） 記念碑委員

19 理     事 平成5年 内田　信也 　総務 記念誌委員

20 理     事 平成7年 渡邉　　学 　生涯研修 式典・シンポジウム委員

21 理     事 平成8年 黒羽子孝太 　総務 ※会報 記念誌委員

22 理     事 平成8年 関本　征史 　総務
　（HP） 広報委員

23 理     事 平成11年 高橋　忠伸 　総務
　（名簿） 　予算 記念誌委員

24 理     事 平成13年 清水　広介 　総務
　（書記） 式典・シンポジウム委員

25 理     事 平成14年 伊藤　由彦 　会報 ※予算 広報委員

26 監     事 昭和48年 大村　洋一

27 監     事 昭和49年 大石　   稔

  担当について

総務委員会…広報・会員名簿・HP担当　　　 会報委員会…会報編集・広告掲載担当

生涯研修委員会…薬学生涯研修講座担当　　　予算委員会…予算委員会委員          

支部対応委員会…支部活動支援担当　　　　　教授会対応委員会…薬学部教授会との懇談会委員

　　※は各担当委員長

2015.�10.�1 �（70）静 薬 学 友 会 報



　平素は本会の活動にあたり格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。本会では会員約
7,400名を対象に広報誌『静薬学友会報』を年2回発行し、これまでに82号を数えております。
学友会報は、本会の発展と会員間の親睦および相互連携を目的に、学部の現状、支部および同
窓会の活動を含めた様々な情報を提供してまいりました。
　現在、すでに会員の皆様から広告を掲載していただき、作成費の一部として利用させていた
だいております。
　今後も学友会報を通じて静薬学友会の一層の発展と充実を図るべく努力する所存であります。
何卒、広告掲載へのご協力をよろしくお願い申し上げます。

広告掲載原稿募集要項
１．媒 体 名 称：静薬学友会報（３月、10月の年２回発行）

２．掲 載 資 格：静薬学友会員

３．広 告 の 種 類：一般広告

４．発 行 部 数：約7,400部（Ａ４版）

５．広 告 掲 載 料：
カラー

連続掲載の場合（３月、10月の２回連続掲載）
Ａ４版　　　１ページ　70,000円（縦255㎜，横178㎜）
Ａ４版　１／２ページ　35,000円（縦127㎜，横178㎜）

単発掲載の場合
Ａ４版　　　１ページ　80,000円（縦255㎜，横178㎜）
Ａ４版　１／２ページ　40,000円（縦127㎜，横178㎜）

モノクロ
連続掲載の場合（３月、10月の２回連続掲載）

Ａ４版　　　１ページ　50,000円（縦255㎜，横178㎜）
Ａ４版　１／２ページ　25,000円（縦127㎜，横178㎜）

単発掲載の場合　
Ａ４版　　　１ページ　60,000円（縦255㎜，横178㎜）
Ａ４版　１／２ページ　30,000円（縦127㎜，横178㎜）

6．広告原稿の形態：ファイル、または紙焼き（校正は行いませんのでご了承ください）

７．広告掲載申込先：〒422－8526　静岡市駿河区谷田52-1
静岡県立大学薬学部内　静岡県立大学薬学部同窓会（静薬学友会）
代表者　会長　横倉　輝男
電話 054-265-8763　FAX 054-265-8769（在室10：00～15：00）

8．広 告 料 振 込 先：銀行口座：静岡銀行　草薙支店　普通預金0277279
郵便振替：00820-8-19012　名義：静薬学友会

静薬学友会報への広告掲載について
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静岡県立大学薬学部同窓会事務局宛     （ＦＡＸ054-265-8769） 

 

平成 27 年度薬学生涯研修講座 

 

参加申込ＦＡＸ 
 
 

日時：平成２８年２月２１日(日) 13：30～16:30 

会場：静岡労政会館 6 階 大ホール 

主催：静岡県立大学薬学部同窓会・静岡県立大学薬学部 

 

※日本薬剤師研修センター研修認定薬剤師制度１単位認定 

 

 

1.参加者氏名                                         卒業年度：                        

 

連絡先ご住所                                       電話番号：                    

 

 

2.参加者氏名                                         卒業年度：                       

 

連絡先ご住所                                       電話番号：                    

 

 

通信欄                                                         

 

                                                              

 

                                                              

 

○講座への参加申し込みは、平成 28 年 1 月 21 日（木）までにお願いいたします。 

○卒業生以外の参加も受け付けますので職場の方もお誘い合わせてご参加ください。 

○本用紙に 2 名までご記入いただけますが、参加者２名を超える場合は通信欄にご記入ください。 

○講座参加費については、当日集めさせていただきます。（参加費：500 円） 

 

問い合わせ先／ 平成２７年度薬学生涯研修講座運営委員会 

静岡県立大学薬学部同窓会事務局  

ＴＥＬ: (054)265-8763 ＦＡＸ: (054)265-8769   

E メール：shizuyak@u-shizuoka-ken.ac.jp 

ホームページ：http://www.shizuyaku.jp/ 
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平成27年度薬学生涯研修講座
医療制度改革と薬剤師のあり方を考える

主　催／静岡県立大学薬学部同窓会（静薬学友会）・静岡県立大学薬学部
日　時／平成28年２月21日（日）　13：30～16：30
会　場／静岡労政会館6階 大ホール　 〒420-0851　静岡市葵区黒金町5-1　TEL 054-221-6280
参加費／500円（卒業生以外の参加も受け付けます）

　医療介護サービス体制の改革である「地域包括ケアシステム」構築では、「健康情報拠点薬局」の
整備をはじめ、今後の薬局のあり方や薬局・病院薬剤師のあり方・職能発揮に新たな期待が寄せられ
ています。
　平成28年度診療報酬・調剤報酬改定の概要と改定に込められた、薬局・病院薬剤師への評価と期待
あり方を、日本薬剤師会常務理事、日本病院薬剤師会常務理事・医療政策部長としてご活躍中の 
川上純一先生の基調講演から学び、様々な職域の薬剤師で医療制度改革と薬剤師のあり方を討論し

「静薬創立100周年」を迎える静岡から、薬剤師の今後のあり方を提言する機会とします。

問い合わせ・お申し込み／平成27年度薬学生涯研修講座運営委員会
〒422-8526 静岡市駿河区谷田52-1 静岡県立大学薬学部同窓会
・ＴＥＬ：（054）265-8763　・ＦＡＸ：（054）265-8769
・メール：shizuyak@u-shizuoka-ken.ac.jp　・ホームページ：http://www.shizuyaku.jp
・申込期限：平成28年１月21日（木） 

※p72の平成27年度薬学生涯研修講座FAX用参加申込用紙をご利用ください 

静岡県立大学薬学部同窓会報
2015年（平成27年）№82号

特集　研究室は今

「長崎グラバー邸」（油彩・Ｆ10号）　堀川　武　画（昭和43年卒）

プログラム
13：00 受付開始
13：30 開会挨拶　 静岡県立大学薬学部同窓会 会長　横倉　輝男
  静岡県立大学薬学部長　賀川　義之
13：40 新薬紹介
14：10 基調講演　 浜松医科大学附属病院薬剤部教授・薬剤部長
  静岡県立大学客員教授　　川上　純一先生
 　　演題：「医療制度改革と薬局・薬剤師のあり方　
 ～平成28年度診療報酬・調剤報酬改定を見据えて～（仮）」
15：10 休憩15分
15：25 パネルディスカッション「医療制度改革と薬剤師のあり方を考える」　
　　　　　　司 会 進 行；若林　敬二（静岡県立大学食品環境研究センター特任教授）
　　　　　　コメンテーター；川上　純一（浜松医科大学附属病院薬剤部教授・薬剤部長）
　　　　　　パ ネ リ ス ト；杉井　邦好（静岡県健康福祉部生活衛生局薬事課課長）
　　　　　　　　　　　　　　安倍　道治（中外製薬顧問）
　　　　　　　　　　　　　　高橋千恵子（わかくさ薬局代表取締役）
　　　　　　　　　　　　　　原田　晴司（静岡市立清水病院薬剤部長）
　　　　　　　　　　　　　　賀川　義之（静岡県立大学薬学部教授・薬学部長）
16：25 閉会挨拶　　　　　薬学生涯研修講座運営委員長　若林　敬二 
16：30 終了

　※日本薬剤師研修センター研修認定薬剤師制度１単位
　後援；　静岡県薬剤師会（予定）、静岡県病院薬剤師会（予定）


